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論
文
要
旨

　

公
家
衆
の
江
戸
参
向
と
そ
の
応
接
に
当
た
る
御
馳
走
人
の
任
命
に
つ
い
て
は
﹆

松
岡
辰
方
︵
一
七
六
四
│
一
八
四
〇
︶
の
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
に
よ
り
概
ね

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
行
研
究
で
使
用
さ
れ
て
き
た
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
本

は
松
岡
没
後
の
幕
末
ま
で
増
補
さ
れ
て
い
る
が
﹆
書
写
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
写
本
以
外
に
も
松
浦
史
料
博
物
館
・
慶
應
義
塾
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
が

各
々
異
本
を
所
蔵
し
て
お
り
﹆
成
立
時
期
の
異
な
る
各
本
の
調
査
に
よ
り
松
岡
の

作
成
経
緯
が
判
明
し
た
。
松
岡
は
文
化
二
年
︵
一
八
〇
五
︶
に
い
っ
た
ん
脱
稿
し

た
後
﹆
同
一
四
年
に
平
戸
藩
松
浦
家
に
関
係
す
る
人
物
の
求
め
に
応
じ
て
﹆
正
徳

元
年
︵
一
七
一
一
︶
以
降
分
の
み
を
記
し
た
一
冊
本
を
作
成
し
た
。
隠
居
の
松
浦

静
山
の
知
識
欲
を
満
た
す
の
み
な
ら
ず
﹆
柳
之
間
席
大
名
で
あ
り
な
が
ら
藩
主
が

久
し
く
公
家
衆
馳
走
役
を
勤
め
て
い
な
か
っ
た
平
戸
藩
に
と
っ
て
必
要
な
資
料
で

あ
り
﹆
藩
内
で
は
さ
ら
に
﹆
同
書
を
典
拠
に
し
た
と
思
わ
れ
る
﹁
伝
奏
御
馳
走
人

御
勤
之
御
家
﹂
と
い
う
殿
席
別
に
列
挙
し
た
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。

　

御
馳
走
人
は
宝
永
末
年
以
降
﹆
万
一
の
際
の
交
代
要
員
と
し
て
﹁
代
り
﹂
も
同

時
に
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。﹁
代
り
﹂
も
含
め
て
御
馳
走
人
の
席
順
は
柳
之

間
席
大
名
の
間
で
度
々
問
題
と
な
っ
て
お
り
﹆
こ
の
問
題
へ
の
対
処
の
た
め
に
も

近
世
後
期
の
同
席
を
主
導
す
る
平
戸
藩
松
浦
家
は
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
を
必

要
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
同
書
に
は
本
役
と
一
緒
に
任
命
さ
れ
る
﹁
代

り
﹂
は
記
載
さ
れ
ず
﹆
御
馳
走
人
の
情
報
に
つ
い
て
不
正
確
な
部
分
が
あ
る
。

　
﹁
代
り
﹂
及
び
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
で
は
判
明
し
な
い
大
名
を
出
来
る
だ

け
網
羅
し
た
公
家
衆
御
馳
走
人
任
命
一
覧
を
掲
載
す
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
︻  

御
馳
走
人
﹆﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄﹆
松
岡
辰
方
﹆
平
戸
藩
松

浦
家
﹆
柳
之
間
席
大
名
︼

は
じ
め
に

　

江
戸
開
幕
以
来
﹆
幕
末
に
至
る
ま
で
公
家
衆
は
ほ
ぼ
毎
年
江
戸
に
参
向
し
た
。

幕
府
が
朝
廷
に
派
遣
す
る
年
頭
使
に
対
す
る
答
礼
の
た
め
に
武
家
伝
奏
が
勅
使

と
し
て
参
向
し
﹆
上
皇
か
ら
は
院
使
が
遣
わ
さ
れ
﹆
摂
家
や
親
王
﹆
門
跡
も
参

向
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
幕
府
は
こ
れ
ら
の
公
家
衆
に
御
馳
走
人
を
付
け
て
応

接
に
当
た
ら
せ
た
。
こ
の
公
家
衆
馳
走
役
は
在
府
中
の
大
名
課
役
の
一
つ
で
あ

り
﹆
外
様
小
藩
主
で
あ
る
柳
之
間
席
大
名
が
勤
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
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人文 20号（2021）

　

大
名
課
役
は
﹆
そ
の
負
担
に
着
目
す
る
と
莫
大
な
出
費
を
要
す
る
手
伝
普
請

か
ら
合
力
米
の
支
給
を
目
当
て
に
大
名
側
が
待
望
し
た
大
坂
加
番
ま
で
性
質
に

差
が
あ
り︶1
︵

﹆
大
名
当
人
の
負
担
に
も
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た︶2
︵

。
在
府
中
の
課
役

の
中
で
は
﹆
実
務
遂
行
能
力
の
無
い
幼
年
大
名
も
任
じ
ら
れ
る
方
角
火
消
・
火

番
な
ど
と
は
異
な
り
﹆
公
家
衆
馳
走
役
は
成
人
大
名
が
自
ら
勤
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
﹆
実
際
に
誰
が
勤
め
て
い
た
の
か
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
他
の
課
役
と
の

関
係
を
考
え
る
上
で
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
近
年
の
大
名
課
役
研
究
で
は
﹆
類
似

性
の
あ
る
課
役
を
比
較
し
て
﹆
そ
の
賦
課
に
お
け
る
相
互
の
影
響
を
追
究
す
る

研
究
も
発
表
さ
れ
て
い
る︶3
︵

。
公
家
衆
馳
走
役
の
場
合
は
﹆
在
府
中
の
勤
役
で
あ

る
こ
と
や
担
当
大
名
間
の
情
報
共
有
と
い
う
点
か
ら
は
江
戸
城
諸
門
の
門
番
役

と
の
類
似
性
が
見
ら
れ
﹆
門
番
を
勤
め
て
い
る
大
名
が
馳
走
役
を
拝
命
し
た
こ

と
に
よ
り
門
番
を
免
ぜ
ら
れ
る
事
例︶4
︵

も
確
認
で
き
る
が
﹆
門
番
役
に
比
べ
て
基

礎
研
究
が
十
分
に
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い︶5
︵

。

　

如
上
の
研
究
状
況
を
鑑
み
て
﹆
本
稿
で
は
公
家
衆
馳
走
役
の
任
命
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る︶6
︵

。
公
家
衆
の
江
戸
参
向
及
び
幕
府
に

よ
る
御
馳
走
人
の
任
命
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
故
実
家
の
松
岡
辰

方
︵
一
七
六
四
～
一
八
四
〇
︶
が
作
成
に
着
手
し
た
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄

が
知
ら
れ
﹆
主
に
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
写
本
︵
以
下
﹆
岩
瀬
本
と
略
記
︶
が

研
究
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
岩
瀬
本
は
松
岡
没
後
の
幕
末
期
の
情
報
ま
で
増
補

さ
れ
﹆
明
治
期
以
降
に
作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
﹆

原
本
の
所
在
と
松
岡
の
作
成
経
緯
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
岩
瀬
本
よ

り
も
成
立
の
早
い
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
を
三
機
関
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
の
で
﹆
各
本
の
検
討
に
よ
り
同
書
の
成
立
事
情
を
検
討
す
る
こ
と

を
第
二
の
目
的
と
す
る
。
結
論
を
先
取
り
す
る
と
﹆
同
書
の
成
立
に
は
平
戸
藩

松
浦
家
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
公
家
衆
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
る
柳

之
間
席
大
名
で
あ
る
平
戸
藩
松
浦
家
が
同
書
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
に
着
目
し

て
﹆
近
世
後
期
に
松
浦
熙
が
勤
め
た
馳
走
役
﹆
そ
れ
に
対
し
て
大
い
に
興
味
を

示
す
隠
居
の
父
清
︵
静
山
︶﹆
及
び
同
書
を
参
照
し
て
家
中
で
作
成
さ
れ
た
御

馳
走
人
大
名
リ
ス
ト
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

一
．﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
に
つ
い
て

　
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
は
久
留
米
藩
士
で
故
実
家
と
し
て
知
ら
れ
る
松
岡

辰
方
が
作
成
し
た
年
表
形
式
の
一
覧
表
で
あ
る
。
上
か
ら
順
に
参
向
年
﹆
参
向

目
的
﹆
勅
使
・
院
使
等
の
別
﹆
参
向
者
名
﹆
御
馳
走
人
任
命
日
﹆
御
馳
走
人
名

の
欄
が
あ
り
﹆
そ
の
下
に
は
﹁
御
着
日
﹂﹁
御
対
顔
﹂﹁
御
儀
式
﹂﹁
御
饗
応
﹂

﹁
御
返
答
御
暇
﹂﹁
東
叡
山
﹂﹁
増
上
寺
﹂﹁
雑
事
﹂﹁
御
発
足
﹂
の
日
程
欄
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
研
究
に
使
用
さ
れ
て
き
た
岩
瀬
本
の
ほ
か
に
松
浦
史
料
博
物

館
所
蔵
本
︵
以
下
﹆
松
浦
本
と
略
記
︶・
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
本
︵
同
﹆
慶

應
本
︶・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
︵
同
﹆
内
閣
本
︶
が
確
認
で
き
る
。

内
閣
本
以
外
は
年
表
部
分
の
頁
構
成
が
同
一
で
あ
る
が
﹆
記
載
情
報
の
下
限
は

後
述
す
る
よ
う
に
各
々
異
な
る
。
冒
頭
に
記
さ
れ
た
凡
例
に
よ
る
と
﹆
い
っ
た

ん
成
立
し
た
の
は
文
化
二
年
︵
一
八
〇
五
︶
で
あ
る
が
﹆
慶
應
本
に
よ
る
と
﹆

さ
ら
に
文
化
一
四
年
︵
一
八
一
七
︶
に
松
岡
は
﹁
享
保
以
前
の
事
﹆
今
の
例
と
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志︹
し
難
︺

か
た
し
﹂
と
し
て
﹆
正
徳
元
年
︵
一
七
一
一
︶
以
降
の
部
分
を
﹁
或
人
の
乞

に
ま
か
せ
﹂
一
冊
に
仕
立
て
直
し
た
。
こ
の
文
化
一
四
年
成
立
本
に
も
文
化
二

年
本
を
簡
略
化
し
た
凡
例
が
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
﹆
文
化
二
年
脱
稿
の
凡
例
を
﹆
松
岡
没
後
の
記
載
が
無
く
﹆
他
本
に
比

べ
て
脱
落
も
少
な
い
松
浦
本
か
ら
翻
刻
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
各
所
蔵
本
に
つ
い

て
﹆
そ
の
記
載
情
報
と
特
徴
を
確
認
す
る
︵
翻
刻
に
は
他
本
と
の
文
言
の
異
同

等
に
つ
い
て
傍
注
を
適
宜
付
し
﹆
全
一
二
箇
条
の
一
つ
書
き
は
便
宜
上
⑴
～
⑿

に
改
め
た
。
⑾
以
外
の
割
書
は
︿　

﹀
で
示
し
た
︶。

⑴　

慶
長
八
年

　
　

東
照
宮
様
将
軍　

宣
下
の
時
﹆

　
　

勅
使
伏
見
に
参
向
し
給
ふ
を
初
と
し
﹆
今
年
に
至
り
二
百
三
年
の
間
﹆

恒
例
・
臨
時
こ
と
〳
〵
く
し
る
す
と
い
へ
と
も
﹆
記
録
全
所
見
な
き
に

よ
つ
て
﹆
明
暦
の
頃
ま
て
ハ
闕
漏
多
し
﹆
ゆ
へ
に
其
事
の
有
へ
き
年
に

ハ
大
間
を
と
り
を
く
也
﹆

⑵　

勅
使
﹆
院
使
﹆
法
皇
・
本
院
・
新
院
・
東
宮
・
親
王
使
﹆
大
女
院
・
女

院
・
新
女
院
・
大
宮
・
中
宮
・
准
后
・
女
御
使
等
御
参
向
の
事
﹆
恒
例　

勅
使
・
院
使
計
ニ
て
﹆
其
餘
の
御
所
〳
〵
者
﹆
勅
使
兼
給
ふ
な
れ
と
も
﹆

御
即
位
・
将
軍　

宣
下
等
其
外
御
大
礼
の
時
に
は
﹆
御
所
〳
〵
よ
り
別

に
御
使
御
参
向
あ
り
﹆

⑶　

御
登
城
の
事
者
﹆
御
對
顔
︿
此
時
年
始
已
下
の
御
口
上
あ
り
﹀・
御
能

︿
此
時
七
・
五
・
三
御
饗
応
﹆
御
酒
被
進
事
あ
り
﹀・
御
返
答
︿
む
か
し

ハ
勅
答
と
云
﹆
御︹

内
閣
本
脱
落
︺

返
事　

被
仰
含
な
り
﹀
都
合
三
度
也
﹆
御
返
答
の
時
﹆

御
暇
被　

仰
出
﹆
拝
領
物
あ
り
﹆

⑷　

摂
家
并
大
臣
以
上
親
王
方
・
宮
御
門
跡
・
摂
家
御
門
跡
・
准
御
門
跡
等

御
對
顔
﹆
御
能
﹆
都
合
二
度
御
登　

城
﹆
御
暇
も
上
使
を
以
お
ゝ
セ
出

さ
れ
﹆
御
拝
領
も
の
有
﹆
其
余
御
自
分
参
向
の
公
�
殿
上
人
御
暇
の
日

御
登　

城
あ
る
な
り
︿
摂
家
方
者
三
位
中
将
ニ
而
も
上
使
を
以
拝
領
も

の
有
﹀

⑸　

御
馳
走
人
の
事
﹆
右
大
臣
以
上
・
摂
家
・
門
跡
以
上
へ
お
ゝ
セ
付
ら

る
ゝ
事
也
﹆
内
大
臣
に
て
は
御
馳
走
人
な
き
事
な
り
﹆

貞︹
正
し
く
は
貞
享
二
年
︺

享
三
年
﹆
花
山
院
内
大
臣
定
誠
公
御
参
向
の
時
﹆
御
馳
走
人
被　

仰
付
﹆
後
日
間
違
の
よ
し
止
ら
る
ゝ
事
あ
り
﹆
是
等
内
大
臣
に
て
御

馳
走
人
な
き
事
明
白
也
﹆

⑹　

御
能
の
事
﹆
御
使
の
外
ハ
摂
家
方
・
親
王
方
た
り
と
も
不
時
御
参
向
の

時
は
な
し
︿
む
か
し
ハ
有
り
た
る
事
も
あ
り
﹆
又
御
能
な
く
御
饗
應
計

の
事
も
あ
り
﹀

⑺　

御
贈
官
位
の
時
﹆
御
参
向
者
上
使
を
以
御
暇
被　

仰
出
﹆
拝
領
物
有
﹆

家
司
拝
領
物
も
演
達
あ
り
︿
昔
ハ
御
登
城
有
し
事
も
あ
る
也
﹀

⑻　

享
保
七
年
﹆
勅
會
御
法
事
御
辞
退
﹆
萬
部
讀
経
を
止
ら
る
ゝ
と
い
へ
と

も
﹆　

東
照
宮
様
御
法
事
ハ
尓
今
勅
會
也
﹆

⑼　

御
大
禮
の
度
毎
﹆
そ
の
役
名
を
し
る
し
て
﹆
称
号
・
官
名
を

し︹
岩
瀬
・
内
閣
本
﹁
し
る
さ
ゝ
る
は
﹂
︺

る
さ
る
ゝ
ハ
﹆
記
録
に︹
内
閣
本
﹁
ミ
へ
さ
る
﹂
︺

ミ
へ
す
と
い
へ
と
も
﹆
先
例
を
押
て
し
る
し

お
く
も
の
也
﹆
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（58）

人文 20号（2021）

⑽　

勅
會
御
法
事
ニ
宮
御
参
向
有
﹆
執
綱
・
執
蓋
の
人
参
向
な
き
事
有
﹆
又

宮
御
参
向
な
く
﹆
執
綱
・
執
蓋
の
人
は
か
り
参
向
有
事
あ
り
︿
増
上
寺

御
法
事
に
智
恩
院
宮
御
参
向
な
き
ハ
﹆
宮
御
一
方
ゆ
へ
御
差
合
あ
る
事

も
あ
る
へ
し
﹀

⑾　

御
門
跡
の
事
﹆

圓
融
院
天
台
梶
井
宮
ト
云　
　
　
　
　

 

妙
法
院
天
台
大
佛
宮
と
云

青
蓮
院
天
台

粟
田
口
宮
ト
云　
　
　
　

 

曼
殊
院
天
台

竹
内
宮
と
云

輪
王
寺
天
台

日
光
宮
ト
云　
　
　
　
　

 

毘
沙
門
堂
日
門

御
兼
門

聖
護
院
天
台

本
山
修
験
頭　
　
　
　
　

 

照
高
院
聖
門

御
兼
帯

仁
和
寺
真
言
御
室
宮
と
云　
　
　
　
　

 
大
覚
寺
真
言
嵯
峨
宮
と
云

一
乗
院
法
相
宗

南
都
ニ
有　
　
　
　
　
　

知
恩
院
浄
土

是
等
宮
御
門
跡
な
れ
と
も
﹆
摂
家
方
ゟ
御
入
室
あ
れ
ハ
摂
家
門
跡
の
列

に
入
玉
ふ
︹
内
閣
本﹁
事
な
り
﹂︺

事
﹆

圓
満
院
天
台　
　
　
　
　
　
　

 

実
相
院
天
台

勧
修
寺
天
台

山
科
御
門
跡
と
云　
　
　
　

三
宝
院
真
言
當︹

内
閣
本
脱
落
︺

山
修
験
頭

醍
醐
御
門
跡
と
云

随︹
岩
瀬
本﹁
随
心
寺
﹂︺

心
院　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
乗
院

是
等
摂
家
門
跡
な
れ
と
も
﹆
親
王
方
よ
り
御
入
室
有
は
宮
御
門
跡
の
列

に
入
た
ま
ふ
な
り
﹆

圓
融
院
・
妙
法
院
・
青
蓮
院
﹆
是
を
天
台
の
三
門
跡
と
云
﹆
曼
殊

院
・
輪
王
寺
﹆
都
而
五
ヶ
寺
何
れ
も
天
台
座
主
ニ
補
給
ふ
﹆
仁
和

寺
・
大
覚
寺
・
随
心
院
・
勧
修
寺
・
三
宝
院
ハ
東
寺
の︹

内
閣
本﹁
五
門
跡
﹂︺

門
跡
な
り
﹆

聖
護
院
・
圓
満
院
・
実
相
院
を
三
井
寺
の
三
門
跡
と
云
﹆
一
乗
院
・

大
乗
院
を
南
都
の
両
門
跡
と
い
ふ
な
り
﹆
又
毘
沙
門
堂
御
門
跡
ハ
摂

家
門
跡
な
れ
と
も
﹆
輪
王
寺
御
門
跡
御
兼
帯
故
﹆
宮
門
跡
に
列
せ
ら

る
ゝ
な
り
﹆
又
智
恩
院
御
門
跡
者
代
々
関
東
御
猶
子
な
り
﹆
亦
一
乗

院
覚
慶
は
萬
松
院
殿
義
晴
公
の
御
子
﹆
圓
満
院
教
助
大
僧
正
も
普
廣

院
殿
義
教
公
の
御
猶
子
﹆
常
尊
大
僧
正
ハ
霊
陽
院
殿
義
昭
�
御
孫
﹆

実︹
岩
瀬
本
脱
落
﹆
内
閣
本
は
傍
に
挿
入
︵
﹁
大
僧
正
﹂
は
脱
落
︶
︺

相
院
義
尊
大
僧
正
も
霊
陽
院
殿
義
昭
�
の
御
孫
な
り
﹆
さ
れ
ハ
此

三
門
跡
を
其
頃
は
公
方
門
跡
と
云
し
に
や
﹆
圓
満
院
・
実
相
院
は
御

當
家
ニ
至
り
て
も
﹆
格
別
に
御
し
た
し
み
深
き
事
与
見
へ
た
り
﹆

西
本
願
寺
西
六
条
ニ

ア
リ

　
　
　
　
　

  

東
本
願
寺
東
六
条
ニ

ア
リ

専
修
寺
伊
勢
一

身
田
ニ
有　
　
　
　
　
　

  

佛
光
寺
五
条
坊
門
ニ

ア
リ

興
正
寺
西
本
願
寺

境
内
ニ
有

是
を
准
門
跡
と
云
﹆
是
等
の
御
門
跡
皆
御
参
向
あ
り
﹆

錦
織
寺
近
江
木
部
ニ
有

准
門
跡

　
　
　
　
　

蓮
花
光
院
安
井
と
云
准
門
跡
﹆
今
ハ

摂
家
門
跡
ニ
入

此
両
門
跡
参
向
の
事
な
し
﹆

⑿　

日
光
例
幣
使
﹆
正
保
三
年
の
勅
諚
に
﹆
来
年
よ
り
年
毎
に
奉
幣
使
あ
る

へ
き
よ
し
也
﹆
是
を
別
冊
ニ
附
録
す
と
い
へ
と
も
﹆
其
事
あ
る

年︹
内
閣
本﹁
年
計
ハ
﹂︺

者
別
に
し
る
す
﹆

筑︹
内
閣
本
脱
落
︺

後
久
留
米
倍
臣

文
化
二
年
乙
丑
七
月
十
七
日 

松︹
内
閣
本﹁
松
岡
清
助
丹
治
辰
方
﹂︺

岡
清
助
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『公家衆御参向之記』と近世後期平戸藩松浦家の馳走役

（59）

　

各
本
の
特
徴
に
つ
い
て
﹆
年
表
の
記
載
下
限
の
早
い
順
に
簡
潔
に
ま
と
め
る
。

各
本
の
筆
跡
・
体
裁
に
つ
い
て
は
次
頁
写
真
参
照
。

①
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
本

　

魚
菜
文
庫
︵
旧
称
石
泰
文
庫
︶
書
架
番
号
2 

4 

2
│
6 

3 

2
。
同
文
庫
目
録

に
よ
る
と
﹆
昭
和
五
四
年
︵
一
九
七
九
︶
料
理
研
究
家
田
村
魚
菜
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
一
六
〇
〇
余
点
の
中
の
一
冊
。
魚
菜
が
入
手
す
る
前
は
﹆
石
井
治
兵
衛
家

所
蔵
本
で
﹆
関
東
大
震
災
と
戦
災
に
よ
り
大
部
が
失
わ
れ
た
が
﹆
石
井
泰
次
郎

に
よ
る
書
写
本
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
一
冊
。
五
二
丁
。
虫
損
有
る
が
ほ
ぼ

判
読
可
能
。
表
紙
左
上
に
﹁
公
家
衆
御
参
向
之
記　

松
岡
辰
方
編
﹂。
冒
頭
に
﹆

岩
瀬
本
三
冊
目
冒
頭
と
ほ
ぼ
同
内
容
文
が
以
下
の
順
に
記
載
さ
れ
る
。

﹁
慶
長
八
年　

東︹平
出
︺照宮
将
軍
宣
下
の
時
。　

勅︹平
出
︺使伏
見
の
御
参
向
を
初
め
と
し
て

今
に
至
る
ま
で
﹆
其
年
々
を
志
る
し
置
と
い
へ
ど
も
﹆
明
暦
の
頃
迄
闕
漏
多
し
﹆

又
享
保
以
前
の
事
﹆
今
の
例
と
志
か
た
し
﹆
依
て
正
徳
よ
り
此
方
﹆
或
人
の
乞

に
ま
か
せ
﹆
稿
考
正
し
て
一
冊
と
す
﹂︵
以
上
の
部
分
の
み
岩
瀬
本
三
冊
目
に

は
記
さ
れ
ず
︶﹆
続
い
て
⑻
の
同
文
。
⑶
・
⑷
・
⑹
の
要
約
。
⑸
と
ほ
ぼ
同
内

容
文
に
﹁
摂
家
・
門
跡
は
私
に
御
参
向
と
い
へ
と
も
﹆
御
馳
走
人
被
仰
付
﹂
と

い
う
文
化
四
年
本
に
は
無
い
記
載
が
加
わ
る
。
⑺
の
要
約
を
挟
み
﹆
ま
た
文
化

四
年
本
に
は
無
い
﹁
御
大
禮
の
度
々
﹆
其
役
々
に
て
﹆
御
参
向
有
は
﹆
位
次
に

よ
り
て
記
す
べ
き
な
れ
ど
も
﹆
事
紛
ら
は
し
き
に
よ
り
て
﹆
御
衣
文
﹆
御
身
固
﹆

御
位
記
は
其
役
の
順
に
記
す
﹂。
最
後
に
﹁
日
光
例
幣
使
は
巻
末
に
別
に
記
す
﹂

と
あ
る
が
﹆
実
際
に
は
同
書
巻
末
に
日
光
例
幣
使
一
覧
は
無
い
。﹁
文
化
十
四

年
八
月　

日　
　

松
岡
清
助
丹
治
辰
方
﹂。

　

二
丁
目
以
降
は
正
徳
元
年
～
文
政
五
年
の
年
表
。
最
後
五
丁
は
罫
線
の
み
。

②
松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
本

　

史
料
番
号
Ｉ
│
4
︵
ハ
︶
7
│
6
。
全
三
冊
。
い
ず
れ
も
竪
二
四
⊠
横
一
七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル︶7
︵

。
各
冊
の
表
紙
左
上
に
題
箋
﹁
公
家
衆
御
参
向
之
記　

一
﹂

﹁
公
家
衆
御
参
向
之
記　

二
﹂﹁
公
家
衆
御
参
向
之
記　

三
終
﹂。
各
冊
の
内
容

は
一
冊
目
六
〇
丁
に
凡
例
と
年
表
︵
慶
長
八
年
～
慶
安
四
年
︶﹆
二
冊
目
四
四

丁
に
年
表
︵
承
応
元
年
～
宝
永
七
年
︶﹆
三
冊
目
六
七
丁
に
は
年
表
︵
正
徳
元

年
～
天
保
八
年
︶
と
罫
線
の
み
五
丁
を
挟
み
末
尾
に
日
光
例
幣
使
一
覧
︵
正
保

四
年
～
天
保
八
年
︶。
記
載
下
限
の
天
保
八
年
︵
一
八
三
七
︶
は
松
岡
存
生
で
﹆

平
戸
藩
主
松
浦
煕
が
左
大
臣
二
条
斉
信
の
馳
走
役
を
勤
め
た
年
で
あ
る
。
本
書

は
こ
の
時
の
﹁
御
馳
走
直
勤
留
一
式
﹂
と
一
緒
に
木
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る︶8
︵

。

　

凡
例
部
分
で
は
﹆
門
跡
を
列
挙
す
る
⑾
の
﹁
随
心
院
﹂
と
﹁
大
乗
院
﹂
の
下

が
本
史
料
で
は
空
い
て
い
る
が
﹆
岩
瀬
本
・
内
閣
本
に
は
﹁
随
心
院
﹂︵
岩
瀬

本
は
﹁
随
心
寺
﹂︶
の
下
に
︿
真
言
﹆
小
野
御
門
跡
と
云
﹀﹆﹁
大
乗
院
﹂
の
下

に
は
︿
法
相
﹆
南
都
に
有
﹀
と
割
書
が
あ
る
。

③
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本

　

請
求
番
号
1 

4 

5
┋1 

0 

8 

9
。
一
冊
。
一
四
六
丁
。
表
紙
左
上
に
題
箋

﹁
参
向
名
簿　

完
﹂﹆
同
左
下
に
﹁
廿
四
﹂。
凡
例
部
分
は
門
跡
の
紹
介
な
ど
を

改
行
せ
ず
詰
め
て
記
す
が
﹆
文
言
は
松
浦
本
一
冊
目
と
岩
瀬
本
一
冊
目
の
文
化

二
年
凡
例
と
ほ
ぼ
同
じ
。
年
表
冒
頭
の
﹁
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹂
と
他
本
に
記

さ
れ
る
箇
所
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
年
表
の
寛
文
末
年
と
延
宝
初
年
の
間
に
﹆

本
書
の
作
成
経
過
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
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人文 20号（2021）
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（62）

人文 20号（2021）

﹁
此
一
帖
者
享
和
二
壬
戌
の
春
﹆
明
暦
元
乙
未
年
よ
り
享
保
の
初
ま
て
を
し
る

し
﹆
又
文
化
元
甲
子
元
日
﹆
宝
永
元
甲
申
年
よ
り
享
和
三
癸
亥
の
年
ま
て
凡
百

年
の
間
再
校
し
て
三
月
七
日
草
稿
畢
ぬ
﹆
又
今
年
季
春
の
初
よ
り
慶
長
八
年
を

初
﹆
諸
家
の
記
録
を
参
考
し
て
五
月
十
五
日
よ
り
草
稿
を
初
﹆
七
月
十
五
日
に

畢
ぬ
﹆
よ
て
こ
ゝ
に
し
る
し
置
と
い
ふ
﹆　

文
化
二
年
乙
丑
七
月
廿
一
日　

松

岡
清
助
丹
治
辰
方
︵
花
押
︶﹂

　

年
表
の
文
化
六
年
ま
で
と
同
七
年
以
降
の
筆
跡
が
全
く
異
な
る
が
﹆
天
保
一

三
年
分
ま
で
記
載
。
そ
の
後
ろ
に
朱
筆
で
﹁
嘉
永
六
丑
年
八
月
十
八
日
着
﹆
廿

一
日
増
上
寺
参
堂
御
贈
官
位
﹂
と
あ
り
﹆﹁
勅
使　

徳
大
寺
前
内
大
臣
殿
﹂
以

下
四
名
の
参
向
公
家
の
名
が
記
さ
れ
る
。
巻
末
に
﹁
右
文
化
七
庚
午
年
以
下
拠

五
弓
豊
太
郎
所
蔵
公
使
参
向
年
表
補
写　

明
治
十
二
年
二
月
﹂
と
あ
る
の
で
﹆

文
化
六
年
ま
で
記
さ
れ
た
写
本
に
同
七
年
分
以
降
を
五
弓
久
文
︵
雪
窓
﹆
一
八

二
三
│
八
六
︶
所
蔵
本
か
ら
写
し
て
明
治
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
﹆

﹃
公
使
参
向
年
表
﹄
は
五
弓
が
羽
中
八
幡
神
社
︵
広
島
県
府
中
市
︶
に
設
け
た

文
庫
の
蔵
書
で
﹆
現
在
は
広
島
県
立
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る︶9
︵

。

　

年
表
に
は
朱
筆
で
随
所
に
加
筆
と
訂
正
が
入
れ
ら
れ
て
お
り
﹆
書
写
し
た
だ

け
で
は
な
い
独
自
調
査
の
内
容
が
含
ま
れ
る
。
正
徳
元
年
の
新
女
院
使
馳
走
役

﹁
北
条
遠
江
守
氏
朝
﹂︵
河
内
狭
山
藩
主
︶
が
記
さ
れ
る
の
は
本
書
の
み
︵
前
頁

写
真
︶
で
あ
る
よ
う
に
﹆
他
本
で
は
空
欄
で
も
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

④
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
本

　

函
番
号
︵
資
料
番
号
︶
83
┋27
。
全
三
冊
。
い
ず
れ
も
竪
二
三
・
七
×
横
一

六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル︶10
︵

。
表
題
無
し
。
一
冊
目
六
〇
丁
﹆
二
冊
目
四
四
丁
﹆

三
冊
目
六
五
丁
。

　

岩
瀬
文
庫
を
創
設
し
た
岩
瀬
弥
助
︵
一
八
六
七
│
一
九
三
〇
︶
が
入
手
し
﹆

大
正
一
五
年
︵
一
九
二
六
︶
一
二
月
一
九
日
付
で
同
文
庫
の
原
簿
に
登
録
。

﹃
公
家
衆
御
参
向
年
表
﹄
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
﹆
こ
の
書
名
は
入
手

し
た
弥
助
が
付
け
た
も
の
で
﹆﹃
岩
瀬
文
庫
図
書
目
録
﹄︵
明
治
四
一
年
初
版
﹆

昭
和
三
〇
年
改
訂
︶
に
掲
載
さ
れ
た
書
名
で
あ
る
。
同
文
庫
で
は
弥
助
に
敬
意

を
表
し
﹆
現
行
の
﹁
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
に
お
い

て
も
﹁
旧
書
名
﹂
と
し
て
残
し
て
い
る︶11
︵

。
本
書
自
体
に
は
﹃
公
家
衆
御
参
向
年

表
﹄
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
﹁
書
写
の
様
子
よ
り
﹆
天

保
九
年
頃
成
立
本
に
同
一
人
物
が
後
年
増
補
を
加
え
た
も
の
﹂
と
説
明
さ
れ
る

よ
う
に
﹆
松
岡
辰
方
没
︵
天
保
一
一
年
︶
後
の
情
報
も
文
久
二
年
︵
一
八
六

二
︶
分
ま
で
記
載
。
松
浦
本
と
同
系
統
本
を
明
治
期
に
硬
筆
で
書
写
し
た
も
の

か
。
一
冊
目
冒
頭
の
凡
例
部
分
は
用
字
の
異
同
の
ほ
か
加
筆
・
脱
落
箇
所
が
多

少
見
ら
れ
る
が
﹆
松
浦
本
と
ほ
ぼ
同
文
言
の
文
化
二
年
成
立
本
の
も
の
。
一
・

二
冊
目
の
年
表
部
分
は
松
浦
本
と
全
く
同
じ
頁
構
成
。
三
冊
目
は
冒
頭
に
慶
應

本
と
ほ
ぼ
同
文
の
文
化
一
四
年
本
の
凡
例
を
掲
載
し
﹆
年
表
は
正
徳
元
年
～
文

久
二
年
﹆
罫
線
の
み
の
二
丁
を
挟
み
正
徳
元
年
～
天
保
九
年
の
日
光
例
幣
使
一

覧
︵
欄
の
み
弘
化
三
年
ま
で
︶
を
掲
載
す
る
。

　

以
上
﹆
慶
應
本
︵
年
表
は
文
政
五
年
ま
で
︶﹆
松
浦
本
︵
同
﹆
天
保
八
年
ま

で
︶﹆
内
閣
本
︵
同
﹆
天
保
一
三
年
ま
で
︶﹆
岩
瀬
本
︵
同
﹆
文
久
二
年
ま
で
︶

の
各
本
の
記
載
内
容
の
確
認
に
よ
り
﹆﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
の
成
立
経
緯
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が
次
の
よ
う
に
判
明
す
る
。
松
岡
辰
方
は
享
和
二
年
︵
一
八
〇
二
︶
春
に
ま
ず

明
暦
か
ら
享
保
初
年
分
の
作
成
に
着
手
し
て
﹆
文
化
元
年
︵
一
八
〇
四
︶
春
に

は
宝
永
か
ら
享
和
期
ま
で
の
一
〇
〇
年
分
の
草
稿
を
仕
上
げ
た
。
翌
文
化
二
年

五
月
か
ら
近
世
初
頭
分
に
取
り
掛
か
り
﹆
同
年
七
月
に
い
っ
た
ん
脱
稿
し
た
。

こ
れ
が
文
化
二
年
成
立
本
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
二
年
後
の
文
化
一
四
年
︵
一
八

一
七
︶
に
松
岡
は
﹁
享
保
以
前
の
事
﹆
今
の
例
と
し
か
た
し
﹂
と
し
な
が
ら
﹆

享
保
よ
り
少
し
前
の
正
徳
元
年
か
ら
始
ま
る
年
表
を
﹁
或
人
の
乞
に
ま
か
せ
﹂

一
冊
に
ま
と
め
た
。
こ
の
文
化
一
四
年
成
立
本
の
凡
例
は
全
体
的
に
文
化
二
年

本
を
簡
略
化
し
て
い
る
が
﹆
摂
家
と
門
跡
は
私
的
参
向
で
あ
っ
て
も
御
馳
走
人

が
付
け
ら
れ
る
と
い
う
内
容
と
参
向
者
の
記
載
順
に
つ
い
て
の
説
明
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。

　

文
化
一
四
年
に
松
岡
に
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
を
所
望
し
た
﹁
或
人
﹂
は
﹆

同
年
成
立
本
の
凡
例
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
内
容
か
ら
﹆
御
馳
走
人
の
任
命
に

つ
い
て
﹆
特
に
正
徳
元
年
以
降
を
詳
し
く
知
り
た
い
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
﹁
或
る
人
﹂
は
平
戸
藩
関
係
者
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
次
節
で
論

証
す
る
。

二
．
平
戸
藩
松
浦
家
の
馳
走
役
と
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄

　
﹁
予
が
出
勤
せ
し
比
は
久
し
き
こ
と
な
れ
ど
﹆
始
は
百
日
在
府
と
て
﹆
纔
に

長
崎
の
こ
と
の
み
を
勤
と
し
て
江
都
に
は
在
ら
ざ
り
き
。
夫
よ
り
天
雄
両
公
の

御
蹤
を
追
ひ
奉
り
﹆
一
年
在
府
を
願
ひ
﹆
寛
政
の
頃
よ
り
東
都
に
勤
る
こ
と
に

は
成
れ
り︶12
︵

﹂
と
松
浦
清
︵
静
山
︶
自
身
が
﹃
甲
子
夜
話
﹄
に
記
す
よ
う
に
﹆
在

府
期
間
の
短
か
っ
た
近
世
中
期
の
平
戸
藩
主
た
ち
と
は
異
な
り
﹆
清
は
寛
政
期

か
ら
自
余
の
柳
之
間
席
大
名
の
多
く
と
同
様
に
隔
年
四
月
参
勤
の
一
年
在
府
と

な
っ
た
。
そ
れ
で
も
清
の
藩
主
在
任
中
に
は
公
家
衆
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
る
機

会
は
無
く
﹆
清
の
跡
を
継
い
だ
煕
が
文
化
一
四
年
︵
一
八
一
七
︶
暮
れ
に
初
め

て
任
じ
ら
れ
た
の
は
﹆
松
浦
家
に
と
っ
て
宝
永
七
年
︵
一
七
一
〇
︶
以
来
一
〇

七
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た︶13
︵

。
翌
春
参
向
す
る
勅
使
の
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
た

の
だ
が
﹆
一
年
交
代
の
通
常
の
参
勤
を
再
開
し
て
以
来
未
だ
馳
走
役
を
課
せ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
他
家
の
課
役
賦
課
状
況
な
ど
か
ら
﹆
近
い
う
ち
に
任

じ
ら
れ
る
こ
と
は
予
期
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る︶14
︵

。
公
家
衆
の
江
戸
参
向
と
御
馳

走
人
に
つ
い
て
知
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
平
戸
藩
側
の
求
め
に
応
じ
て
松
岡
が
ま

と
め
直
し
た
の
が
同
年
八
月
脱
稿
の
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄︵
文
化
一
四
年

成
立
本
︶
と
す
る
と
﹆
そ
の
年
表
が
正
徳
元
年
︵
一
七
一
一
︶
か
ら
始
ま
る
の

も
﹆
ち
ょ
う
ど
平
戸
藩
主
が
御
馳
走
人
に
任
じ
ら
れ
て
い
な
い
期
間
で
あ
り
辻

褄
が
合
う
。

　

こ
の
後
に
平
戸
藩
内
で
も
御
馳
走
人
を
勤
め
た
経
験
の
あ
る
大
名
家
リ
ス
ト

︵﹁
伝
奏
御
馳
走
人
御
勤
之
御
家
﹂︶
を
作
成
し
て
い
る︶15
︵

︵
次
頁
写
真
︶。
こ
の
リ

ス
ト
に
は
﹁
享
保
年
中
迄
御
勤
﹆
其
後
御
勤
無
之
御
家
之
印
﹂
と
し
て
該
当
す

る
大
名
の
名
の
上
に
朱
で
丸
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
享
保
年
中
ま
で
の
み
勤

め
た
家
と
そ
れ
以
降
も
勤
め
て
い
る
家
を
判
別
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
﹆

享
保
期
が
馳
走
役
任
命
の
画
期
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
が
平
戸
藩
内
に
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
お
り
﹆
こ
れ
は
﹁
享
保
以
前
の
事
﹆
今
の
例
と
し
か
た
し
﹂
と
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365

「
伝
奏
御
馳
走
人
御
勤
之
御
家
」
松
浦
史
料
博
物
館
（
平
戸
市
）
所
蔵
、
二
〇
二
〇
年
一
月
筆
者
撮
影

　
上
か
ら
順
に
冒
頭
、「
御
」
＝
平
戸
藩
主
の
箇
所
、
末
尾
「
当
時
御
大
名
ニ
而
無
之
」、
合
計
一
〇
三
家
が
列
挙
さ
れ
る
。
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記
す
松
岡
の
認
識
と
も
一
致
す
る
。﹁
伝
奏
御
馳
走
人
御
勤
之
御
家
﹂
に

は
﹆
改
易
さ
れ
て
久
し
い
﹁
当
時
御
大
名
ニ
而
無
之
﹂
家
も
末
尾
に
正
確

に
記
さ
れ
て
お
り
﹆
何
ら
か
の
ま
と
め
ら
れ
た
資
料
を
参
照
し
な
け
れ
ば

作
成
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
参
照
資
料
こ
そ
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

松
浦
本
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
は
﹁
天
保
八
年
丁
酉
秋
／
二
條
左
大

臣
殿
御
馳
走
直
勤
留
一
式
／
公
家
衆
御
参
向
之
記　

三
冊
附
﹂
と
い
う
紙

片
が
貼
ら
れ
た
木
箱
︵
写
真
︶
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
天
保
八
年
︵
一
八

三
七
︶
は
煕
に
と
っ
て
三
度
目
の
馳
走
役
で
﹆
馳
走
対
象
の
左
大
臣
二
条

斉
信
は
新
将
軍
家
慶
へ
の
将
軍
宣
下
の
勅
使
に
同
伴
す
る
参
向
で
あ
っ
た
。

煕
の
実
父
で
今
回
の
将
軍
宣
下
を
﹁
指
を
屈
し
て
待
ゐ
た
る︶16
︵

﹂
前
藩
主
清

︵
静
山
︶
は
﹆
煕
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
摂
家
の
馳
走
役
に
大
変
興
味

を
持
っ
て
お
り
﹆﹃
甲
子
夜
話
﹄
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

此
度
将
軍
宣
下
に
就
て
は
﹆
二
条
近
衛
両
公
下
向
あ
り
。
然
る
に
忝

く
も
﹆︹

平
戸
藩
主
松
浦
煕
︺

息
肥
州
に
は
二
条
公
御
馳
走
の
役
を
命
ぜ
ら
る
。
然
れ
ば
着

輿
︹
八
月
︺
廿
七
日
と
聞
こ
へ
け
れ
ば
﹆
前
日
︹
廿
六
日
︺
肥
州
居ヰ

舎ゴ
ヤ

に
行ヒ
キ
ウ
ツ
ル

移
。
予
も
視ミ
オ
ク
リ送

と
し
て
浅
草
の
邸
に
往
て
云
云
せ
り
。
こ
の

と
き
肥
州
及
近
臣
の
中
に
﹆
聞
見
の
粗
を
記
取
し
て
示
せ
よ
と
託
し

た
れ
ば
﹆
帰
邸
の
後
﹆
其
云
云
を
書
示
す︶17
︵

。

　

二
条
斉
信
が
着
府
す
る
前
日
﹆
御
馳
走
人
の
煕
は
居
小
屋
︵﹁
居
舎
﹂︶

へ
入
る
こ
と
に
な
る
。
居
小
屋
と
は
馳
走
対
象
者
の
宿
泊
場
所
︵
馳
走

所
︶
に
あ
る
御
馳
走
人
の
詰
所
で
あ
る
。
こ
の
年
の
二
条
斉
信
は
愛
宕
下
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の
天
徳
寺
に
逗
留
し
た︶18
︵

。
藩
邸
か
ら
天
徳
寺
へ
赴
く
煕
た
ち
を
見
送
る
時
﹆
清

は
煕
と
家
臣
た
ち
に
馳
走
中
の
見
聞
を
記
し
て
終
了
後
に
報
告
す
る
よ
う
に
と

伝
え
て
い
る
。﹃
甲
子
夜
話
﹄
に
は
煕
か
ら
聞
い
た
二
条
斉
信
の
容
貌
﹆
殿
中

で
饗
応
能
を
催
し
た
時
の
挙
措
﹆
天
徳
寺
で
の
夜
の
過
ご
し
方
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
﹆
こ
の
時
は
内
大
臣
近
衛
忠
煕
も
参
向
し
た
が︶19
︵

﹆﹁
近
衛
公
に

は
﹆
予
が
近
辺
﹆
川
向
な
る
東
本
願
寺
に
旅
館
せ
ら
る
と
聞
こ
へ
て
﹆
八
月
廿

七
日
は
到
着
と
云
へ
ば
﹆
予
近
臣
を
浅
草
並ナ
ミ

樹キ

町
に
遣
は
し
て
﹆
旅
行
の
人
列

を
記
さ
し
む︶20
︵

﹂
と
あ
り
﹆
近
衛
の
到
着
の
際
に
は
清
自
身
が
近
臣
を
遣
わ
し
て

参
向
行
列
を
記
録
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
時
の
近
衛
忠
煕
一
行
に
つ
い
て
﹆
清
は

﹁
後
又
松
岡
某
の
方
よ
り
﹆
同
く
廿
七
日
﹆
陽
明
殿
下
江
戸
到
着
の
行
列
迚
得

た
り︶21
︵

﹂
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
﹆
松
岡
辰
方
︵
あ
る
い
は
辰
方
の
子
の
行

義
︶
か
ら
も
行
列
の
記
録
を
入
手
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
他
に
も
﹁
是
は
﹆

松
岡
が
方
よ
り
示
せ
る
書
中
の
も
の
也
﹂
と
し
て
﹆
将
軍
家
慶
の
﹁
任
大
臣
﹆

宣
下
次
第
﹂
が
﹃
甲
子
夜
話
﹄
に
写
さ
れ
て
い
る︶22
︵

。
清
が
松
岡
辰
方
に
度
々
面

会
し
て
い
る
様
子
も
記
さ
れ
て
お
り
﹆
清
が
故
実
に
関
す
る
質
問
を
し
て
﹆
松

岡
が
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
間
柄
で
あ
っ
た︶23
︵

。
松
岡
の
手
に
な
る
﹃
公
家
衆
御

参
向
之
記
﹄
も
﹆
こ
の
よ
う
な
清
の
知
識
欲
を
満
た
す
資
料
の
ひ
と
つ
だ
っ
た

と
い
う
側
面
も
あ
ろ
う
が
﹆
藩
主
が
再
び
馳
走
役
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
平

戸
藩
に
と
っ
て
重
要
な
資
料
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
馳
走
役
関
係
資
料
一
式

と
一
緒
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
で
き
よ
う
。
現
在
﹆
松
浦
史
料
博

物
館
が
所
蔵
す
る
三
冊
本
は
煕
が
初
め
て
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
た
際
の
文
化
一

四
年
本
で
は
な
く
﹆
同
二
年
に
一
旦
脱
稿
し
た
凡
例
の
付
い
た
も
の
で
あ
る
。

年
表
は
天
保
八
年
ま
で
書
き
継
が
れ
て
い
る
が
﹆
最
後
の
天
保
八
年
の
頁
は
参

向
公
家
衆
の
欄
の
み
埋
ま
り
﹆
御
馳
走
人
と
日
程
は
空
欄
で
あ
る
こ
と
か
ら
﹆

同
年
の
煕
の
摂
家
馳
走
役
拝
命
直
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。﹁
西
尾
市

岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
で
解
説
さ
れ
る
岩
瀬
本
の
増
補
前
の

原
本
で
あ
る
﹁
天
保
九
年
頃
成
立
本
﹂
と
は
こ
の
松
浦
本
で
あ
り
﹆
天
保
八
年

に
平
戸
藩
が
初
め
て
摂
家
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
る
ま
さ
に
直
前
に
書
写
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。

三
．
近
世
後
期
の
柳
之
間
席
と
御
馳
走
人

︵
1
︶
柳
之
間
を
主
導
す
る
大
名

　

近
世
後
期
の
平
戸
藩
内
で
御
馳
走
人
の
任
命
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ

た
の
は
﹆
藩
主
が
再
び
馳
走
役
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
理
由
の
ほ
か

に
﹆
外
様
小
藩
主
の
江
戸
城
に
お
け
る
殿
席
で
あ
る
柳
之
間
に
お
け
る
平
戸
藩

主
の
立
場
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
平
戸
藩
松
浦
家
が
所
有
し
て
い
た
柳

之
間
席
大
名
の
席
順
を
記
し
た
冊
子
﹁
柳
之
間
家
格︶24
︵

﹂
に
よ
る
と
﹆
近
世
後
期

の
柳
之
間
席
大
名
合
計
七
八
人
は
岡
藩
主
中
川
を
筆
頭
に
城
主
二
三
人
が
石
高

順
に
上
席
を
占
め
﹆
そ
の
下
に
無
城
大
名
五
五
人
が
小
城
藩
主
鍋
島
か
ら
石
高

順
﹆
同
高
家
督
順
に
連
な
る
。
平
戸
藩
松
浦
家
︵
六
万
一
七
〇
〇
石
︶
は
小
城

藩
鍋
島
家
︵
七
万
三
〇
〇
〇
石
余
︶﹆
岡
藩
中
川
家
︵
七
万
石
余
︶
に
次
ぐ
石

高
で
あ
り
﹆
小
城
鍋
島
は
無
城
な
の
で
﹆
松
浦
は
中
川
に
次
ぐ
家
格
で
あ
っ
た
。

　

松
浦
清
が
一
年
在
府
を
始
め
た
寛
政
期
の
柳
之
間
席
は
赤
穂
藩
主
森
忠
賛
と
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岡
山
新
田
藩
主
池
田
政
直
が
同
席
衆
を
従
わ
せ
る
存
在
で
あ
り
﹆
両
人
の
隠
居

後
は
清
が
そ
の
位
置
に
就
い
て
い
た︶25
︵

。
清
は
大
洲
藩
主
加
藤
泰
済
・
三
田
藩
主

九
鬼
隆
国
・
池
田
政
直
の
跡
を
継
い
だ
政
養
の
三
人
と
同
盟
体
制
を
作
り
上
げ

同
席
を
主
導
し
た
と
隠
居
後
に
回
顧
し
て
い
る︶26
︵

。
清
が
特
に
見
込
ん
で
い
た
九

鬼
隆
国
は
﹆
清
の
隠
居
後
に
同
席
の
﹁
首
謀
﹂
と
な
り
﹆
さ
ら
に
奏
者
番
に
就

任
し
て
柳
之
間
を
出
る
こ
と
に
な
る︶27
︵

。
そ
の
後
の
柳
之
間
は
﹆
清
の
跡
を
継
い

だ
煕
が
主
導
し
て
い
た
こ
と
が
天
保
二
年
︵
一
八
三
一
︶
の
﹁
同
席
一
統
ニ
相

拘
り
候
儀
ニ
候
得
共
﹆
事
々
敷
相
成
候
ニ
付
﹆
先
拙
者
ゟ
御
問
合
申
候︶28
︵

﹂
と
い

う
目
付
へ
の
煕
の
問
い
合
わ
せ
の
文
言
か
ら
窺
え
る
。
こ
の
時
﹆
煕
は
﹁
大
廊

下
中
寄
﹂
と
い
う
柳
之
間
衆
の
待
機
場
所
へ
の
移
動
が
丑
側
の
み
の
作
法
と
な

っ
て
い
る
現
状
を
今
後
ど
う
す
る
べ
き
か
伺
っ
て
お
り
﹆
こ
れ
は
子
・
丑
両
側

の
柳
之
間
席
大
名
全
体
の
問
題
で
あ
っ
た
。
煕
は
そ
の
後
体
調
不
良
で
登
城
で

き
な
い
日
が
続
き
﹆
同
席
の
家
格
筆
頭
で
あ
る
岡
藩
主
中
川
久
教
に
目
付
の
返

答
を
聞
く
よ
う
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
が︶29
︵

﹆
清
の
跡
を
継
い
だ
煕
も
柳
之
間

を
代
表
す
る
大
名
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
﹆
そ
の
後
嘉
永
期
に
実
施
さ
れ
た
柳
之
間
改
革
は
﹆
老
中
松
平
乗
全
か

ら
柳
之
間
の
﹁
取
締
﹂
に
任
命
さ
れ
た
新
発
田
藩
主
溝
口
直
溥
と
岡
藩
主
中
川

久
昭
︵
久
教
養
子
︶
に
よ
り
進
め
ら
れ
﹆
こ
の
改
革
直
前
ま
で
の
同
席
は
溝

口
・
中
川
に
久
居
藩
主
藤
堂
高
聴
と
秋
月
藩
主
黒
田
長
元
を
合
わ
せ
た
﹁
年
功

番
頭
﹂
の
者
が
取
り
仕
切
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る︶30
︵

。

︵
2
︶
柳
之
間
席
大
名
と
御
馳
走
人
の
座
順

　

柳
之
間
席
大
名
が
大
半
を
占
め
る
公
家
衆
馳
走
役
の
任
命
を
通
覧
す
る
と
﹆

享
保
期
と
寛
政
期
の
二
つ
の
画
期
を
指
摘
で
き
る
。
最
初
の
画
期
は
享
保
七
年

︵
一
七
二
二
︶
で
あ
り
﹆
松
岡
辰
方
も
﹁
勅
會
御
法
事
御
辞
退
﹂
と
記
す
よ
う

に
﹆
歴
代
将
軍
の
法
会
が
あ
る
た
び
に
江
戸
に
参
向
し
て
い
た
勅
使
を
同
年
の

有
章
院
︵
七
代
将
軍
家
継
︶
七
回
忌
法
会
以
降
﹆
将
軍
吉
宗
は
辞
退
し
た︶31
︵

。
こ

れ
以
降
﹆
馳
走
対
象
者
の
参
向
及
び
御
馳
走
人
の
任
命
数
は
激
減
し
た
。
松
岡

辰
方
が
文
化
一
四
年
の
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
に
記
す
﹁
享
保
以
前
の
事
﹆

今
の
例
と
志
か
た
し
﹂
と
い
う
の
も
﹆
馳
走
対
象
者
が
大
勢
参
向
し
て
御
馳
走

人
の
人
数
も
多
か
っ
た
時
代
を
先
例
に
は
で
き
な
い
と
い
う
意
味
と
解
せ
ら
れ

る
。
二
つ
目
の
画
期
は
天
明
大
火
後
に
三
年
ぶ
り
に
公
家
衆
が
参
向
し
た
寛
政

三
年
︵
一
七
九
一
︶
で
あ
る
。
こ
の
時
﹆
公
家
衆
賄
向
仕
法
が
改
正
さ
れ
﹆
御

馳
走
人
の
職
務
の
う
ち
賄
向
き
は
代
官
に
移
管
さ
れ
﹆
馳
走
対
象
者
の
警
固
と

殿
中
に
お
け
る
掛
け
引
き
﹆
馳
走
所
へ
の
来
客
時
の
取
り
計
ら
い
に
御
馳
走
人

の
役
割
は
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た︶32
︵

。

　

上
記
二
つ
の
大
き
な
画
期
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
﹆
御
馳
走
人
の
任
命
に
変
更

が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
最
初
の
画
期
の
前
の
宝
永
六
年
︵
一

七
〇
九
︶
一
〇
月
﹆
幕
府
は
綱
吉
一
周
忌
の
た
め
に
参
向
す
る
公
家
衆
の
馳
走

役
任
命
に
際
し
て
本
役
の
大
名
と
一
緒
に
﹁
代
り
﹂
も
任
じ
て
﹆
本
役
の
御
馳

走
人
が
勤
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
代
役
と
な
る
御
馳
走
人
を
予
め
指
名
し

て
お
く
体
制
を
と
っ
た
。
同
年
春
の
綱
吉
葬
儀
の
際
に
中
宮
使
馳
走
役
の
前
田

利
昌
︵
大
聖
寺
新
田
藩
主
︶
が
大
准
后
使
馳
走
役
の
織
田
秀
親
︵
柳
本
藩
主
︶

を
刺
殺
す
る
事
件
が
発
生
し
て
お
り︶33
︵

﹆
さ
ら
に
同
年
夏
に
は
新
将
軍
家
宣
へ
宣

旨
を
伝
達
す
る
勅
使
と
一
緒
に
参
向
し
た
仙
洞
使
と
東
宮
使
の
馳
走
役
に
任
じ
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ら
れ
て
い
た
秋
月
種
政
︵
高
鍋
藩
主
︶
が
忌
中
と
な
り
役
を
免
ぜ
ら
れ
た︶34
︵

。
何

れ
も
既
に
公
家
衆
が
参
着
し
て
い
る
最
中
の
事
態
で
あ
っ
た
が
﹆
急
遽
別
の
大

名
が
馳
走
役
を
引
き
継
い
で
い
る
。
度
重
な
る
御
馳
走
人
の
途
中
交
代
と
い
う

事
態
へ
の
対
処
と
し
て
﹆
馳
走
役
任
命
時
に
﹁
代
り
﹂
も
同
時
に
任
命
し
て
お

く
体
制
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
﹁
代
り
﹂
の
任
命
は
こ
れ
以
降
幕
末

ま
で
続
け
ら
れ
﹆
当
初
の
本
役
か
ら
引
き
継
い
で
﹁
代
り
﹂
の
御
馳
走
人
が
勤

め
る
事
例
は
何
度
も
あ
っ
た
。

　

平
戸
藩
主
松
浦
煕
が
文
政
六
年
︵
一
八
二
三
︶
に
二
度
目
の
馳
走
役
に
任
じ

ら
れ
た
の
は
﹆
こ
の
﹁
代
り
﹂
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
煕
は
本
役
を
引
き
継
ぐ

こ
と
は
な
か
っ
た
が
﹆
翌
春
﹆
勅
使
馳
走
役
を
勤
め
終
え
た
鍋
島
直
堯
︵
小
城

藩
主
︶
は
任
命
時
の
様
子
を
申
送
帳︶35
︵

に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

文
政
六
癸
未
年
十
二
月
廿
二
日
依
御
用　

召
﹆
松︹
煕
﹆
平
戸
藩
主
︺

浦
肥
前
守
・

嶋︹
忠
徹
﹆佐
土
原
藩
主
︺

津
筑
後
守
・︹
鍋
島
直
堯
﹆小
城
藩
主
︺

拙
者
致
登　

城
﹆
御
目
付
寄
セ
之
砌
﹆
書
附
被
為
見
候
ニ

者
﹆
鍋
島
紀
伊
守
・
島
津
筑
後
守
・
松
浦
肥
前
守
与
右
之
通
之
順
ニ
候
故
﹆

兼
而
之
席
順
与
致
相
違
候
ニ
付
﹆
出
順
之
義
一
同
申
合
之
上
﹆
松
浦
肥
前

守
ゟ
御
目
付
金
森
甚︹

可
充
︺
四
郎
江
問
合
候
処
﹆
右
書
付
順
之
通
罷
出
候
様
挨
拶

有
之
﹆
依
而
其
節
者
右
之
順
ニ
罷
出
﹆
前
断
之
通
御
達
承
之
候
﹆

　

柳
之
間
席
大
名
と
し
て
の
席
順
で
は
三
人
の
中
で
煕
が
筆
頭
で
無
城
の
鍋
島

直
堯
が
三
番
手
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
﹆
勅
使
馳
走
役
の
鍋
島
﹆
院
使
馳
走
役
の

島
津
忠
徹
︵
佐
土
原
藩
主
︶﹆
そ
し
て
最
後
に
﹁
代
り
﹂
の
松
浦
煕
と
い
う
席

順
で
任
命
さ
れ
た
。
そ
こ
で
公
家
衆
着
府
直
前
の
翌
年
二
月
二
五
日
に
御
馳
走

人
三
人
連
名
で
次
の
伺
い
を
提
出
し
て
い
る
。

御
馳
走
席
順

一
﹆
被　

仰
付
当
日
之
順

一
﹆
殿
中
着
座
之
順

一
﹆
御
馳
走
所
之
順

一
﹆
御
届
当
日
之
順

右
四
ヶ
条
之
儀
﹆
先
例
区
々
相
成
居
候
間
﹆
以
来
席
順
相
極
候
様
致
度
﹆

此
段
御
問
合
申
候
﹆
以
上
﹆

　
　
　
　
　

二
月
廿
五
日 

鍋
嶋
紀
伊
守

島
津
筑
後
守

松
浦
肥
前
守

　

御
馳
走
人
の
席
順
に
つ
い
て
は
﹆
任
命
時
の
順
序
・
殿
中
で
の
着
座
順
・
馳

走
所
で
の
着
座
順
・
公
家
衆
発
輿
︵
馳
走
終
了
︶
を
届
け
出
る
際
の
席
順
が

﹁
先
例
区
々
﹂
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

馳
走
役
は
複
数
の
大
名
が
同
時
に
任
じ
ら
れ
﹆
馳
走
対
象
と
な
る
公
家
衆
の

在
府
中
に
御
馳
走
人
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
も
あ
る
。﹁
御
馳

走
人
小
用
等
ニ
立
居
候
而
受
持
之
者
居
合
不
申
節
﹆
公
家
衆
御
立
被
成
候
得
者
﹆

誰
ニ
而
茂
助
合
﹆
一
人
宛
御
附
添
申
上
候︶36
︵

﹂
と
い
う
の
は
煕
が
三
回
目
の
馳
走

役
を
勤
め
た
天
保
八
年
︵
一
八
三
七
︶
の
殿
中
で
の
饗
応
能
の
記
録
の
一
節
で

あ
る
が
﹆
相
役
の
御
馳
走
人
が
席
を
外
し
て
い
る
時
に
は
自
分
の
受
持
に
関
わ

ら
ず
﹆
御
馳
走
人
が
助
け
合
っ
て
受
持
で
は
な
い
公
家
衆
に
も
付
き
添
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
任
命
日
以
降
﹆
馳
走
期
間
中
を
通
し
て
相
役
の
御
馳
走
人
が

同
席
す
る
機
会
は
何
度
も
あ
り
﹆
そ
の
時
々
の
御
馳
走
人
の
席
順
に
つ
い
て
﹆
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勅
使
馳
走
役
を
先
と
す
る
﹁
馳
走
順
﹂
と
大
名
と
し
て
の
﹁
持
席
順
﹂
の
ど
ち

ら
と
す
る
か
は
繰
り
返
し
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

年
頭
勅
使
と
し
て
毎
年
参
向
す
る
武
家
伝
奏
の
馳
走
役
は
原
則
と
し
て
二
万

五
〇
〇
〇
石
以
上
の
大
名
が
任
じ
ら
れ
﹆
摂
家
に
対
し
て
も
武
家
伝
奏
の
馳
走

役
と
同
程
度
以
上
の
大
名
が
任
じ
ら
れ
る
。
一
方
﹆
院
使
や
門
跡
の
馳
走
役
は
﹆

武
家
伝
奏
・
摂
家
の
馳
走
役
よ
り
も
石
高
が
小
さ
く
﹆
一
万
石
程
度
の
大
名
ま

で
任
じ
ら
れ
る︶37
︵

。
こ
れ
は
幕
府
が
朝
廷
統
制
の
要
と
し
て
重
視
す
る
対
象
を
御

馳
走
人
の
石
高
か
ら
も
明
確
に
示
す
こ
と
に
な
る
が
﹆
大
名
と
し
て
の
席
順
は

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
必
ず
し
も
石
高
と
は
一
致
し
な
い
。
文
政
六
年
末
に
翌

春
参
向
の
公
家
衆
の
御
馳
走
人
に
任
じ
ら
れ
た
三
人
の
場
合
は
﹆
家
格
順
で
は

鍋
島
直
堯
が
三
番
手
に
な
る
が
﹆
御
馳
走
人
と
し
て
は
勅
使
馳
走
役
の
鍋
島
﹆

院
使
馳
走
役
の
島
津
忠
徹
﹆
そ
し
て
最
後
に
﹁
代
り
﹂
の
松
浦
煕
の
順
に
着
席

す
る
よ
う
幕
府
目
付
は
指
示
し
た
。
御
馳
走
人
の
席
順
を
め
ぐ
る
問
題
は
近
世

後
期
の
柳
之
間
席
大
名
が
共
有
し
て
い
た
。
こ
れ
は
松
浦
家
の
み
な
ら
ず
他
家

の
馳
走
役
関
係
史
料
か
ら
も
窺
え
る
が
﹆
紙
幅
が
尽
き
る
た
め
詳
細
は
別
稿
に

譲
る
。
指
南
役
の
高
家
や
目
付
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
﹆
相
役
の
大
名
と
の
関

係
が
御
馳
走
人
を
悩
ま
せ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

近
世
後
期
に
再
び
公
家
衆
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
平
戸
藩
松

浦
家
は
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
を
所
持
し
て
い
た
。
平
戸
藩
は
松
岡
辰
方
に

よ
っ
て
享
和
期
か
ら
作
成
が
始
ま
る
同
書
の
成
立
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
ま

で
窺
え
る
。
常
に
複
数
の
大
名
が
任
じ
ら
れ
る
御
馳
走
人
に
つ
い
て
論
じ
る
に

は
﹆
相
役
と
の
関
係
を
捨
象
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
平
戸
藩
松
浦
家
が
﹃
公

家
衆
御
参
向
之
記
﹄
を
必
要
と
し
た
の
も
﹆
参
向
公
家
衆
に
対
す
る
御
馳
走
人

の
任
命
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
知
り
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
松
岡
辰
方
の

手
に
よ
る
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
は
﹆
長
い
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
再
び
公
家
衆

馳
走
役
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
平
戸
藩
松
浦
家
の
必
要
に
応
え
る
役
割
を
果

た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
の
情
報
の
正
確
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
お

き
た
い
。
確
認
し
た
各
本
に
そ
れ
ぞ
れ
写
し
間
違
い
が
多
少
見
ら
れ
る
ほ
か
﹆

御
馳
走
人
の
途
中
交
代
に
つ
い
て
は
各
本
に
共
通
す
る
﹆
つ
ま
り
松
岡
辰
方
の

理
解
不
足
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
。﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
で
は
﹁
御
馳
走

人
被
仰
付
﹂
の
欄
が
あ
り
﹆
そ
の
下
に
御
馳
走
人
名
を
記
す
が
﹆
途
中
交
代
し

て
い
る
場
合
は
当
初
任
命
さ
れ
て
い
た
大
名
で
は
な
く
交
代
後
の
大
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。
赤
穂
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
元
禄
一
四
年
︵
一
七
〇
一
︶
の
浅
野

長
矩
や
先
に
見
た
宝
永
六
年
︵
一
七
〇
九
︶
の
大
名
間
刃
傷
事
件
の
よ
う
に
交

代
前
後
の
大
名
が
両
方
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
﹆
任
命
日
に
名
代
と
し
て
登

城
し
た
だ
け
の
者
が
交
代
し
て
勤
め
た
よ
う
に
記
さ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
本
稿

で
紹
介
し
た
﹁
代
り
﹂︵
正
確
に
言
え
ば
﹆
本
役
の
任
命
と
同
時
に
﹆
万
一
の

際
に
本
役
の
﹁
代
り
﹂
と
な
る
よ
う
に
控
え
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
﹆
そ
の
ま
ま

本
役
が
恙
無
く
勤
め
終
え
た
た
め
に
控
え
の
ま
ま
で
終
え
た
御
馳
走
人
︶
の
存

在
は
同
書
に
は
記
載
さ
れ
ず
﹆
本
役
を
引
き
継
い
で
途
中
か
ら
実
際
に
勤
め
た
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御
馳
走
人
の
多
く
は
当
初
か
ら
本
役
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。﹁
代
り
﹂
の
御
馳
走
人
は
﹃
徳
川
実
紀
﹄
に
も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
﹆

江
戸
幕
府
右
筆
所
日
記
等
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
附
載
の
一
覧
で
は
﹆

大
名
課
役
と
し
て
の
馳
走
役
が
不
可
欠
の
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
い
う
観
点
か
ら
﹁
代
り
﹂
に
つ
い
て
も
記
載
し
た
。
他
の
課
役
と
の
関
係
を

考
察
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
に
も
な
ろ
う
。

　
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
を
実
際
に
御
馳
走
人
を
勤
め
る
平
戸
藩
松
浦
家
が

所
持
し
て
﹁
直
勤
帳
﹂
な
ど
の
馳
走
役
関
係
記
録
と
一
緒
に
保
管
し
て
い
た
こ

と
は
﹆
御
馳
走
人
大
名
家
に
よ
る
利
用
と
い
う
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
松

浦
家
と
同
様
に
御
馳
走
人
を
勤
め
る
大
名
家
が
ほ
か
に
も
写
本
を
利
用
し
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
一
二
年
に
書
写
さ
れ
た
内
閣
本
か
ら
は
所
在

は
不
明
な
が
ら
文
化
六
年
分
ま
で
を
記
し
た
写
本
の
存
在
も
窺
え
る
よ
う
に
﹆

現
在
で
も
松
浦
史
料
博
物
館
・
慶
應
義
塾
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
・
西
尾
市

岩
瀬
文
庫
の
ほ
か
に
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
を
所
蔵
す
る
機
関
は
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。﹁
近
世
固
有
の
問
題︶38
︵

﹂
で
あ
る
公
家
衆
の
江
戸
参
向
と
幕
府
に
よ

る
御
馳
走
人
の
任
命
を
一
覧
す
る
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
の
記
載
下
限
の
異

な
る
各
本
の
存
在
は
﹆
こ
の
事
象
へ
の
関
心
が
原
本
作
成
者
の
松
岡
辰
方
に
止

ま
ら
ず
﹆
時
間
と
空
間
を
超
越
し
た
広
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。註︵

1
︶　

大
名
課
役
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
松
尾
美
惠
子
は
当
該
分
野
研
究
の
基
礎
デ

ー
タ
と
し
て
﹁
手
伝
普
請
一
覧
表
﹂︵﹃
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
﹄
第
一

五
輯
﹆
一
九
六
九
年
︶
を
発
表
し
﹆
さ
ら
に
文
化
五
年
︵
一
八
〇
八
︶
ま
で
の

大
坂
加
番
一
覧
を
﹁
大
坂
加
番
制
に
つ
い
て
﹂︵﹃
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀

要
﹄
昭
和
四
九
年
度
﹆
一
九
七
五
年
︶
に
掲
載
し
て
い
る
。

︵
2
︶　

公
家
衆
馳
走
役
は
大
名
課
役
の
中
で
も
大
名
当
人
の
負
担
が
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
大
き
か
っ
た
こ
と
は
大
名
自
身
が
書
き
残
し
た
史
料
か
ら
窺
え
る
。

安
政
五
年
︵
一
八
五
八
︶
に
権
大
納
言
近
衛
忠
房
の
馳
走
役
を
勤
め
た
新
発
田

藩
主
溝
口
直
溥
は
﹁
く
た
ひ
れ
︵
草
臥
︶﹂﹁
い
と
身
に
こ
た
へ
け
る
﹂
馳
走
中

の
行
動
を
歌
日
記
に
記
し
て
い
る
︵
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
﹁
麻
布
善
福
寺
日

記
﹂
資
料
番
号
：
申
│
6
︶。

︵
3
︶　

木
戸
博
成
﹁
琉
球
使
節
に
関
わ
る
大
名
課
役
│
淀
川
で
の
川
御
座
船
の
馳
走

│
﹂︵﹃
日
本
史
研
究
﹄
第
六
九
三
号
﹆
二
〇
二
〇
年
︶。
朝
鮮
・
琉
球
両
使
節

の
淀
川
通
航
時
に
川
御
座
船
を
提
供
す
る
船
役
を
比
較
検
討
し
て
﹆
朝
鮮
使
節

途
絶
前
の
琉
球
賀
慶
使
の
船
役
は
前
後
し
て
派
遣
さ
れ
て
く
る
朝
鮮
使
節
の
船

役
賦
課
の
影
響
を
受
け
﹆
同
時
期
に
朝
鮮
使
節
が
来
日
し
な
い
恩
謝
使
の
船
役

と
は
負
担
大
名
に
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
﹆
本
稿
で
着

目
す
る
平
戸
藩
松
浦
家
が
津
和
野
藩
亀
井
家
と
と
も
に
琉
球
船
役
を
ほ
ぼ
連
続

し
て
担
い
続
け
﹆
幕
府
の
意
図
に
反
し
な
が
ら
も
実
質
的
に
琉
球
船
役
が
両
家

の
﹁
家
役
﹂
同
然
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

︵
4
︶　

一
例
を
挙
げ
る
と
享
保
三
年
︵
一
七
一
八
︶
二
月
﹆
龍
野
藩
主
脇
坂
安
清

︵
帝
鑑
間
席
︶
は
伏
見
宮
貞
建
親
王
の
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
﹆

そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
外
桜
田
門
番
を
免
ぜ
ら
れ
た
︵﹁
脇
坂
淡
路
守　

伏
見

兵
部
�
宮
御
馳
走
就
被　

仰
付
候
﹆
外
桜
田
御
門
番
御
免
被
成
候
﹂
た
つ
の
市

立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
所
蔵
Ⅵ
︵
ろ
︶
13
︶。

︵
5
︶　

針
谷
武
志
﹁
軍
都
と
し
て
の
江
戸
と
そ
の
終
焉
│
参
勤
交
代
制
と
江
戸
勤
番

│
﹂︵﹃
関
東
近
世
史
研
究
﹄
第
四
二
号
﹆
一
九
九
八
年
︶
が
指
摘
す
る
よ
う
に
﹆

江
戸
城
門
番
の
任
命
状
況
を
網
羅
的
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
﹆
同
研
究
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で
は
宝
永
期
の
状
況
を
復
元
し
て
い
る
。
方
角
火
消
・
火
番
に
つ
い
て
は
元
禄

期
以
降
の
豊
富
な
勤
番
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
。
岩
淵
令
治
﹁
江
戸
城
警
衛

と
都
市
﹂︵﹃
日
本
史
研
究
﹄
第
五
八
三
号
﹆
二
〇
一
一
年
︶﹆
同
﹁
境
界
と
し

て
の
江
戸
城
大
手
三
門
│
門
番
の
職
務
と
実
態
│
﹂︵﹃
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

研
究
紀
要
﹄
第
二
二
号
﹆
二
〇
一
二
年
︶
同
﹁
江
戸
城
門
番
役
の
機
能
と
情
報

管
理
﹂︵﹃
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
﹄
第
一
八
三
集
﹆
二
〇
一
四
年
︶

で
は
門
番
の
機
能
が
追
究
さ
れ
﹆
勤
務
実
態
﹆
特
に
幕
府
が
関
与
し
な
か
っ
た

各
担
当
藩
の
引
き
継
ぎ
の
実
態
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

︵
6
︶　

本
稿
末
尾
掲
載
﹁
江
戸
に
お
け
る
公
家
衆
馳
走
役
と
馳
走
対
象
者
一
覧
︵
四

代
家
綱
期
以
降
︶﹂
は
拙
稿
﹁
近
世
中
期
に
お
け
る
公
儀
馳
走
役
│
幕
府
諸
政

策
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
│
﹂︵﹃
学
習
院
史
学
﹄
第
五
六
号
﹆
二
〇
一
八
年
︶

の
た
め
に
作
成
し
た
未
発
表
一
覧
に
後
述
の
﹁
代
り
﹂
を
加
え
た
。

︵
7
︶　
﹃
古
文
書
類
目
録
元
平
戸
松
浦
家
所
蔵
﹄︵
松
浦
史
料
博
物
館
﹆
一
九
七
一

年
︶
五
一
頁
。

︵
8
︶　

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
の
馳
走
役
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
久
保
貴
子
に
よ
る

論
考
が
あ
る
。﹁
調
査
覚
平
戸
藩
松
浦
家
の
勅
使
等
御
馳
走
役
に
寄
せ
て
﹂

︵
紙
屋
敦
之
編
﹃
長
崎
・
平
戸
調
査
報
告
集
﹄
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
助
成
費

研
究
成
果
報
告
書
二
〇
〇
九
年
度
﹆
二
〇
一
〇
年
︶
に
て
久
保
は
前
掲
註
7

﹃
古
文
書
類
目
録
元
平
戸
松
浦
家
所
蔵
﹄
か
ら
馳
走
役
関
係
史
料
を
抜
き
出
し

て
お
り
﹆
そ
の
中
に
は
﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄︵﹁
之
﹂
が
同
目
録
と
久
保
論

考
で
は
脱
落
︶
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
地
で
の
調
査
対
象
に
は
し
な
か

っ
た
よ
う
で
﹆﹁
年
月
の
記
さ
れ
て
い
な
い
﹂
史
料
と
し
て
考
察
を
保
留
し
て

い
る
。
確
か
に
目
録
で
は
同
史
料
の
年
月
は
不
記
載
の
た
め
実
見
し
な
け
れ
ば

文
化
二
年
の
年
記
は
確
認
で
き
な
い
。
久
保
も
岩
瀬
本
を
研
究
に
使
用
し
て
い

る
の
で
﹆
松
浦
本
を
実
見
し
て
い
れ
ば
岩
瀬
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

︵
9
︶　

同
館
寄
託
羽
中
八
幡
神
社
羽
中
山
文
庫
︵
未
整
理
の
和
書
類
二
五
三
九
点
︶

は
﹆﹁
破
損
の
た
め
非
公
開
﹂
と
さ
れ
て
い
る
。

︵
10
︶　
﹁
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
に
よ
る
。

︵
11
︶　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
学
芸
員
の
教
示
に
よ
る
。﹃
岩
瀬
文
庫
図
書
目
録
﹄
の
旧

書
名
と
﹁
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
の
書
名
は
ど
ち
ら

を
使
用
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
。
な
お
﹆﹃
補
訂
版 

国
書
総
目
録
﹄
第
二
巻

︵
岩
波
書
店
﹆
一
九
八
九
年
︶
六
三
六
頁
に
も
﹁
公
家
衆
御
参
向
年
表
﹂
と
掲

載
さ
れ
る
。

︵
12
︶　

松
浦
静
山
著
﹆
中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
校
訂
﹃
甲
子
夜
話
続
編
8
﹄︵
東
洋

文
庫
4 

0 

0
﹆
平
凡
社
﹆
一
九
八
一
年
︶
一
五
五
頁
。﹁
天
雄
両
公
﹂
は
四
代

藩
主
重
信
︵
天
祥
院
︶・
五
代
藩
主
棟
︵
雄
香
院
︶。
以
下
﹆﹃
甲
子
夜
話
﹄
は

全
て
東
洋
文
庫
版
か
ら
引
用
。

︵
13
︶　

前
掲
註
8
久
保
論
考
で
は
﹆
岩
瀬
本
を
典
拠
に
し
て
宝
永
七
年
の
松
浦
棟
の

馳
走
対
象
者
を
梶
井
門
跡
と
す
る
が
﹆
江
戸
幕
府
右
筆
所
日
記
等
に
よ
る
と
同

時
期
に
参
向
し
た
妙
法
院
門
跡
で
あ
り
﹆
松
岡
辰
方
が
両
門
跡
を
取
り
違
え
た

と
考
え
ら
れ
る
。﹃
公
家
衆
御
参
向
之
記
﹄
に
は
同
様
の
他
史
料
と
の
異
同
が

散
見
さ
れ
る
。

︵
14
︶　

公
家
衆
馳
走
役
は
柳
之
間
席
の
中
で
比
較
的
石
高
の
大
き
い
大
名
が
任
じ
ら

れ
る
傾
向
が
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
高
ま
り
﹆
平
戸
藩
主
も
通
常
の
一
年
在
府

と
な
れ
ば
適
任
で
あ
る
。
平
戸
藩
主
と
参
勤
年
が
同
じ
丑
側
大
名
の
う
ち
任
命

回
数
の
上
位
三
家
の
状
況
を
見
る
と
﹆
岡
藩
中
川
家
と
佐
土
原
藩
島
津
家
は
同

年
三
河
矢
作
橋
造
替
の
手
伝
普
請
を
課
せ
ら
れ
︵
前
掲
註
1
﹁
手
伝
普
請
一
覧

表
﹂︶﹆
飫
肥
藩
伊
東
家
は
馳
走
役
に
任
じ
ら
れ
な
い
幼
年
当
主
で
あ
っ
た
。

︵
15
︶　

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
Ｉ
│
4
︵
イ
︶
7
│
31
。﹁
伝
奏
御
馳
走
人
御
勤
之

御
家
﹂
と
冒
頭
に
記
さ
れ
る
が
﹆
門
跡
な
ど
武
家
伝
奏
以
外
の
参
向
者
の
御
馳

走
人
も
含
ま
れ
る
。﹁
天
保
九
戌
五
月
十
九
日
﹂
の
日
付
が
あ
る
紙
袋
︵
表
題

﹁
殿
様
御
在
国
中
御
預
御
勤
向
御
書
留
﹂︶
に
入
れ
て
保
管
さ
れ
て
お
り
﹆
天
保

八
年
に
松
浦
煕
が
馳
走
役
を
勤
め
た
前
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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殿
席
別
に
列
挙
さ
れ
る
大
名
の
う
ち
﹁
津
軽
越
中
守
様
﹂︵
弘
前
藩
主
︶
と

﹁
毛
利
甲
斐
守
様
﹂︵
長
府
藩
主
︶
を
大
広
間
席
と
し
て
い
る
の
も
こ
の
時
期
に

合
致
す
る
。
こ
の
両
藩
主
は
柳
之
間
席
時
代
に
御
馳
走
人
を
勤
め
て
い
た
。
な

お
﹆
平
戸
藩
主
を
﹁
松
浦
肥
前
守
様
﹂
と
記
載
す
る
は
ず
の
箇
所
が
﹁
御
﹂
の

字
で
あ
り
︵
写
真
参
照
︶﹆
平
戸
藩
内
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
判
る
。

︵
16
︶　

松
浦
静
山
著
﹆
中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
校
訂
﹃
甲
子
夜
話
三
篇
4
﹄︵
東
洋

文
庫
4 

2 

1
﹆
平
凡
社
﹆
一
九
八
三
年
︶
六
五
頁
。

︵
17
︶　

同
右
﹆
一
〇
一
頁
。

︵
18
︶　

同
右
﹆
一
〇
一
頁
﹁
二
条
公
の
旅
館
は
﹆
愛
宕
下
天
徳
寺
な
り
。
肥
州
も
此

処
に
勤
番
す
﹂。

︵
19
︶　

松
岡
辰
方
も
述
べ
る
よ
う
に
内
大
臣
に
は
馳
走
役
が
付
か
な
い
が
﹆
近
衛
忠

煕
は
摂
家
な
の
で
馳
走
役
を
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
﹆
幕
府
は
摂
家
の
参
向
時

に
は
官
職
を
考
慮
せ
ず
に
必
ず
馳
走
役
を
付
け
て
い
た
。
な
お
﹆
こ
の
時
の
近

衛
の
馳
走
役
は
飫
肥
藩
主
伊
東
祐
相
で
﹆﹃
甲
子
夜
話
﹄
に
は
伊
東
家
か
ら
借

り
受
け
た
勤
方
帳
を
手
掛
か
り
に
﹆
近
衛
の
在
府
中
の
様
子
も
記
さ
れ
て
い
る

︵
前
掲
註
16
﹃
甲
子
夜
話
三
篇
4
﹄
一
〇
七
│
一
一
三
頁
︶。

︵
20
︶　

前
掲
註
16
﹃
甲
子
夜
話
三
篇
4
﹄
六
五
頁
。

︵
21
︶　

前
掲
註
16
﹃
甲
子
夜
話
三
篇
4
﹄
六
七
頁
。

︵
22
︶　

前
掲
註
16
﹃
甲
子
夜
話
三
篇
4
﹄
一
一
三
頁
。

︵
23
︶　

松
浦
静
山
著
﹆
中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
校
訂
﹃
甲
子
夜
話
三
篇
2
﹄︵
東
洋

文
庫
4 

1 

5
﹆
平
凡
社
﹆
一
九
八
二
年
︶
九
八
│
九
九
頁
﹆
同
一
一
四
頁
等
。

︵
24
︶　

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
Ｉ
│
4
︵
イ
︶
7
│
51
﹁
柳
之
間
家
格
﹂。
同
史
料

で
は
大
名
を
﹁
岡
矦
﹂﹁
平
戸
矦
﹂
の
よ
う
に
﹁
居
城
・
居
所
＋
矦
﹂
で
表
記

し
﹆
新
田
藩
主
は
﹁
小
矦
﹂﹆
両
家
あ
る
鳥
取
と
岡
山
の
新
田
藩
主
は
石
高
の

大
き
い
ほ
う
を
﹁
中
矦
﹂
と
表
記
し
て
い
る
。
作
成
者
不
明
で
年
代
表
記
も
無

い
が
﹆﹁
下
手
渡
﹂﹁
高
畑
﹂
な
ど
の
居
所
表
記
や
同
高
の
家
督
順
に
よ
り
文
政

九
年
︵
一
八
二
六
︶
四
月
か
ら
翌
一
〇
年
一
〇
月
頃
ま
で
の
成
立
と
判
明
す
る
。

そ
の
後
の
加
減
封
や
城
主
格
へ
の
家
格
変
更
に
つ
い
て
天
保
一
〇
年
︵
一
八
三

九
︶
ま
で
加
筆
が
見
ら
れ
る
。

︵
25
︶　

荒
木
裕
行
﹁
阿
部
正
弘
政
権
の
大
名
政
策
│
嘉
永
六
年
柳
間
改
革
│
﹂︵
藤

田
覚
編
﹃
幕
藩
制
国
家
の
政
治
構
造
﹄
吉
川
弘
文
館
﹆
二
〇
一
六
年
︶。

︵
26
︶　

松
浦
静
山
著
﹆
中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
校
訂
﹃
甲
子
夜
話
続
篇
8
﹄︵
東
洋

文
庫
4 

0 

0
﹆
平
凡
社
﹆
一
九
八
一
年
︶
一
五
五
頁
。

︵
27
︶　

松
浦
静
山
著
﹆
中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
校
訂
﹃
甲
子
夜
話
三
篇
6
﹄︵
東
洋

文
庫
4 

2 

7
﹆
平
凡
社
﹆
一
九
八
三
年
︶
七
〇
頁
﹁
九
鬼
長
州
は
﹆
始
め
仙
次

郎
と
呼
て
﹆
前
髪
に
て
出
勤
し
﹆
森
氏
に
就
て
進
退
せ
し
が
﹆
森
柳
班
を
去
て

よ
り
﹆
予
に
就
て
勤
事
す
。
其
頃
は
叙
爵
し
て
和
泉
守
と
称
せ
り
。
其
質
沈
志

有
て
﹆
柔
順
人
と
和
す
。
亦
多
芸
な
り
。
然
し
て
予
と
友
交
し
﹆
赤
心
報
国
を

以
て
務
と
す
。
予
不
肖
﹆
聊
か
慍
る
所
有
て
﹆
疾
を
称
し
て
骸
骨
を
乞
ふ
。
因

て
九
鬼
首
謀
の
身
と
な
り
﹆
尋
で
柳
班
を
出
で
ゝ
﹆
奏
官
に
升
る
﹂。

︵
28
︶　

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
Ⅰ
│
4
︵
イ
︶
7
│
35
﹁
天
保
二
年
辛
卯
六
月
十
六

日
登
城
之
節
﹆
松
浦
肥
前
守
ゟ
御
目
付
牧
野
中
務
江
中
寄
之
儀
左
之
通
問
合
﹂。

︵
29
︶　

同
右
﹁
卯
七
月
廿
八
日
登
城
之
節
中
川
修
理
大
夫
ゟ
牧
野
中
務
江
面
会
左
之

通
掛
合
﹂。

︵
30
︶　

前
掲
註
25
荒
木
裕
行
﹁
阿
部
正
弘
政
権
の
大
名
政
策
│
嘉
永
六
年
柳
間
改
革

│
﹂。

︵
31
︶　
﹃
徳
川
実
紀
﹄
享
保
七
年
三
月
一
二
日
条
。
吉
宗
政
権
に
よ
る
上
米
中
に
発

令
さ
れ
た
も
の
だ
が
﹆
上
米
撤
回
後
も
歴
代
将
軍
法
会
へ
の
勅
使
参
向
は
復
旧

し
な
か
っ
た
︵
前
掲
註
6
拙
稿
︶。

︵
32
︶　
﹃
御
触
書
天
保
集
成
﹄
下
︵
岩
波
書
店
﹆
一
九
四
一
年
︶
三
二
七
頁
。
平
井

誠
二
﹁
江
戸
時
代
に
お
け
る
年
頭
勅
使
の
関
東
下
向
﹂︵﹃
大
倉
山
論
集
﹄
第
二

三
輯
﹆
一
九
八
八
年
︶﹆
佐
藤
雄
介
﹁
勅
使
馳
走
と
幕
府
・
朝
廷
・
藩
﹂︵﹃
東

北
亜
文
化
研
究
﹄
第
一
五
輯
﹆
二
〇
〇
八
年
︶﹆
前
掲
註
6
拙
稿
等
が
寛
政
期

の
同
改
正
を
大
き
な
画
期
と
し
て
位
置
付
け
る
。
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『公家衆御参向之記』と近世後期平戸藩松浦家の馳走役
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︵
33
︶　

高
埜
利
彦
は
﹆﹁
極
度
の
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
状
況
下
で
﹆
異
常
な
行
動
に

及
ん
だ
﹂
事
件
と
評
価
す
る
︵﹃
日
本
の
歴
史
⑬
元
禄
・
享
保
の
時
代
﹄
集
英

社
﹆
一
九
九
二
年
﹆
二
四
三
頁
︶。

︵
34
︶　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
﹃
宝
永
日
記
﹄
二
︵
請
求
番
号
：
特
0 

4 

5
│

0 
0 
0 
4
︶
宝
永
六
年
四
月
朔
日
条
。

︵
35
︶　

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
Ⅰ
│
4
︵
ハ
︶
6
│
8
﹁
勅
使
御
馳
走
人
申
送
帳
﹂。

︵
36
︶　

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
Ｉ
│
4
︵
ハ
︶
7
│
1
﹁
直
勤
帳
︿
天
保
八
年
丁
酉

秋
二
条
左
大
臣
殿
御
馳
走
相
勤
候
節
﹀
完
﹂。

︵
37
︶　

前
掲
註
6
拙
稿
。

︵
38
︶　

田
中
暁
龍
﹁
公
家
の
江
戸
参
向
│
江
戸
の
武
家
文
化
と
の
一
つ
の
接
点
│
﹂

︵
竹
内
誠
編
﹃
近
世
都
市
江
戸
の
構
造
﹄
三
省
堂
﹆
一
九
九
七
年
︶。

史
料
調
査
に
あ
た
り
﹆
松
浦
史
料
博
物
館
﹆
慶
應
義
塾
図
書
館
﹆
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
﹆

た
つ
の
市
立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

EN
G

LISH
 SU

M
M

A
R

Y
A

nalysis of the chronology “K
ugeshu-gosankonoki”  and the relationship 

between the M
atsura house of H

irado dom
ain and the chronology

A
ppendix ; T

he chronological table of the reception officers assigned by 
the Tokugawa Shogunate
M

O
C

H
ID

A
 Tom

ofum
i

　

W
e can see m

uch regarding im
perial court nobles’  visits to E

do and the 
associated reception officers assigned by the Shogunate in the chronology 
“K

ugeshu-gosankonoki

︵﹃公
家
衆
御
参
向
之
記

﹄︶”  com
piled by M

atsuoka 
Tokikata

︵松
岡
辰
方

1764

┋1840

︶, an expert on ancient rites and practices. 

T
he chronology w

as handed dow
n even after his death, and the process of 

com
pilation is unknown.

　

T
his article analyzes several m

anuscript copies of the chronology and 
clarifies that the M

atsura house of H
irado dom

ain desired inform
ation about 

the im
perial court nobles’  visits to E

do and about the reception officers 
assigned by the Shogunate, and that the M

atsura house w
as involved in the 

com
pilation of the chronology. A

fter a long interval, lord of H
irado dom

ain 
M

atsura H
irom

u w
as assigned to serve as one of the reception officers in 

1817. H
is father K

iyoshi, the form
er lord, know

n as the author of “K
asshi 

yaw
a

︵﹃甲
子
夜
話

﹄︶, ”  had interacted w
ith M

atsuoka Tokikata. T
he 

chronology “K
ugeshu-gosankonoki”  not only satisfied K

iyoshi’ s desire for 
know

ledge, but w
as a necessary resource for H

irado dom
ain, as daim

yo 
associated with the Yanagi-no-m

a

︵柳
之
間

︶of E
do castle, such as the lords 

of H
irado dom

ain, were long assigned to the reception officer positions.

　

I have referenced Shogunate m
aterials in order to create a new 

chronological table focused on the reception officers, w
hich I append at the 

end of this article. “K
ugeshu-gosankonoki”  has m

any errors, so this 
chronological table does not rely on it.

　

Key W
ords :   reception officers, “kugeshu-gosankonoki” , M

atsuoka Tokikata, 
H

irado dom
ain, yanaginom

aseki-daim
yo

356

人文20_責了.indb   73 2022/02/17   17:05



（74）

人文 20号（2021）

江
戸
に
お
け
る
公
家
衆
馳
走
役
と
馳
走
対
象
者
一
覧
（
四
代
将
軍
家
綱
期
以
降
）

『
徳
川
実
紀
』・『

続
徳
川
実
紀
』
及
び
そ
の
編
纂
史
料
と
な
っ
た
江
戸
幕
府
右
筆
所
日
記（「
江
戸
幕
府
日
記
」）の
ほ
か
、
慶
應
義
塾
図
書
館
魚
菜
文
庫
所
蔵
史
料
・
各
大
名
家
史
料
・
自
治
体
史
・
事
典
類
を
参
照
し
て
作
成
。『
公
家
衆
御
参
向
之
記
』
は
異
同
確
認
に
使
用
。

領
知
末
尾
の
新
は
新
田
の
略
。
石
高
は
千
石
単
位
、
以
下
切
り
捨
て
。
支
藩
の
場
合
、
石
高
の
右
に
本
藩
を
示
す
。
勅
使
・
院
使
等
の
使
者
は
全
て
「
使
」
を
省
略
。

改
名
に
よ
り
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
最
も
知
ら
れ
て
い
る
名
前
に
統
一
。
当
該
年
時
点
の
名
前
と
は
限
ら
な
い
。
馳
走
対
象
者
を（
　
）で
囲
む
の
は
着
府
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

急
遽
代
役
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
そ
の
経
緯
を
同
行
中
に
記
す
。
当
初
に
任
命
さ
れ
た
御
馳
走
人
本
役
の
み
任
命
回
数
に
数
え
、「
代
」
は
途
中
か
ら
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
も
任
命
回
数
に
数
え
な
い
。
初
任
の
場
合
は
回
数
欄
の
①
を
省
略
。

伝
奏
屋
敷
以
外
の
馳
走
所
に
つ
い
て
は
、
判
明
分
の
み
を
馳
走
対
象
者
の
在
府
期
間
欄
に
記
す
。
無
記
載
が
伝
奏
屋
敷
に
逗
留
し
た
と
は
限
ら
な
い
。

三
代
将
軍
家
光
期
ま
で
は
不
明
が
多
い
た
め
、
こ
の
一
覧
に
は
掲
載
し
な
い
が
、
判
明
分
は
任
命
回
数
に
入
れ
て
い
る
。

任
命
年（
西
暦
）
月
．日

御
馳
走
人（
年
齢
）回
数

領
知
　
　
石
高

使
者

馳
走
対
象
者（
年
齢
）

在
府
期
間

参
向
理
由〈
※
同
行
中
の
注
〉

参
向
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
主
な
出
来
事

家
綱

期
慶
安

4（
1651）

8.2
黒
田
長
興
　（

42）③
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

勅
今
出
川
経
季（

58）
8.14～

8.27
家
綱
将
軍
宣
下

亀
井
茲
政
　（

35）④
石
見
津
和
野

43
院
／
新
院

坊
城
俊
完（

43）／
清
水
谷
実
任（

65）
8.14～

8.26
〃

島
津
久
雄
　（

19）
日
向
佐
土
原

30鹿
児
島

女
院

広
橋
綏
光（

36）
〃

〃
中
川
久
盛
　（

58）⑤
豊
後
岡
　
　

 70
一
条
教
輔（

19）
8.13～

8.26
〃

承
応
元（

1652）
3.17

仙
石
政
俊
　（

36）
信
濃
上
田
　

 60
勅

清
閑
寺
共
房（

64）・
野
宮
定
逸（

43）
3.29～

?
賀
歳
首

伊
東
祐
久
　（

44）③
日
向
飫
肥
　

 54
院
／
新
院

坊
城
俊
完（

44）／
清
水
谷
実
任（

66）
〃

〃
京
極
高
直
　（

21）
丹
後
田
辺
　

 35
勅

広
橋
兼
賢（

58）
〃
　
　
　
願
行
寺

家
光
一
周
忌

三
宅
康
盛
※（

53）
三
河
挙
母
　

 12
院

園
基
音（

49）
〃
　
　
　
弥
勒
寺

〃
　
　
　〈
※

3.23?所
労
に
よ
り
免
、
松
平
英
親（

28）豊
後
杵
築

32〉
に
交
代

阿
部
正
能
　（

26）
上
総
大
多
喜

16
新
院

山
科
言
総（

50）
〃
　
　
　
法
善
寺

〃
板
倉
重
矩
　（

36）
三
河
中
島
　

 10
女
院

久
我
広
通（

27）
〃

〃
新
庄
直
好
　（

54）④
常
陸
麻
生
　

 27
青
蓮
院
門
跡
尊
純
法
親
王（

62）
〃
　
　
　
海
善
寺

〃
小
出
重
堅
　（

50）
常
陸
信
太
　

 0.7
日
光
例
幣

藪
嗣
孝（

34）
4.19～

?
〃

承
応

2（
1653）

2.11
脇
坂
安
元
　（

70）③
信
濃
飯
田
　

 55
勅

清
閑
寺
共
房（

65）・
野
宮
定
逸（

44）
2.25～

3.6
賀
歳
首

水
谷
勝
隆
　（

57）⑦
備
中
松
山
　

 50
院
／
新
院

清
水
谷
実
任（

67）／
坊
城
俊
完（

45）
〃

〃
織
田
長
政
　（

67）③
大
和
芝
村
　

 10
勅

三
条
実
秀（

56）
4.26～

5.4
家
光
三
回
忌
・
日
光
社
参
帰
府

溝
口
政
勝
　（

46）
越
後
沢
海
　

 10新
発
田

院
坊
城
俊
完（

45）
〃

〃
片
桐
為
元
　（

43）③
大
和
竜
田
　

 10
新
院

滋
野
井
季
吉（

68）
4.27～

5.4
〃

池
田
薫
彰
　（

21）
播
磨
新
宮
　

 10
女
院

橋
本
実
村（

56）
〃

〃
谷
衛
政
　
　（

56）②
丹
波
山
家
　

 10
日
光
例
幣

油
小
路
隆
貞（

32）
4.21～

5.4
〃

浅
野
長
直
　（

44）②
播
磨
赤
穂
　

 53
妙
法
院
門
跡
堯
然
入
道
親
王（

52）
4.26～

5.5本
泉
寺

〃
池
田
恒
元
　（

43）②
播
磨
山
崎
　

 30
青
蓮
院
門
跡
尊
純
法
親
王（

63）
〃
　
　
　
霊
光
院

〃
金
森
頼
直
　（

33）
飛
驒
高
山
　

 33
梶
井
門
跡
慈
胤
入
道
親
王（

37）
〃
　
　
　
法
善
寺

〃
大
田
原
政
清（

42）②
下
野
大
田
原

12
曼
殊
院
門
跡
良
尚
入
道
親
王（

32）
〃
　
　
　
行
願
寺

〃
7.17

京
極
高
和
　（

35）③
播
磨
龍
野
　

 60
勅

清
閑
寺
共
房（

65）・
野
宮
定
逸（

44）
8.3～

8.19
家
綱
右
大
臣
転
任

伊
東
祐
久
　（

45）④
日
向
飫
肥
　

 54
院

園
基
音（

50）
〃

〃
細
川
興
隆
　（

22）
常
陸
谷
田
部

16
新
院
／
女
院

橋
本
実
村（

56）／
三
条
西
実
教（

35）
〃

〃
黒
田
長
興
　（

44）④
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

九
条
幸
家（

68）
〃
　
　
　
今
井
九
右
衛
門
宅
〃

中
川
久
清
　（

39）
豊
後
岡
　
　

 70
花
町
宮
良
仁
親
王（

17）※
〃
　
　
　
霊
光
院

〃
　
　
　

 〈
※
翌
年
即
位
⇒
後
西
天
皇
〉

加
藤
泰
興
　（

43）
伊
予
大
洲
　

 60
九
条
兼
晴（

13）
〃
　
　
　
行
願
寺

〃
承
応

3（
1654）

正
． 19

黒
田
之
勝
　（

21）
筑
前
東
蓮
寺

40福
岡

勅
／
院

徳
大
寺
公
信（

49）／
園
基
音（

51）
正
．

19～
?

秀
忠
二
十
三
回
忌

市
橋
政
信
　（

32）②
近
江
仁
正
寺

17
新
院
／
女
院

持
明
院
基
定（

48）／
葉
室
頼
業（

40）
〃

〃
4.13

池
田
恒
元
　（

44）③
播
磨
山
崎
　

 30
勅

清
閑
寺
共
房（

66）・
野
宮
定
逸（

45）
4.21～

?
賀
歳
首

浅
野
長
治
　（

41）③
備
後
三
次
　

 50広
島

院
／
新
院

坊
城
俊
完（

46）／
清
水
谷
実
任（

68）
〃

〃
4.14

一
柳
直
次
　（

32）③
播
磨
小
野
　

 10
花
山
院
定
好（

56）
4.21～

?
謝
転
任

5.28
伊
東
長
治
　（

27）②
備
中
岡
田
　

 10
勅

山
本
勝
忠（

47）
6.?～

?
日
光
山
正
遷
宮

9.朔
金
森
頼
直
　（

34）②
飛
驒
高
山
　

 33
勅
／
院

西
園
寺
実
晴（

54）／
園
基
音（

51）
9.12～

9.?
紅
葉
山
正
遷
宮

新
庄
直
好
　（

56）⑤
常
陸
麻
生
　

 27
新
院
／
女
院

岩
倉
具
起（

54）／
竹
屋
光
長（

59）
〃

〃
　

9.20後
光
明
天
皇
没

小
堀
正
之
　（

35）
近
江
小
室
　

 11
奉
幣

梅
溪
季
通（

40）
〃
　
　
　
本
誓
寺

〃
水
谷
勝
隆
　（

58）⑧
備
中
松
山
　

 50
妙
法
院
門
跡
堯
然
入
道
親
王（

53）
〃

〃
11.28後

西
天
皇
即
位

12.15
浅
野
長
直
　（

45）③
播
磨
赤
穂
　

 53
院

坊
城
俊
完（

46）
12.17～

12.?
謝
後
光
明
院
法
会

明
暦
元（

1655）
2.16

脇
坂
安
政
　（

23）
信
濃
飯
田
　

 53
勅

清
閑
寺
共
房（

67）・
野
宮
定
逸（

46）
2.21～

?
賀
歳
首

大
村
純
長
　（

20）
肥
前
大
村
　

 27
院
／
新
院

坊
城
俊
完（

47）／
橋
本
実
村（

58）
〃

〃
明
暦

2（
1656）

3.11
小
出
吉
英
　（

70）②
但
馬
出
石
　

 50
勅

清
閑
寺
共
房（

68）・
野
宮
定
逸（

47）
3.23～

?
賀
歳
首

黒
田
之
勝
　（

23）②
筑
前
東
蓮
寺

40福
岡

院
／
新
院

坊
城
俊
完（

48）／
飛
鳥
井
雅
章（

46）
〃

〃
伊
東
祐
久
　（

48）⑤
日
向
飫
肥
　

 54
勅

勧
修
寺
経
広（

51）
〃

新
造
内
裏
遷
幸
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市
橋
政
信
　（

34）③
近
江
仁
正
寺

17
院

園
池
宗
朝（

46）
〃

〃
土
方
雄
豊
　（

19）
伊
勢
菰
野
　

 12
新
院

中
院
通
茂（

26）
〃

〃
建
部
政
長
　（

54）③
播
磨
林
田
　

 10
女
院

五
条
為
庸（

38）
〃

〃
秋
田
盛
季
　（

37）
陸
奥
三
春
　

 50
二
条
康
道（

50）
3.21～

?
賀
家
綱
継
統

溝
口
宣
直
　（

52）④
越
後
新
発
田

50
聖
護
院
門
跡
道
晃
法
親
王（

45）
〃

〃
山
崎
治
頼
※（

7）
讃
岐
丸
亀
　

 50
大
覚
寺
門
跡
性
真
入
道
親
王（

18）
〃

〃
　
　
　
　〈
※
『
徳
川
実
紀
』
の
み
記
載
、
誤
り
カ
〉

伊
達
宗
勝
　（

36）
陸
奥
一
関
※

 30仙
台

実
相
院
門
跡
義
尊（

56）
〃

〃
　
　
　
　〈
※
立
藩
は

4年
後
〉

細
川
行
孝
※（

20）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

円
満
院
門
跡
常
尊（

53）
〃

〃
　
　
　
　〈
※
『
徳
川
実
紀
』
の
み
記
載
〉

4. 9
六
郷
政
勝
　（

48）③
出
羽
本
荘
　

 20
勅
／
院

高
倉
永
敦（

42）／
池
尻
共
孝（

44）
4.10～

?
家
綱
病
気
見
舞

佐
久
間
勝
豊（

22）
信
濃
長
沼
　

 10
新
院
／
女
院

藤
谷
為
条（

37）／
西
村
安
芸
守
某

〃
〃

8. 9
松
平
正
信
　（

36）
相
模
玉
縄
　

 20
勅

清
閑
寺
共
房（

68）・
野
宮
定
逸（

47）
8.16～

8.?
後
西
天
皇
践
祚
祝

新
庄
直
好
　（

58）⑥
常
陸
麻
生
　

 27
院
／
新
院

坊
城
俊
完（

48）／
烏
丸
資
慶（

35）
〃

〃
桑
山
一
玄
　（

46）⑤
大
和
新
庄
　

 13
女
院

万
里
小
路
雅
房（

23）
〃

〃
・
賀
家
綱
継
統

明
暦

3（
1657）

8.晦
小
出
吉
英
　（

71）③
但
馬
出
石
　

 50
勅

清
閑
寺
共
房（

69）
9.14～

9.?
賀
歳
首

正
．

18～
19江

戸
大
火

黒
田
長
興
　（

48）⑤
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

院
／
新
院

芝
山
宣
豊（

46）／
難
波
宗
種（

48）
〃

〃
12.15

片
桐
貞
昌
※（

53）②
大
和
小
泉
　

 13
知
恩
院
門
跡
尊
光
入
道
親
王（

13）
12.19～

翌
2.14頃

秀
忠
二
十
七
回
忌
　〈
※
知
恩
院
門
跡
旅
館（
増
上
寺
内
）巡
察
〉

12.21
伊
達
宗
勝
　（

37）②
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

勅
清
閑
寺
共
房（

69）
翌
．
正
．

19～
?

〃
堀
親
昌
　
　（

52）②
下
野
烏
山
　

 20
院

園
池
宗
朝（

47）
〃

〃
相
良
頼
寛
　（

58）⑦
肥
後
人
吉
　

 22
新
院

竹
屋
光
長（

62）
〃

〃
大
村
純
長
　（

22）②
肥
前
大
村
　

 27
女
院

樋
口
信
孝（

59）
〃

〃
万
治
元（

1658）
9.16

浅
野
長
治
　（

45）④
備
後
三
次
　

 50広
島

勅
清
閑
寺
共
房（

70）・
勘
修
寺
経
広（

53）
9.21～

?
賀
歳
首

真
田
信
利
　（

24）
上
野
沼
田
　

 30
院
／
新
院

芝
山
宣
豊（

47）／
難
波
宗
種（

49）
〃

〃
万
治

2（
1659）

4. 8
京
極
高
直
　（

28）②
丹
後
田
辺
　

 35
勅

清
閑
寺
共
房（

71）・
勘
修
寺
経
広（

54）
4.19～

4.晦
賀
歳
首
・
家
綱
元
服

相
良
頼
寛
　（

60）⑧
肥
後
人
吉
　

 22
院
／
新
院

芝
山
宣
豊（

48）／
橋
本
実
村（

62）
〃

〃
8.26

黒
田
長
興
　（

50）⑥
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

勅
清
閑
寺
共
房（

71）・
勘
修
寺
経
広（

54）
9.21～
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〃
亀
井
茲
政
　（

54）⑥
石
見
津
和
野

43
勅

中
院
通
茂（

40）
3.10～

3.19　
高
倉
屋
敷

女
御
入
内
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木
下
俊
長
　（

23）②
豊
後
日
出
　

 25
女
御

河
鰭
実
陳（

36）
〃
　
　
　
　「
旅
館
萩
玄
昌
」
〃

12.15
京
極
高
豊
　（

16）
讃
岐
丸
亀
　

 60
勅

久
我
広
通（

45）
翌

4.25～
5.6

日
光
山
家
光
二
十
一
回
忌
帰
府

池
田
恒
元
　（

60）⑤
播
磨
山
崎
　

 30
法
皇
／
新
院

油
小
路
隆
貞（

49）
〃

〃
酒
井
忠
恒
　（

32）
出
羽
松
山
　

 20庄
内

本
院

藪
嗣
孝（

52）
翌

4.26～
5.6

〃
六
郷
政
勝
　（

62）⑤
出
羽
本
荘
　

 20
女
院

五
条
為
庸（

52）
〃

〃
真
田
信
利
　（

36）③
上
野
沼
田
　

 30
青
蓮
院
門
跡
尊
証
入
道
親
王（

20）
翌

4.27～
5.6

〃
寛
文

11（
1671）

2.11
相
馬
忠
胤
　（

35）②
陸
奥
中
村
　

 60
勅

日
野
弘
資（

55）・
中
院
通
茂（

41）
3.10～

3.18
賀
歳
首

島
津
忠
高
　（

21）②
日
向
佐
土
原

30鹿
児
島

法
皇
／
本
院

池
尻
共
孝（

59）／
高
倉
永
敦（

57）
〃

〃
桑
山
一
玄
　（

61）⑧
大
和
新
庄
　

 13
新
院

今
城
定
淳（

37）
〃

〃
寛
文

12（
1672）

2.12
有
馬
康
純
　（

60）
日
向
延
岡
　

 50
勅

日
野
資
弘（

56）・
中
院
通
茂（

42）
3.7～

3.25
賀
歳
首

戸
川
安
宣
　（

25）
備
中
庭
瀬
　

 21
法
皇
／
本
院

梅
小
路
定
矩（

54）／
高
倉
永
敦（

58）
〃

〃
伊
東
長
貞
　（

30）
備
中
岡
田
　

 10
新
院

平
松
時
量（

46）
〃

〃
延
宝
元（

1673）
2.10

溝
口
重
雄
　（

41）
越
後
新
発
田

50
勅

日
野
弘
資（

57）・
中
院
通
茂（

43）
3.9～

3.19?
賀
歳
首

相
良
頼
喬
　（

33）
肥
後
人
吉
　

 22
法
皇
／
本
院

池
尻
共
孝（

61）／
高
倉
永
敦（

59）
〃

〃
建
部
政
宇
　（

27）
播
磨
林
田
　

 10
新
院

今
城
定
淳（

39）
〃

〃
延
宝

2（
1674）

2. 8
戸
沢
正
誠
　（

35）②
出
羽
新
庄
　

 68
勅

日
野
弘
資（

58）・
中
院
通
茂（

44）
3.4～

3.14
賀
歳
首

池
田
政
周
　（

19）
播
磨
山
崎
　

 30
法
皇
／
本
院

梅
小
路
定
矩（

56）／
高
倉
永
敦（

60）
〃

〃
谷
衛
広
　
　（

31）
丹
波
山
家
　

 10
新
院

平
松
時
量（

48）
〃

〃
青
木
重
正
　（

50）
摂
津
麻
田
　

 10
法
皇

風
早
実
種（

43）
〃

後
水
尾
法
皇
移
徙

10.15
新
庄
直
時
　（

49）③
常
陸
麻
生
　

 30
女
院

橋
本
公
綱（

27）
10.25～

?
女
院
移
徙

延
宝

3（
1675）

正
． 29

黒
田
長
重
　（

17）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

勅
日
野
弘
資（

59）・
花
山
院
定
誠（

36）
3.9～

3.21
賀
歳
首

九
鬼
隆
律
　（

19）
摂
津
三
田
　

 36
法
皇
／
本
院

池
尻
共
孝（

63）／
高
倉
永
敦（

61）
〃

〃
一
柳
直
治
　（

34）
伊
予
小
松
　

 10
新
院

今
城
定
淳（

41）
〃

〃
2. 7

京
極
高
豊
　（

21）②
讃
岐
丸
亀
　

 60
勅

三
条
公
富（

56）
4.14～

閏
4.2

家
光
二
十
五
回
忌

伊
達
宗
純
　（

40）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

法
皇
・
新
院

中
御
門
資
煕（

41）
〃

〃
京
極
高
住
　（

16）
但
馬
豊
岡
　

 35
本
院

今
出
川
公
規（

38）
〃

〃
九
鬼
隆
常
　（

30）
丹
波
綾
部
　

 19
女
院

烏
丸
光
雄（

29）
〃

〃
相
馬
貞
胤
　（

17）
陸
奥
中
村
　

 60
梶
井
門
跡
慈
胤
入
道
親
王（

59）
4.4～

閏
4.4

〃
小
出
英
安
　（

39）
但
馬
出
石
　

 50
聖
護
院
門
跡
道
寛
入
道
親
王（

29）
3.30～

閏
4.3

〃
島
津
忠
高
　（

25）③
日
向
佐
土
原

30鹿
児
島

曼
殊
院
門
跡
良
尚
入
道
親
王（

54）
4.5～

閏
4.4

〃
延
宝

4（
1676）

2.10
浅
野
長
照
　（

25）
備
後
三
次
　

 50広
島

勅
花
山
院
定
誠（

37）・
千
種
有
能（

62）
3.4～

3.14
賀
歳
首

秋
月
種
信
　（

46）③
日
向
高
鍋
　

 30
法
皇
／
本
院

梅
小
路
定
矩（

58）／
高
倉
永
敦（

62）
〃

〃
小
出
有
重
　（

37）
和
泉
陶
器
　

 10
新
院

平
松
時
量（

50）
〃

〃
堀
親
貞
　
　（

37）
信
濃
飯
田
　

 20
勅

東
園
基
賢（

51）
〃

新
内
裏
遷
幸

堀
直
佑
　
　（

22）
信
濃
須
坂
　

 10
女
御

樋
口
信
康（

54）
〃

〃
10.19

一
柳
末
礼
　（

28）
播
磨
小
野
　

 10
本
院

堀
河
則
康（

55）
11.8～

11.16
〃

延
宝

5（
1677）

2.11
伊
東
祐
実
　（

34）②
日
向
飫
肥
　

 51
勅

花
山
院
定
誠（

38）・
千
種
有
能（

63）
3.4～

3.15
賀
歳
首

堀
直
利
　
　（

20）
越
後
村
松
　

 30
法
皇
／
本
院

池
尻
共
孝（

65）／
高
倉
永
敦（

63）
〃

〃
北
条
氏
治
　（

39）
河
内
狭
山
　

 10
新
院

今
城
定
淳（

43）
〃

〃
11.18

毛
利
高
重
　（

16）
豊
後
佐
伯
　

 20
法
皇
／
女
院

東
久
世
通
廉（

48）／
梅
園
季
保（

32）
12.19～

12.26
新
御
所
遷
幸

延
宝

6（
1678）

2. 8
加
藤
泰
恒
　（

22）
伊
予
大
洲
　

 60
勅

花
山
院
定
誠（

39）・
千
種
有
能（

64）
3.4～

?
賀
歳
首

南
部
直
政
　（

18）
陸
奥
八
戸
　

 20
法
皇
／
本
院

梅
小
路
定
矩（

60）／
高
倉
永
敦（

64）
〃

〃
　

6.15東
福
門
院
没

片
桐
貞
房
　（

37）
大
和
小
泉
　

 12
新
院

平
松
時
量（

52）
〃

〃
延
宝

7（
1679）

2.21
秋
田
輝
季
　（

31）
陸
奥
三
春
　

 50
勅

花
山
院
定
誠（

40）・
千
種
有
能（

65）
4.10～

4.25
賀
歳
首

相
良
頼
喬
　（

39）②
肥
後
人
吉
　

 22
法
皇
／
本
院

池
尻
共
孝（

67）／
高
倉
永
敦（

65）
〃

〃
大
田
原
典
清（

23）
下
野
大
田
原

11
新
院

今
城
定
淳（

45）
〃

〃
延
宝

8（
1680）

2. 8
亀
井
茲
政
　（

64）⑦
石
見
津
和
野

43
勅

花
山
院
定
誠（

41）・
千
種
有
能（

66）
3.5～

3.15
賀
歳
首

島
津
久
寿
　（

17）
日
向
佐
土
原

30鹿
児
島

法
皇
／
本
院

梅
小
路
定
矩（

62）／
高
倉
永
敦（

66）
〃

〃
久
留
島
通
清（

52）③
豊
後
森
　
　

 12
新
院

平
松
時
量（

54）
〃

〃
稲
葉
景
通
　（

42）
豊
後
臼
杵
　

 50
有
栖
川
宮
幸
仁
親
王（

25）
3.4～

3.16
謝
宮
家
継
統

綱
吉

期
延
宝

8（
1680）

5.23
土
方
雄
隆
　（

39）
陸
奥
窪
田
　

 18
勅

大
炊
御
門
経
光（

43）
6.10～

6.16
贈
家
綱
正
一
位
太
政
大
臣

5. 8徳
川
家
綱
没

木
下
㒶
定
　（

28）
備
中
足
守
　

 25
法
皇
／
本
院

坊
城
俊
広（

55）／
綾
小
路
俊
景（

49）
〃

〃
遠
山
友
春
　（

20）
美
濃
苗
木
　

 10
新
院

今
城
定
淳（

46）
〃

〃
有
馬
豊
祐
　（

35）
筑
後
松
崎
　

 10久
留
米

女
御

西
洞
院
時
成（

36）
〃

〃
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7.13
脇
坂
安
政
　（

48）③
播
磨
龍
野
　

 53
勅

花
山
院
定
誠（

41）・
千
種
有
能（

66）
8.14～

?
綱
吉
将
軍
宣
下

伊
達
宗
純
　（

45）②
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

法
皇
／
本
院

池
尻
共
孝（

68）／
阿
野
季
信（

47）
〃

〃
堀
親
貞
　
　（

41）②
信
濃
飯
田
　

 20
新
院

平
松
時
量（

54）
〃

〃
細
川
興
隆
　（

49）④
常
陸
谷
田
部

16
女
御

富
小
路
永
貞（

41）
〃

〃
相
馬
昌
胤
　（

20）
陸
奥
中
村
　

 60
近
衛
基
煕（

33）
8.13～

?
〃

仙
石
政
明
　（

22）
信
濃
上
田
　

 58
鷹
司
兼
煕（

22）
8.12～

?
〃

　
8.19後

水
尾
法
皇
没

12.15
小
出
英
安
　（

44）②
但
馬
出
石
　

 50
勅

大
炊
御
門
経
光（

43）
翌
．
正
．

21～
2.4

秀
忠
五
十
回
忌

大
村
純
長
　（

45）④
肥
前
大
村
　

 27
本
院

清
閑
寺
煕
房（

48）
〃

〃
池
田
政
言
　（

36）
備
中
岡
山
新

25岡
山

新
院

烏
丸
光
雄（

34）
〃

〃
天
和
元（

1681）
2. 9

本
多
康
慶
　（

35）
近
江
膳
所
　

 60
勅

花
山
院
定
誠（

42）・
千
種
有
能（

67）
3.4～

3.14
賀
歳
首
・
綱
吉
継
統

分
部
信
政
　（

30）
近
江
大
溝
　

 20
本
院

高
倉
永
敦（

67）
〃

〃
小
笠
原
真
方（

30）
豊
前
小
倉
新

10小
倉

新
院

今
城
定
淳（

47）
〃

〃
溝
口
重
雄
　（

49）②
越
後
新
発
田

50
一
条
兼
輝（

30）
3.5～

3.14　
高
倉
屋
敷

〃
藤
堂
高
通
　（

38）
伊
勢
久
居
　

 50津
九
条
輔
実（

13）
3.3～

3.14　
天
徳
寺

〃
松
平
近
栄
　（

50）
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

三
宝
院
門
跡
高
賢

2.29～
?　
　
真
福
寺

〃
六
郷
政
信
　（

47）
出
羽
本
荘
　

 20
随
心
院
門
跡
俊
海

〃
　
　
　
　
　
青
松
寺

〃
3.25

水
谷
勝
宗
　（

59）③
備
中
松
山
　

 50
勅

大
炊
御
門
経
光（

44）
4.19～

5.16
家
綱
一
周
忌

酒
井
忠
予
　（

25）
出
羽
松
山
　

 20庄
内

本
院

油
小
路
隆
貞（

60）
〃

〃
秋
月
種
信
　（

51）④
日
向
高
鍋
　

 30
新
院

日
野
資
茂（

32）
〃

〃
本
多
忠
晴
　（

41）
陸
奥
浅
川
　

 10
女
御

愛
宕
通
福（

48）
〃

〃
毛
利
高
重
　（

20）②
豊
後
佐
伯
　

 20
勅
額

難
波
宗
量（

40）
〃

〃
伊
東
祐
実
　（

38）③
日
向
飫
肥
　

 51
妙
法
院
門
跡
堯
恕
入
道
親
王（

42）
4.19～

5.18
〃

津
軽
信
政
　（

36）
陸
奥
弘
前
　

 47
青
蓮
院
門
跡
尊
証
入
道
親
王（

31）
〃

〃
8. 9

京
極
高
住
　（

22）②
但
馬
豊
岡
　

 35
伏
見
宮
貞
致
親
王（

50）
9.18～

?
賀
綱
吉
継
統

九
鬼
隆
律
　（

25）②
摂
津
三
田
　

 36
大
乗
院
門
跡
信
賀

〃
〃

天
和

2（
1682）

2. 7
中
川
久
恒
　（

42）③
豊
後
岡
　
　

 70
勅

花
山
院
定
誠（

43）・
千
種
有
能（

68）
3.4～

3.14
賀
歳
首

稲
垣
重
昭
　（

47）
三
河
刈
谷
　

 20
本
院

鷲
尾
隆
尹（

38）
〃

〃
小
出
有
重
　（

43）②
和
泉
陶
器
　

 10
新
院

平
松
時
量（

56）
〃

〃
4. 7

南
部
直
政
　（

22）②
陸
奥
八
戸
　

 20
勅

大
炊
御
門
経
光（

45）
5.3～

5.16
家
綱
三
回
忌

桑
山
一
尹
※（

38）
大
和
新
庄
　

 11
本
院

醍
醐
冬
基（

35）
〃

〃
〈
※

5.26馳
走
中
の
不
敬
に
よ
り
改
易
〉

北
条
氏
治
　（

44）②
河
内
狭
山
　

 10
新
院

万
里
小
路
淳
房（

31）
〃

〃
松
平
直
丘
　（

18）
出
雲
母
里
　

 10松
江

女
御

梅
園
季
保（

37）
〃

〃
12.26

松
平
定
陳
　（

16）
伊
予
今
治
　

 35
勅

今
出
川
公
規（

45）
翌

4.26～
5.4

日
光
山
家
光
三
十
三
回
忌
帰
府

丹
羽
氏
明
　（

16）
美
濃
岩
村
　

 20
親
王

清
閑
寺
煕
房（

50）
〃

〃
土
方
雄
隆
　（

41）②
陸
奥
窪
田
　

 18
本
院

綾
小
路
俊
景（

51）
〃

〃
大
関
増
栄
　（

44）②
下
野
黒
羽
　

 18
新
院

高
辻
豊
長（

58）
〃

〃
市
橋
政
信
　（

60）⑤
近
江
仁
正
寺

17
女
御

西
洞
院
時
成（

38）
〃

〃
遠
藤
常
春
　（

16）
美
濃
郡
上
　

 24
妙
法
院
門
跡
堯
恕
入
道
親
王（

43）
〃

〃
天
和

3（
1683）

2. 6
浅
野
長
矩
　（

17）
播
磨
赤
穂
　

 53
勅

花
山
院
定
誠（

44）・
千
種
有
能（

69）
3.25～

4.2
賀
歳
首
・
立
坊
・
立
后

土
方
雄
豊
　（

46）③
伊
勢
菰
野
　

 12
本
院

鷲
尾
隆
尹（

39）
〃

〃
青
木
重
正
　（

59）②
摂
津
麻
田
　

 10
新
院

今
城
定
淳（

49）
〃

〃
8. 9

諏
訪
忠
晴
　（

45）
信
濃
高
島
　

 30
一
乗
院
門
跡
真
敬
入
道
親
王（

35）
9.10～

?
賀
綱
吉
継
統

木
下
俊
長
　（

36）③
豊
後
日
出
　

 25
聖
護
院
門
跡
道
祐
入
道
親
王（

14）
〃

〃
島
津
久
寿
　（

20）②
日
向
佐
土
原

30鹿
児
島

大
覚
寺
門
跡
性
真
入
道
親
王（

45）
〃

〃
九
鬼
隆
律
　（

27）③
摂
津
三
田
　

 36
二
条
綱
平（

12）
9.10～

9.18
〃

貞
享
元（

1684）
2. 9

有
馬
清
純
　（

41）
日
向
延
岡
　

 50
勅

花
山
院
定
誠（

45）・
甘
露
寺
方
長（

37）
3.7～

3.15
賀
歳
首

大
田
原
典
清（

28）②
下
野
大
田
原

11
本
院

鷲
尾
隆
尹（

40）
〃

〃
前
田
利
意
　（

60）③
上
野
七
日
市

10
新
院

平
松
時
量（

58）
〃

〃
金
森
頼
旹
　（

16）
飛
驒
高
山
　

 33
有
栖
川
宮
幸
仁
親
王（

29）
〃

〃
松
平
近
陳
　（

47）
豊
後
府
内
　

 21
実
相
院
門
跡
義
延
入
道
親
王（

24）
〃

〃
毛
利
高
久
　（

18）
豊
後
佐
伯
　

 20
曼
殊
院
門
跡
良
尚
入
道
親
王（

63）
〃

〃
貞
享

2（
1685）

2. 7
小
出
英
安
　（

49）③
但
馬
出
石
　

 50
勅

柳
原
資
廉（

42）・
千
種
有
維（

48）
4.26～

5.6
賀
歳
首

伊
達
宗
純
　（

50）③
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

本
院

烏
丸
光
雄（

39）
〃

〃
酒
井
忠
寛
　（

20）
上
野
伊
勢
崎

20前
橋

新
院

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

2.22後
西
上
皇（
新
院
）没

伊
東
長
貞
※（

43）②
備
中
岡
田
　

 10
　
　
／
東
宮

花
山
院
定
誠（

46）／
正
親
町
実
豊（

67）
4.26～

5.5／
4.26～

5.6
賀
歳
首
〈
※

2.10花
山
院
担
当
か
ら
正
親
町
担
当
に
変
更
〉

貞
享

3（
1686）

2.19
京
極
高
豊
　（

32）③
讃
岐
丸
亀
　

 60
勅

柳
原
資
廉（

43）・
千
種
有
維（

49）
3.18～

3.28
賀
歳
首
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（79）350

久
留
島
通
清（

58）④
豊
後
森
　
　

 12
本
院

坊
城
俊
広（

61）
〃

〃
閏

3.16
稲
葉
景
通
　（

48）②
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

花
山
院
定
誠（

47）
5.3～

5.16
東
叡
山
家
綱
七
回
忌

森
長
俊
　
　（

38）
美
作
津
山
新

15津
山

本
院

坊
城
俊
広（

61）
〃

〃
山
内
豊
明
　（

45）
土
佐
中
村
　

 30高
知

東
宮

清
閑
寺
煕
房（

54）
〃

〃
片
桐
貞
房
　（

45）②
大
和
小
泉
　

 12
中
宮

樋
口
信
康（

64）
〃

〃
津
軽
信
政
　（

41）②
陸
奥
弘
前
　

 47
毘
沙
門
堂
門
跡
公
弁
入
道
親
王（

18）
4.21～

5.16
〃

亀
井
茲
親
　（

18）　
石
見
津
和
野

43
曼
殊
院
門
跡
良
尚
入
道
親
王（

65）
〃

〃
貞
享

4（
1687）

4.29
中
川
久
恒
　（

47）④
豊
後
岡
　
　

 70
勅

柳
原
資
廉（

44）
5.26～

6.7
賀
歳
首

津
軽
信
政
　（

42）③
陸
奥
弘
前
　

 47
本
院

坊
城
俊
広（

62）
〃

〃
　

3.21霊
元
天
皇
譲
位

秋
月
種
信
※（

57）⑤
日
向
高
鍋
　

 30
仙
洞

東
園
基
量（

35）
〃

〃
　
　〈
※

5.21～
兼
女
院
使
馳
走
〉

　
　
　
　
東
山
天
皇
即
位

田
村
建
顕
※（

32）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

女
院

姉
小
路
公
量（

37）
〃

〃
　
　〈
※

5.21病
免
〉

10.11
秋
月
種
信
　（

57）⑥
日
向
高
鍋
　

 30
聖
護
院
門
跡
道
祐
入
道
親
王（

18）
11.5～

11.15
両
山
参
詣

元
禄
元（

1688）
2.15

黒
田
長
重
　（

30）②
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

勅
柳
原
資
廉（

45）・
千
種
有
維（

51）
3.7～

3.16
賀
歳
首

小
出
有
重
　（

49）③
和
泉
陶
器
　

 10
本
院

坊
城
俊
広（

63）
〃

〃
堀
直
佑
　
　（

34）②
信
濃
須
坂
　

 10
仙
洞
・
女
院

庭
田
重
条（

39）
〃

〃
元
禄

2（
1689）

2.15
仙
石
政
明
　（

31）②
信
濃
上
田
　

 58
勅

柳
原
資
廉（

46）・
千
種
有
維（

52）
3.7～

?
賀
歳
首

遠
山
友
春
　（

29）②
美
濃
苗
木
　

 10
本
院

坊
城
俊
広（

64）
〃

〃
九
鬼
隆
常
　（

44）②
丹
波
綾
部
　

 19
仙
洞

東
園
基
量（

37）
〃

〃
元
禄

3（
1690）

2.15
亀
井
茲
親
　（

22）②
　
　
　石見
津
和
野

43
勅

柳
原
資
廉（

47）・
千
種
有
維（

53）
3.7～

3.14
賀
歳
首

稲
垣
重
富
　（

18）
三
河
刈
谷
　

 20
本
院

坊
城
俊
広（

65）
〃

〃
大
田
原
典
清（

34）③
下
野
大
田
原

11
仙
洞
・
女
院

今
出
川
伊
季（

31）
〃

〃
元
禄

4（
1691）

2.15
溝
口
重
雄
　（

59）③
越
後
新
発
田

50
勅

柳
原
資
廉（

48）・
千
種
有
維（

54）
3.7～

3.16
賀
歳
首

小
出
英
利
　（

33）
丹
波
園
部
　

 26
本
院

坊
城
俊
広（

66）
〃

〃
森
長
俊
　
　（

43）②
美
作
津
山
新

15津
山

仙
洞

庭
田
重
条（

42）
〃

〃
元
禄

5（
1692）

2.15
京
極
高
豊
　（

38）④
讃
岐
丸
亀
　

 60
勅

柳
原
資
廉（

49）・
千
種
有
維（

55）
3.7～

3.16
賀
歳
首

伊
達
宗
保
　（

20）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

本
院

坊
城
俊
広（

67）
〃

〃
久
留
島
通
清（

64）⑤
豊
後
森
　
　

 12
仙
洞

庭
田
重
条（

43）
〃

〃
3. 8

稲
葉
景
通
　（

54）③
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

大
炊
御
門
経
光（

55）
5.3～

5.16
東
叡
山
家
綱
十
三
回
忌

鍋
島
元
武
　（

31）
肥
前
小
城
　

 73佐
賀

本
院

坊
城
俊
広（

67）
〃

〃
細
川
利
昌
　（

21）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

仙
洞

清
水
谷
実
業（

45）
〃

〃
大
田
原
典
清（

36）④
下
野
大
田
原

11
女
院

池
尻
勝
房（

43）
〃

〃
中
川
久
恒
　（

52）⑤
豊
後
岡
　
　

 70
曼
殊
院
門
跡
良
尚
入
道
親
王（

71）
4.23～

5.23
〃

元
禄

6（
1693）

2.18
秋
田
輝
季
　（

45）②
陸
奥
三
春
　

 50
勅

柳
原
資
廉（

50）・
持
明
院
基
時（

59）
3.7～

3.16
賀
歳
首

相
良
頼
喬
　（

53）③
肥
後
人
吉
　

 22
本
院

坊
城
俊
広（

68）
〃

〃
分
部
信
政
　（

42）②
近
江
大
溝
　

 20
仙
洞

庭
田
重
条（

44）
〃

〃
小
出
英
長
　（

29）
但
馬
出
石
　

 50
鷹
司
房
輔（

57）
3.6～

3.21
〃

水
谷
勝
美
　（

31）
備
中
松
山
　

 50
大
乗
院
門
跡
信
覚

〃
〃

10.9
浅
野
長
澄
　（

23）
備
後
三
次
　

 50広
島

聖
護
院
門
跡
道
尊
入
道
親
王（

19）
11.6～

11.15
両
山
参
詣

元
禄

7（
1694）

2.18
亀
井
茲
親
　（

26）③
石
見
津
和
野

43
勅

柳
原
資
廉（

51）・
正
親
町
公
通（

42）
3.12～

3.21
賀
歳
首

木
下
俊
長
　（

47）④
豊
後
日
出
　

 25
本
院

坊
城
俊
広（

69）
〃

〃
織
田
長
清
　（

33）
大
和
芝
村
　

 10
仙
洞

庭
田
重
条（

45）
〃

〃
元
禄

8（
1695）

2. 9
黒
田
長
清
　（

29）
筑
前
直
方
　

 50福
岡

勅
柳
原
資
廉（

52）・
正
親
町
公
通（

43）
3.6～

3.16
賀
歳
首

堀
直
利
　
　（

38）②
越
後
村
松
　

 30
本
院

坊
城
俊
広（

70）
〃

〃
市
橋
政
信
　（

73）⑥
近
江
仁
正
寺

17
仙
洞

庭
田
重
条（

46）
〃

〃
溝
口
重
雄
　（

63）④
越
後
新
発
田

50
仁
和
寺
門
跡
寛
隆
入
道
親
王（

24）
2.29～

3.18
〃

元
禄

9（
1696）

2. 6
浅
野
長
澄
　（

26）②
備
後
三
次
　

 50広
島

勅
柳
原
資
廉（

53）・
正
親
町
公
通（

44）
3.4～

3.14
賀
歳
首

酒
井
忠
寛
　（

31）②
上
野
伊
勢
崎

20前
橋

本
院

庭
田
重
条（

47）
〃

〃
織
田
秀
親
　（

35）
大
和
柳
本
　

 10
仙
洞

裏
松
意
光（

45）
〃

〃
稲
葉
知
通
　（

45）
豊
後
臼
杵
　

 50
勧
修
寺
門
跡
済
深
入
道
親
王（

26）
2.28～

3.21
〃

3. 8
松
平
信
通
　（

21）
備
中
庭
瀬
　

 30
勅

三
条
実
治（

47）
5.3～

5.14
東
叡
山
家
綱
十
七
回
忌

六
郷
政
晴
　（

22）
出
羽
本
荘
　

 20
本
院

醍
醐
冬
基（

49）
〃

〃
伊
達
村
和
　（

36）
陸
奥
中
津
山

30仙
台

仙
洞

中
院
通
躬（

29）
〃

〃
岩
城
重
隆
　（

69）②
出
羽
亀
田
　

 20
女
院

藤
谷
為
茂（

43）
〃

〃
加
藤
泰
恒
　（

40）②
伊
予
大
洲
　

 60
妙
法
院
門
跡
堯
延
入
道
親
王（

21）
4.21～

5.21
〃

　
11.10明

正
上
皇（
本
院
）没

中
川
久
通
　（

34）
豊
後
岡
　
　

 70
曼
殊
院
門
跡
良
応
入
道
親
王（

19）
〃

〃
元
禄

10（
1697）

閏
2. 4

伊
東
祐
実
　（

54）④
日
向
飫
肥
　

 51
勅

柳
原
資
廉（

54）・
正
親
町
公
通（

45）
3.4～

3.16
賀
歳
首
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松
平
近
栄
　（

66）②
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

仙
洞

藤
谷
為
茂（

44）
〃

〃
秋
月
種
政
　（

40）
日
向
高
鍋
　

 27
勅

中
御
門
資
煕（

63）
〃

女
御
入
内

九
鬼
隆
常
　（

52）③
丹
波
綾
部
　

 19
女
御

外
山
光
顕（

46）
〃

〃
脇
坂
安
照
　（

40）
播
磨
龍
野
　

 53
伏
見
宮
邦
永
親
王（

22）
3.1～

?
〃

元
禄

11（
1698）

2. 7
亀
井
茲
親
　（

30）④
石
見
津
和
野

43
勅

柳
原
資
廉（

55）・
正
親
町
公
通（

46）
3.7～

3.18
賀
歳
首

南
部
直
政
　（

38）③
陸
奥
八
戸
　

 20
仙
洞

藤
谷
為
茂（

45）
〃

〃
8. 6

秋
田
輝
季
　（

50）③
陸
奥
三
春
　

 50
曼
殊
院
門
跡
良
応
入
道
親
王（

21）
8.24～

9.14
東
叡
山
根
本
中
堂
落
慶

藤
堂
高
堅
　（

49）
伊
勢
久
居
　

 53津
鷹
司
兼
煕（

40）
8.23～

9.14
〃

黒
田
長
清
　（

32）②
筑
前
直
方
　

 50福
岡

勅
額
／
院

中
山
篤
親（

43）／
園
基
勝（

36）
8.25／

26～
9.9

〃
元
禄

12（
1699）

2. 4
鍋
島
直
之
　（

57）
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

勅
柳
原
資
廉（

56）・
正
親
町
公
通（

47）
3.10～

3.18
賀
歳
首

森
長
俊
　
　（

51）③
播
磨
三
日
月

15
仙
洞

清
閑
寺
煕
定（

38）
〃

〃
12.25

松
平
昌
平
　（

25）
越
前
松
岡
　

 50
勅

大
炊
御
門
経
光（

62）
翌
．

4.26～
5.16

東
叡
山
家
綱
二
十
一
回
忌
・
日
光
山
家
光
五
十
回
忌

浅
野
長
澄
　（

29）③
備
後
三
次
　

 50広
島

仙
洞

万
里
小
路
淳
房（

48）
〃

〃
津
軽
信
政
※（

54）④
陸
奥
弘
前
　

 46
女
院
／

梅
小
路
共
方（

47）／
今
城
定
経（

44）
〃

〃
　〈
※
翌
正
．

22～
今
城
定
経
馳
走
役
兼
任
〉

戸
沢
正
誠
　（

60）③
出
羽
新
庄
　

 68
妙
法
院
門
跡
堯
延
入
道
親
王（

24）
翌

4.24～
5.18

〃
加
藤
泰
恒
　（

43）③
伊
予
大
洲
　

 60
曼
殊
院
門
跡
良
応
入
道
親
王（

22）
〃

〃
元
禄

13（
1700）

2. 4
稲
葉
知
通
　（

49）②
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

柳
原
資
廉（

57）
3.9～

3.18
賀
歳
首

毛
利
高
慶
　（

26）
豊
後
佐
伯
　

 20
仙
洞

藤
谷
為
茂（

47）
〃

〃
元
禄

14（
1701）

2. 4
浅
野
長
矩
※（

35）②
播
磨
赤
穂
　

 53
勅

柳
原
資
廉（

58）・
高
野
保
春（

52）
3.11～

3.18
賀
歳
首
〈
※

3.14殿
中
刃
傷
即
日
切
腹
、
戸
田
忠
真（

51）下
総
佐
倉

71に
交
代
〉

伊
達
村
豊
　（

20）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

仙
洞

清
閑
寺
煕
定（

40）
〃

〃
元
禄

15（
1702）

2.14
相
馬
叙
胤
　（

26）
陸
奥
中
村
　

 60
勅

柳
原
資
廉（

59）・
高
野
保
春（

53）
3.4～

3.16
賀
歳
首

森
長
直
　
　（

31）
備
中
西
江
原

20
仙
洞

藤
谷
為
茂（

49）
〃

〃
蜂
須
賀
隆
重（

69）
阿
波
富
田
　

 50徳
島

勅
醍
醐
昭
尹（

24）
〃

桂
昌
院（
綱
吉
生
母
）叙
従
一
位

佐
竹
義
長
　（

48）
出
羽
秋
田
新

20秋
田

仙
洞

東
園
基
長（

28）
〃

〃
元
禄

16（
1703）

2.12
黒
田
長
清
　（

37）③
筑
前
直
方
　

 50福
岡

勅
柳
原
資
廉（

60）・
高
野
保
春（

54）
3.7～

3.16
賀
歳
首

鍋
島
直
條
　（

49）
肥
前
鹿
島
　

 20佐
賀

仙
洞

清
閑
寺
煕
定（

42）
〃

〃
伊
東
祐
実
　（

60）⑤
日
向
飫
肥
　

 51
大
乗
院
門
跡
隆
尊（

13）
3.5～

3.18
〃

宝
永
元（

1704）
2.13

亀
井
茲
親
　（

36）⑤
石
見
津
和
野

43
勅

柳
原
資
廉（

61）・
高
野
保
春（

55）
3.4～

3.14
賀
歳
首

相
良
頼
福
　（

56）
肥
後
人
吉
　

 22
仙
洞

藤
谷
為
茂（

51）
〃

〃
3.14

伊
達
村
豊
　（

23）②
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

勅
三
条
実
治（

55）
5.2～

5.15
家
綱
二
十
五
回
忌

堀
親
賢
　
　（

21）
信
濃
飯
田
　

 20
仙
洞

西
園
寺
致
季（

22）
〃

〃
松
平
近
朝
　（

24）
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

女
院

堀
河
康
綱（

50）
〃

〃
蜂
須
賀
隆
重（

71）②
阿
波
富
田
　

 50徳
島

梶
井
門
跡
道
仁
入
道
親
王（

16）
4.22～

5.16
〃

中
川
久
通
　（

42）②
豊
後
岡
　
　

 70
曼
殊
院
門
跡
良
応
入
道
親
王（

27）
4.22～

?（
法
会
後
発
病
）

〃
宝
永

2（
1705）

2. 3
藤
堂
高
堅
　（

56）②
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

柳
原
資
廉（

62）・
高
野
保
春（

56）
3.2～

3.13
賀
歳
首
、
綱
吉
・
家
宣
転
任

島
津
惟
久
　（

31）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

仙
洞

清
閑
寺
煕
定（

44）
〃

〃
大
関
増
恒
　（

20）
下
野
黒
羽
　

 18
女
院

冷
泉
為
綱（

42）
〃

〃
池
田
清
定
　（

25）
因
幡
西
館
新

15鳥
取

准
后

伏
原
宣
幸（

69）
〃

〃
細
川
興
栄
　（

48）
常
陸
谷
田
部

16
女
御

町
尻
兼
量（

44）
〃

〃
宝
永

3（
1706）

2. 4
脇
坂
安
照
　（

49）②
播
磨
龍
野
　

 53
勅

柳
原
資
廉（

63）・
高
野
保
春（

57）
3.3～

3.12
賀
歳
首

木
下
俊
長
　（

59）⑤
豊
後
日
出
　

 25
仙
洞

清
閑
寺
煕
定（

45）
〃

〃
中
川
久
通
　（

44）③
豊
後
岡
　
　

 70
近
衛
基
煕（

59）
3.朔
～

3.22
〃

宝
永

4（
1707）

2. 4
秋
田
輝
季
　（

59）④
陸
奥
三
春
　

 50
勅

柳
原
資
廉（

64）・
高
野
保
春（

58）
3.2～

3.11
賀
歳
首

池
田
政
倚
　（

39）
備
中
岡
山
新

25岡
山

仙
洞

藤
谷
為
茂（

54）
〃

〃
相
馬
叙
胤
　（

31）②
陸
奥
中
村
　

 60
三
宝
院
門
跡
房
演

2.28～
3.13

〃
宝
永

5（
1708）

2. 9
稲
葉
恒
通
　（

19）
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

京
大
火
に
よ
り
参
向
せ
ず

3.8京
大
火

酒
井
忠
予
　（

52）②
出
羽
松
山
　

 20庄
内

仙
洞

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

〃
小
出
英
貞
　（

25）
丹
波
園
部
　

 26
東
宮

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

〃
岩
城
秀
隆
　（

36）
出
羽
亀
田
　

 20
中
宮

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

〃

家
宣

期
宝
永

6（
1709）

正
． 25

溝
口
重
元
　（

30）
越
後
新
発
田

50
勅

今
出
川
伊
季（

50）
正
．

29～
2.21

綱
吉
法
会

正
．

10徳
川
綱
吉
没

大
村
純
尹
　（

46）
肥
前
大
村
　

 27
仙
洞
／
東
宮

醍
醐
昭
尹（

31）／
坊
城
俊
清（

43）
〃

〃
佐
竹
義
長
　（

55）②
出
羽
秋
田
新

20秋
田

女
院

綾
小
路
有
胤（

46）
〃

〃
前
田
利
昌
※（

26）
加
賀
大
聖
寺
新

10大
聖
寺

中
宮

中
山
兼
親（

26）
〃

〃
〈
※

2.16織
田
を
刺
殺
し

2.18切
腹
、
増
山
正
任（

31）伊
勢
長
島

20に
交
代
〉

織
田
秀
親
※（

48）②
大
和
柳
本
　

 10
大
准
后

町
尻
兼
量（

48）
〃

〃
〈
※

2.16前
田
に
刺
殺
さ
れ
る
、
本
多
助
芳（

47）越
後
糸
魚
川

10に
交
代
〉
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4. 1
仙
石
政
明
　（

51）③
但
馬
出
石
　

 58
勅

高
野
保
春（

60）・
庭
田
重
条（

60）
4.25～

5.11
家
宣
将
軍
宣
下

秋
月
種
政
※（

52）②
日
向
高
鍋
　

 27
仙
洞
／
東
宮

梅
小
路
共
方（

57）／
鷲
尾
隆
長（

38）
〃

〃
〈
※

5.2忌
に
つ
き
免
、
松
平
近
朝（

29）出
雲
広
瀬

30松
江
に
交
代
〉

毛
利
高
慶
　（

35）②
豊
後
佐
伯
　

 20
女
院

滋
野
井
公
澄（

40）
〃

〃
六
郷
政
晴
　（

35）②
出
羽
本
荘
　

 20
中
宮

外
山
光
顕（

58）
〃

〃
　

6.21東
山
天
皇
譲
位

大
田
原
扶
清（

21）
下
野
大
田
原

11
大
准
后

交
野
時
香（

46）
4.25～

5.13
〃

　
　
　
　
中
御
門
天
皇
即
位

伊
東
祐
実
　（

66）⑥
日
向
飫
肥
　

 51
二
条
綱
平（

38）
4.23～

5.16　
天
徳
寺

〃
鍋
島
直
称
　（

43）
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

近
衛
家
久（

23）
〃
　
　
　
　
　
　
青
松
寺

〃
10. 9

加
藤
泰
恒
　（

53）④
伊
予
大
洲
　

 60
勅

久
我
通
誠（

50）
11.18～

12.16
綱
吉
一
周
忌

九
鬼
隆
抵
　（

20）
摂
津
三
田
　

 36
仙
洞
／
新
院

正
親
町
公
通（

57）／
平
松
時
方（

59）
11.19／

16～
12.16／

13
〃

木
下
俊
量
　（

38）
豊
後
日
出
　

 25
女
院

押
小
路
公
音（

60）
11.19～

12.16
〃

南
部
通
信
　（

37）
陸
奥
八
戸
　

 20
中
宮

武
者
小
路
実
陰（

49）
〃

〃
土
方
豊
義
　（

21）
伊
勢
菰
野
　

 11
大
准
后

伏
原
宣
通（

43）
〃

〃
稲
葉
恒
通
　（

20）②
豊
後
臼
杵
　

 50
妙
法
院
門
跡
堯
延
入
道
親
王（

34）
11.19～

12.18感
応
寺

〃
12.17東

山
上
皇（
新
院
）没

津
軽
信
政
　（

64）⑤
陸
奥
弘
前
　

 46
梶
井
門
跡
道
仁
入
道
親
王（

21）
〃
　
　
　
　
　
瑞
輪
寺

〃
代
伊
達
村
豊
　（

28）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

代
岩
城
秀
隆
　（

37）
出
羽
亀
田
　

 20
代
金
森
頼
旹
　（

41）
美
濃
郡
上
　

 38
宝
永

7（
1710）

2.16
浅
野
長
澄
　（

40）④
備
後
三
次
　

 50広
島

勅
高
野
保
春（

61）・
庭
田
重
条（

61）
3.23～

4.2
賀
歳
首

木
下
俊
量
　（

39）②
豊
後
日
出
　

 25
仙
洞

藤
谷
為
茂（

57）
〃

〃
牧
野
忠
辰
※（

46）
越
後
長
岡
　

 74
九
条
輔
実（

42）
3.18～

4.11
賀
家
宣
継
統
　〈
※

2.24牧
野
免
、
水
野
に
交
代
〉

水
野
忠
直
※（

59）②
信
濃
松
本
　

 70
（
伏
見
宮
邦
永
親
王（

35））
（
翌
年
に
延
期
）

─
─
─
─
─
　〈
※

2.24～
牧
野
に
代
わ
り
九
条
馳
走
役
〉

金
森
頼
旹
　（

42）②
美
濃
郡
上
　

 38
有
栖
川
宮
正
仁
親
王（

17）
3.19～

4.5
賀
家
宣
継
統

松
平
康
豊
　（

26）
石
見
浜
田
　

 50
近
衛
基
煕（

63）※
4.13～

正
徳

2.4.11
〈
※
家
宣
岳
父
、

2年
間
神
田
御
殿
滞
在
〉

牧
野
英
成
　（

40）
丹
後
田
辺
　

 35
鷹
司
兼
煕（

52）
3.19～

4.4
賀
家
宣
継
統

堀
直
利
　
　（

53）③
越
後
村
松
　

 30
二
条
吉
忠（

22）
3.18～

4.9
〃

松
平
定
基
　（

25）
伊
予
今
治
　

 35
（
聖
護
院
門
跡
道
承
法
親
王（

16））
8月
に
延
引

〃
伊
達
村
豊
　（

29）③
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

知
恩
院
門
跡
尊
統
入
道
親
王（

15）
3.23～

4.22
〃

代
小
笠
原
信
辰（

25）
越
前
勝
山
　

 22
代
京
極
高
或
　（

19）
讃
岐
丸
亀
　

 51
代
脇
坂
安
清
　（

26）
播
磨
龍
野
　

 51
代
森
長
直
　
　（

39）
播
磨
赤
穂
　

 20
7.18

秋
月
種
政
※（

53）③
日
向
高
鍋
　

 27
大
覚
寺
門
跡
性
応
入
道
親
王（

21）
8.8～

8.21
両
山
参
詣
　〈
※

8.2病
気
に
つ
き
免
、
毛
利
元
次（

44）周
防
徳
山

30萩
に
交
代
〉

島
津
惟
久
　（

36）②
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

聖
護
院
門
跡
道
承
法
親
王（

16）
〃

〃
代
六
郷
政
晴
　（

36）
出
羽
本
荘
　

 20
8.22

黒
田
長
清
　（

44）④
筑
前
直
方
　

 50福
岡
　

勅
久
我
通
誠（

51）
9.7～

10.16
贈
綱
重（
家
宣
父
）太
政
大
臣

小
笠
原
長
円（

35）
豊
前
中
津
　

 40
仙
洞
／
勅
額

松
木
宗
顕（

53）／
東
園
基
長（

36）
〃
／
閏

8.24～
10.16

〃
池
田
清
定
　（

28）②
因
幡
西
館
新

15鳥
取

女
院

六
条
有
藤（

39）
〃

綱
吉
三
回
忌
法
会

稲
垣
重
房
　（

41）
近
江
山
上
　

 13
新
女
院

清
岡
長
時（

54）
9.7～

9.?
〃

京
極
高
通
　（

20）
讃
岐
多
度
津

10丸
亀

大
准
后

四
条
隆
安（

48）
〃

〃
太
田
資
晴
　（

15）
陸
奥
棚
倉
　

 50
知
恩
院
門
跡
尊
統
入
道
親
王（

15）
閏

8.19～
10.19天

徳
寺

〃
代
溝
口
重
元
　（

31）
越
後
新
発
田

50
代
松
平
近
朝
　（

30）
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

代
大
田
原
扶
清（

22）
下
野
大
田
原

11
閏

8.12
松
浦
棟
　
　（

65）
肥
前
平
戸
　

 61
妙
法
院
門
跡
堯
延
入
道
親
王（

35）
9.24～

10.21
綱
吉
三
回
忌
法
会

相
馬
尊
胤
　（

14）
陸
奥
中
村
　

 60
梶
井
門
跡
道
仁
入
道
親
王（

22）
9.24～

10.22
〃

正
徳
元（

1711）
2.16

仙
石
政
明
　（

53）④
但
馬
出
石
　

 58
勅

高
野
保
春（

62）・
庭
田
重
条（

62）
3.19～

?
賀
歳
首

大
関
増
恒
　（

26）②
下
野
黒
羽
　

 18
仙
洞

梅
小
路
共
方（

59）
〃

〃
細
川
興
栄
　（

54）②
常
陸
谷
田
部

16
女
院

勘
解
由
小
路
韶
光（

49）
〃

〃
北
条
氏
朝
　（

43）
河
内
狭
山
　

 10
新
女
院

岩
倉
乗
具（

46）
〃

〃
片
桐
貞
起
　（

43）
大
和
小
泉
　

 11
大
准
后

石
野
基
顕（

42）
〃

〃
秋
月
種
弘
　（

25）
日
向
高
鍋
　

 27
伏
見
宮
邦
永
親
王（

36）
3.16～

4.5　
青
松
寺

賀
継
統

相
良
頼
福
　（

63）②
肥
後
人
吉
　

 22
一
条
兼
香（

20）
〃
　
　
　
　
　
天
徳
寺

〃
代
伊
東
祐
実
　（

68）
日
向
飫
肥
　

 51
代
津
軽
信
寿
　（

43）
陸
奥
弘
前
　

 46
正
徳

2（
1712）

2.11
黒
田
長
軌
　（

27）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

勅
高
野
保
春（

63）・
庭
田
重
条（

63）
3.5～

3.18
賀
歳
首

堀
親
賢
　
　（

28）②
信
濃
飯
田
　

 20
仙
洞

藤
谷
為
茂（

59）
〃

〃
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津
軽
信
寿
　（

44）
陸
奥
弘
前
　

 46
円
満
院
門
跡
覚
尊
入
道
親
王（

16）※
3.4～

3.21　
天
徳
寺

賀
継
統
　〈
※
の
ち
輪
王
寺
門
跡
公
寛
入
道
親
王
〉

松
平
定
基
　（

27）②
伊
予
今
治
　

 35
一
乗
院
門
跡
尊
賞
入
道
親
王（

14）
3.3～

3.21　
青
松
寺

〃
代
浅
野
長
澄
　（

42）
備
後
三
次
　

 50広
島

代
池
田
政
倚
　（

44）
備
中
岡
山
新

25岡
山

3.26
戸
沢
正
庸
　（

49）
出
羽
新
庄
　

 68
勅

久
我
通
誠（

53）
5.2～

5.15
家
綱
三
十
三
回
忌
法
会

木
下
㒶
定
　（

60）②
備
中
足
守
　

 25
仙
洞

園
基
勝（

50）
〃

〃
毛
利
元
平
　（

38）
長
門
新
田
　

 10長
府

女
院

西
洞
院
時
成（

68）
〃

〃
加
藤
泰
恒
　（

56）⑤
伊
予
大
洲
　

 60
妙
法
院
門
跡
堯
延
入
道
親
王（

37）
4.21～

5.16
〃

京
極
高
或
　（

21）
讃
岐
丸
亀
　

 51
青
蓮
院
門
跡
尊
祐
入
道
親
王（

16）
4.24～

5.17
〃

代
九
鬼
隆
抵
　（

23）
摂
津
三
田
　

 36
代
池
田
政
倚
　（

44）
備
中
岡
山
新

25岡
山

代
森
長
直
　
　（

41）
播
磨
赤
穂
　

 20
4. 4

一
柳
頼
徳
　（

47）
伊
予
小
松
　

 10
新
女
院

清
岡
長
時（

56）
5.2～

5.15
家
綱
三
十
三
回
忌
法
会

家
継

期
正
徳

2（
1712）

10.27
亀
井
茲
親
　（

44）⑥
石
見
津
和
野

43
勅

久
我
通
誠（

53）
11.10～

11.16
贈
家
宣
正
一
位
太
政
大
臣
　

10.14徳
川
家
宣
没

六
郷
政
晴
　（

38）③
出
羽
本
荘
　

 20
仙
洞

中
院
通
躬（

45）
〃

〃
大
田
原
扶
清（

24）②
下
野
大
田
原

11
新
女
院

小
倉
煕
季（

62）
〃

〃
代
溝
口
重
元
　（

33）
越
後
新
発
田

50
代
南
部
通
信
　（

40）
陸
奥
八
戸
　

 20
正
徳

3（
1713）

2.16
伊
東
祐
実
　（

70）⑦
日
向
飫
肥
　

 51
勅

徳
大
寺
公
全（

36）・
庭
田
重
条（

64）
3.25～

4.11
家
継
将
軍
宣
下

毛
利
高
慶
　（

39）③
豊
後
佐
伯
　

 20
仙
洞

梅
小
路
共
方（

61）
〃

〃
鍋
島
直
堅
　（

19）
肥
前
鹿
島
　

 20佐
賀

新
女
院

万
里
小
路
尚
房（

32）
〃

〃
中
川
久
忠
　（

17）
豊
後
岡
　
　

 70
近
衛
家
煕（

47）
3.23～

5.1　
近
衛
御
殿

〃
溝
口
重
元
　（

34）②
越
後
新
発
田

50
九
条
師
孝（

26）
3.23～

4.16
伝
奏
屋
敷

〃
代
鍋
島
直
称
　（

47）
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

代
島
津
惟
久
　（

39）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

8.11
堀
直
佑
　
　（

59）③
信
濃
須
坂
　

 10
勅
額

風
早
公
長（

48）
9.6～

?
家
宣
廟
へ
賜
勅
額

8. ?霊
元
上
皇
落
飾

9. 2
浅
野
長
澄
　（

43）⑤
備
後
三
次
　

 50広
島

勅
久
我
通
誠（

54）
9.23～

10.20
家
宣
一
周
忌

森
長
直
　
　（

42）②
播
磨
赤
穂
　

 20
法
皇

押
小
路
公
音（

64）
〃

〃
伊
東
長
救
　（

52）
備
中
岡
田
　

 10
女
院

油
小
路
隆
典（

30）
〃

〃
代
脇
坂
安
清
　（

29）
播
磨
龍
野
　

 51
代
南
部
通
信
　（

41）
陸
奥
八
戸
　

 20
10.21

池
田
仲
央
　（

22）
因
幡
東
館
新

30鳥
取

聖
護
院
門
跡
道
承
法
親
王（

19）
11.6～

11.15
終
入
峯

代
堀
親
賢
　
　（

30）
信
濃
飯
田
　

 20
正
徳

4（
1714）

2. 6
脇
坂
安
清
　（

30）
播
磨
龍
野
　

 51
勅

徳
大
寺
公
全（

37）・
庭
田
重
条（

65）
3.9～

3.18
賀
歳
首

南
部
通
信
　（

42）②
陸
奥
八
戸
　

 20
法
皇

東
園
基
長（

40）
〃

〃
代
京
極
高
或
　（

23）
讃
岐
丸
亀
　

 51
代
堀
親
賢
　
　（

31）
信
濃
飯
田
　

 20
8.18

仙
石
政
明
※（

56）⑤
但
馬
出
石
　

 58
勅

久
我
通
誠（

55）
10.9～

11.16
家
宣
三
回
忌
・
綱
吉
七
回
忌
　〈
※

10.11忌
に
つ
き
亀
井
茲
親（

46）に
交
代
〉

島
津
惟
久
　（

40）③
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

法
皇

坊
城
俊
清（

48）
〃

〃
六
郷
政
晴
　（

40）④
出
羽
本
荘
　

 20
女
院

冷
泉
為
経（

61）
〃

〃
鍋
島
直
称
　（

48）②
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

梶
井
門
跡
道
仁
入
道
親
王（

26）
10.24～

11.18
綱
吉
七
回
忌

代
亀
井
茲
親
　（

46）
石
見
津
和
野

43
代
秋
月
種
弘
　（

28）
日
向
高
鍋
　

 27
11.晦

金
森
頼
旹
　（

46）③
美
濃
郡
上
　

 38
二
条
綱
平（

43）
翌

3.?～
5.11

家
康
百
回
忌

九
鬼
隆
抵
　（

25）②
摂
津
三
田
　

 36
妙
法
院
門
跡
堯
延
入
道
親
王（

39）
〃
　
　
　
　
天
徳
寺

〃
松
平
近
朝
　（

34）②
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

青
蓮
院
門
跡
尊
祐
入
道
親
王（

18）
〃
　
　
　
　
青
松
寺

〃
代
秋
月
種
弘
　（

28）
日
向
高
鍋
　

 27
代
加
藤
嘉
矩
　（

22）
近
江
水
口
　

 25
正
徳

5（
1715）

2.11
鍋
島
直
英
　（

17）
肥
前
小
城
　

 73佐
賀

勅
徳
大
寺
公
全（

38）・
庭
田
重
条（

66）
3.23～

5.11
賀
歳
首
・
家
康
百
回
忌

相
良
長
興
　（

23）
肥
後
人
吉
　

 22
法
皇

梅
小
路
共
方（

63）
〃

〃
代
織
田
成
純
　（

40）
大
和
柳
本
　

 10
正
徳

6（
1716）

2.13
加
藤
泰
統
　（

28）
伊
予
大
洲
　

 60
勅

徳
大
寺
公
全（

39）・
庭
田
重
条（

67）
3.4～

3.14以
降

賀
歳
首

（
享
保
元
）

毛
利
匡
広
　（

42）②
長
門
長
府
　

 38萩
法
皇

東
園
基
長（

42）
〃

〃
代
小
出
英
貞
　（

33）
丹
波
園
部
　

 26
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吉
宗

期
享
保
元（

1716）
5.13

伊
東
祐
永
　（

28）
日
向
飫
肥
　

 51
勅

正
親
町
公
通（

64）
5.22～

5.28
贈
家
継
正
一
位
太
政
大
臣

4.30徳
川
家
継
没

田
村
誠
顕
　（

47）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

法
皇

日
野
輝
光（

47）
〃

〃
京
極
高
通
　（

26）②
讃
岐
多
度
津

10丸
亀

女
院

阿
野
公
緒（

51）
〃

〃
代
秋
月
種
弘
　（

30）
日
向
高
鍋
　

 27
7.朔

溝
口
重
元
※（

37）③
越
後
新
発
田

50
勅

徳
大
寺
公
全（

39）・
庭
田
重
条（

67）
8.7～

8.24
吉
宗
将
軍
宣
下
　〈
※

8.9忌
中
に
つ
き
加
藤
嘉
矩（

24）近
江
水
口

25に
交
代
〉

毛
利
高
慶
　（

42）④
豊
後
佐
伯
　

 20
法
皇

東
園
基
長（

42）
〃

〃
大
田
原
扶
清（

28）③
下
野
大
田
原

11
女
院

園
基
香（

26）
〃

〃
諏
訪
忠
虎
　（

54）
信
濃
高
島
　

 30
二
条
吉
忠（

28）
8.11～

8.25　
 天
徳
寺

〃
島
津
惟
久
　（

42）④
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

一
条
兼
香（

25）
8.9～

8.26　
　
青
松
寺

〃
代
加
藤
嘉
矩
　（

24）
近
江
水
口
　

 25
代
細
川
興
生
　（

18）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

享
保

2（
1717）

3. 5
亀
井
茲
親
　（

49）⑦
石
見
津
和
野

43
勅

鷲
尾
隆
長（

46）
4.11～

5.11
家
継
一
周
忌（
江
戸
大
火
に
よ
り
賀
歳
首
中
止
）

秋
月
種
弘
　（

31）②
日
向
高
鍋
　

 27
法
皇

西
洞
院
時
成（

73）
〃

〃
北
条
氏
朝
　（

49）②
河
内
狭
山
　

 10
女
院

甘
露
寺
尚
長（

33）
〃

〃
細
川
興
栄
　（

60）③
常
陸
谷
田
部

16
勅
額

滋
野
井
公
澄（

48）
4.6～

5.11　
　
天
徳
寺

霊
元
法
皇
勅
額
を
家
継
霊
廟
へ

代
池
田
清
定
　（

35）
因
幡
西
館
新

15鳥
取

代
黒
田
長
貞
　（

24）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

享
保

3（
1718）

2.11
京
極
高
栄
　（

29）
但
馬
豊
岡
　

 35
勅

徳
大
寺
公
全（

41）・
庭
田
重
条（

69）
3.4～

3.13　
　
青
松
寺

賀
歳
首

森
長
直
　
　（

47）③
播
磨
赤
穂
　

 20
法
皇

梅
小
路
共
方（

66）
〃
　
　
　
　
　
天
徳
寺

〃
脇
坂
安
清
　（

34）②
播
磨
龍
野
　

 51
伏
見
宮
貞
建
親
王（

19）
3.朔
～

3.16　
感
応
寺

賀
吉
宗
継
統

黒
田
長
貞
　（

25）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

鷹
司
兼
煕（

60）
3.2～

3.15　
　
瑞
林
寺

〃
代
有
馬
一
準
　（

22）
越
前
丸
岡
　

 50
代
木
下
㒶
定
　（

66）
備
中
足
守
　

 25
3.19

伊
達
村
豊
　（

37）④
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

勅
久
我
通
誠（

59）
4.23～

5.7　
　
天
徳
寺

家
継
三
回
忌

毛
利
匡
広
　（

44）③
長
門
長
府
　

 38萩
法
皇

西
園
寺
致
季（

36）
〃
　
　
　
　
　
青
松
寺

〃
松
平
直
之
※（

37）
越
後
糸
魚
川

10
女
院

石
井
行
康（

46）
〃

〃
　〈
※

4.12忌
に
つ
き
建
部
政
周（

45）播
磨
林
田

10に
交
代
〉

代
細
川
興
生
　（

20）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

代
建
部
政
周
　（

45）
播
磨
林
田
　

 10
8. 5

相
馬
尊
胤
　（

22）②
陸
奥
中
村
　

 60
近
衛
家
久（

32）
9.18～

?　
　
 
天
徳
寺

賀
吉
宗
継
統

鍋
島
直
恒
　（

18）
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

梶
井
門
跡
道
仁
入
道
親
王（

30）
9.18～

10.2　
 青
松
寺

〃
細
川
興
生
　（

20）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

三
宝
院
門
跡
房
演（

49）
9.19～

9.29　
 感
応
寺

〃
代
島
津
惟
久
　（

44）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

代
毛
利
高
慶
　（

44）
豊
後
佐
伯
　

 20
8.16

藤
堂
高
陳
　（

18）
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

醍
醐
冬
煕（

40）
10.9～

10.20　
天
徳
寺

家
宣
七
回
忌

六
郷
政
晴
　（

44）⑤
出
羽
本
荘
　

 20
法
皇

園
基
香（

28）
〃
　
　
　
　
　
青
松
寺

〃
池
田
清
定
※（

36）③
因
幡
西
館
新

15鳥
取

女
院

久
世
通
夏（

49）
〃

〃
　〈
※

9.9没
に
よ
り

9.10松
平
近
朝（

38）出
雲
広
瀬

30松
江
に
交
代
〉

代
仙
石
政
房
　（

46）
但
馬
出
石
　

 58
代
松
平
近
朝
　（

38）
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

享
保

4（
1719）

2. 9
毛
利
匡
広
　（

45）④
長
門
長
府
　

 38萩
勅

徳
大
寺
公
全（

42）・
中
院
通
躬（

52）
3.9～

3.20
賀
歳
首

佐
竹
義
道
　（

19）
出
羽
秋
田
新

20秋
田

法
皇

東
園
基
長（

45）
〃

〃
松
平
近
朝
　（

39）③
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

二
条
綱
平（

48）
3.6～

3.19
〃

田
村
誠
顕
　（

50）②
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

京
極
宮
家
仁
親
王（

17）
3.7～

3.18
〃

代
細
川
利
恭
　（

19）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

代
九
鬼
隆
寛
　（

20）
丹
波
綾
部
　

 19
享
保

5（
1720）

8. 7
諏
訪
忠
虎
　（

58）②
信
濃
高
島
　

 30
勅

中
院
通
躬（

53）・
中
山
兼
親（

37）
9.9～

9.18
賀
歳
首

大
関
増
恒
　（

35）③
下
野
黒
羽
　

 18
法
皇

梅
小
路
共
方（

68）
〃

〃
秋
月
種
弘
　（

34）③
日
向
高
鍋
　

 27
一
乗
院
門
跡
尊
賞
入
道
親
王（

22）
9.8～

9.19
〃

細
川
利
恭
　（

20）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

大
乗
院
門
跡
隆
尊（

30）
9.8～

9.18
〃

代
毛
利
匡
広
　（

46）
長
門
長
府
　

 38萩
8.29

亀
井
茲
親
　（

52）⑧
石
見
津
和
野

43
勅

西
園
寺
致
季（

38）
10.4～

10.17
綱
吉
十
三
回
忌

大
田
原
扶
清（

32）④
下
野
大
田
原

11
法
皇

冷
泉
為
綱（

57）
〃

〃
相
馬
尊
胤
　（

24）③
陸
奥
中
村
　

 60
梶
井
門
跡
道
仁
入
道
親
王（

32）
9.23～

10.19
〃

伊
東
祐
永
　（

32）②
日
向
飫
肥
　

 51
青
蓮
院
門
跡
尊
祐
入
道
親
王（

24）
9.23～

10.18
〃

代
毛
利
匡
広
　（

46）
長
門
長
府
　

 38萩
享
保

6（
1721）

2. 7
仙
石
政
房
　（

49）
但
馬
出
石
　

 58
勅

中
院
通
躬（

54）・
中
山
兼
親（

38）
3.7～

?
賀
歳
首
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345

市
橋
直
方
　（

33）
近
江
仁
正
寺

17
法
皇

東
園
基
長（

47）
〃

〃
稲
垣
昭
賢
　（

24）
下
野
烏
山
　

 25
九
条
幸
教（

22）
3.6～

3.18
〃

代
内
藤
頼
卿
　（

21）
信
濃
高
遠
　

 33
享
保

7（
1722）

2. 7
脇
坂
安
清
※（

38）③
播
磨
龍
野
　

 51
勅

中
院
通
躬（

55）・
中
山
兼
親（

39）
3.3～

?
賀
歳
首
　〈
※

2.9没
に
よ
り

2.12有
馬
一
準（

26）越
前
丸
岡

50に
交
代
〉

相
良
長
在
　（

20）
肥
後
人
吉
　

 22
法
皇

梅
小
路
共
方（

70）
〃

〃
中
川
久
忠
　（

26）②
豊
後
岡
　
　

 70
仁
和
寺
門
跡
守
恕
入
道
親
王（

17）
3.2～

3.13
〃

7. 3
上

米
制

発
令

代
有
馬
一
準
　（

26）
越
前
丸
岡
　

 50
2.12

代
黒
田
長
貞
　（

29）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

享
保

8（
1723）

2.12
稲
葉
菫
通
　（

18）
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

中
院
通
躬（

56）・
中
山
兼
親（

40）
3.2～

3.11
賀
歳
首

田
村
誠
顕
　（

54）③
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

法
皇

坊
城
俊
清（

57）
〃

〃
代
秋
月
種
弘
　（

37）
日
向
高
鍋
　

 27
享
保

9（
1724）

2.12
藤
堂
高
治
　（

15）
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

中
院
通
躬（

57）・
中
山
兼
親（

41）
3.3～

3.11
賀
歳
首

堀
直
為
　
　（

27）
越
後
村
松
　

 30
法
皇

東
園
基
長（

50）
〃

〃
代
池
田
仲
央
　（

33）
因
幡
東
館
新

30鳥
取

享
保

10（
1725）

3.16
伊
東
祐
永
　（

37）③
日
向
飫
肥
　

 51
勅

中
院
通
躬（

58）・
中
山
兼
親（

42）
4.6～

4.18
賀
歳
首
・
家
重
元
服

佐
竹
義
道
　（

25）②
出
羽
秋
田
新

20秋
田

法
皇

坊
城
俊
清（

59）
〃

〃
代
細
川
利
恭
　（

24）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

享
保

11（
1726）

2.16
細
川
利
恭
　（

26）②
肥
後
新
田
　

 35熊
本

勅
中
院
通
躬（

59）・
中
山
兼
親（

43）
3.7～

3.15
賀
歳
首

池
田
仲
央
　（

35）②
因
幡
東
館
新

30鳥
取

法
皇

東
園
基
長（

52）
〃

〃
代
伊
達
村
豊
　（

45）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

享
保

12（
1727）

閏
1.12

酒
井
忠
予
　（

71）③
出
羽
松
山
　

 20庄
内

勅
中
山
兼
親（

44）・
園
基
香（

37）
2.5～

2.18 
賀
歳
首

大
田
原
扶
清（

39）⑤
下
野
大
田
原

11
法
皇

坊
城
俊
清（

61）
〃

〃
代
島
津
忠
雅
　（

26）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

享
保

13（
1728）

6.22
毛
利
広
豊
　（

20）
周
防
徳
山
　

 30萩
勅

中
山
兼
親（

45）・
園
基
香（

38）
7.19～

7.28
賀
歳
首
・
昭
仁
親
王
立
坊

4.13～
4.21吉

宗
日
光
社
参

岩
城
隆
韶
　（

22）
出
羽
亀
田
　

 20
法
皇

坊
城
俊
清（

62）
〃

〃
松
平
定
賢
　（

20）
越
後
高
田
　

 113
東
宮

庭
田
重
孝（

37）
〃

〃
代
秋
月
種
弘
　（

42）
日
向
高
鍋
　

 27
享
保

14（
1729）

2. 8
島
津
忠
雅
　（

28）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

勅
中
山
兼
親（

46）・
園
基
香（

39）
3.2～

3.11
賀
歳
首

毛
利
高
慶
　（

55）⑤
豊
後
佐
伯
　

 20
法
皇

藤
谷
為
信（

55）
〃

〃
代
南
部
広
信
　（

24）
陸
奥
八
戸
　

 20
享
保

15（
1730）

2. 8
鍋
島
直
英
　（

32）②
肥
前
小
城
　

 73佐
賀

勅
中
山
兼
親（

47）・
園
基
香（

40）
3.2～

3.11
賀
歳
首

佐
竹
義
道
　（

30）③
出
羽
秋
田
新

20秋
田

法
皇

坊
城
俊
清（

64）
〃

〃
代
池
田
仲
央
　（

39）
因
幡
東
館
新

30鳥
取

享
保

16（
1731）

2. 6
田
村
村
顕
　（

25）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

勅
中
山
兼
親（

48）・
園
基
香（

41）
3.4～

3.13
賀
歳
首

上
米

制
廃

止
分
部
光
忠
　（

34）
近
江
大
溝
　

 20
法
皇

藤
谷
為
信（

57）
〃

〃
代
南
部
広
信
　（

26）
陸
奥
八
戸
　

 20
享
保

17（
1732）

2. 4
藤
堂
高
豊
　（

16）
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

中
山
兼
親（

49）・
三
条
西
公
福（

36）
3.4～

3.13
賀
歳
首

池
田
仲
央
　（

41）③
因
幡
東
館
新

30鳥
取

法
皇

坊
城
俊
清（

66）
〃

〃
8.6霊

元
法
皇
没

代
加
藤
泰
温
　（

17）
伊
予
大
洲
　

 60
享
保

18（
1733）

2. 6
脇
坂
安
興
　（

17）
播
磨
龍
野
　

 51
勅

中
山
兼
親（

50）・
三
条
西
公
福（

37）
3.11～

3.21
賀
歳
首

代
内
藤
頼
卿
　（

33）
信
濃
高
遠
　

 33
享
保

19（
1734）

2. 3
有
馬
孝
純
　（

18）
越
前
丸
岡
　

 50
勅

中
山
兼
親（

51）・
三
条
西
公
福（

38）
3.5～

3.15
賀
歳
首

京
極
高
矩
　（

17）
讃
岐
丸
亀
　

 51
知
恩
院
門
跡
尊
胤
入
道
親
王（

20）
〃
　
　
　
　
　
　
天
徳
寺

〃
代
伊
東
祐
永
　（

46）
日
向
飫
肥
　

 51
享
保

20（
1735）

閏
3.8

間
部
詮
方
　（

27）
越
前
鯖
江
　

 50
勅

葉
室
頼
胤（

39）・
冷
泉
為
久（

50）
4.2～

4.13
賀
歳
首

3.21中
御
門
天
皇
譲
位

堀
親
蔵
　
　（

21）
信
濃
飯
田
　

 20
仙
洞

園
基
香（

45）
〃

〃
桜
町
天
皇
即
位

代
諏
訪
忠
林
　（

33）
信
濃
高
島
　

 30
元
文
元（

1736）
2. 4

加
藤
泰
温
　（

21）
伊
予
大
洲
　

 60
勅

葉
室
頼
胤（

40）・
冷
泉
為
久（

51）
3.13～

3.23
賀
歳
首

浅
野
長
賢
　（

44）
安
芸
広
島
新

30広
島

仙
洞

難
波
宗
建（

40）
〃

〃
代
伊
達
村
豊
　（

55）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

元
文

2（
1737）

2. 7
亀
井
茲
延
　（

16）
石
見
津
和
野

43
勅

葉
室
頼
胤（

41）・
冷
泉
為
久（

52）
3.5～

3.16
賀
歳
首

六
郷
政
長
　（

32）
出
羽
本
荘
　

 20 
仙
洞

園
基
香（

47）
〃

〃
4.11中

御
門
上
皇
没

秋
月
種
美
　（

20）
日
向
高
鍋
　

 27
勅
／
女
御

久
我
通
兄（

29）／
岡
崎
国
広（

47）
〃

女
御
入
内

代
岩
城
隆
韶
　（

31）
出
羽
亀
田
　

 20
8. 3

金
森
頼
錦
　（

25）
美
濃
郡
上
　

 38
勅

葉
室
頼
胤（

41）・（
冷
泉
為
久（

52）※
）

9.4～
9.16

賀
家
治
誕
生
〈
※
病
に
よ
り
参
向
道
中
帰
洛
〉

代
木
下
長
保
　（

32）
豊
後
日
出
　

 25
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元
文

3（
1738）

2. 2
黒
田
長
貞
　（

45）②
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

勅
葉
室
頼
胤（

42）・
冷
泉
為
久（

53）
3.朔
～

3.7
賀
歳
首

代
相
良
長
在
　（

36）
肥
後
人
吉
　

 22
元
文

4（
1739）

2. 4
仙
石
政
辰
　（

17）
但
馬
出
石
　

 58
勅

葉
室
頼
胤（

43）・
冷
泉
為
久（

54）
3.2～

3.9
賀
歳
首

代
溝
口
直
温
　（

24）
越
後
新
発
田

50
元
文

5（
1740）

2. 5
毛
利
匡
敬
　（

16）
長
門
長
府
　

 47萩
勅

葉
室
頼
胤（

44）・
冷
泉
為
久（

55）
3.13～

3.23
賀
歳
首

代
伊
達
村
信
　（

21）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

寛
保
元（

1741）
6.21

戸
沢
正
勝
　（

23）
出
羽
新
庄
　

 61
勅

葉
室
頼
胤（

45）・
冷
泉
為
久（

56）
7.29～

8.19
賀
歳
首
、
吉
宗
・
家
重
転
任
、
家
治
元
服

伊
達
村
信
　（

22）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

准
后

五
辻
広
仲（

55）
〃

〃
代
津
軽
信
著
　（

23）
陸
奥
弘
前
　

 46
寛
保

2（
1742）

2. 5
藤
堂
高
雅
　（

22）
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

久
我
通
兄（

34）・（
葉
室
頼
胤（

46）※
）

3.16～
3.24

賀
歳
首
〈
※
病
に
よ
り
参
向
せ
ず
〉

津
軽
信
著
　（

24）
陸
奥
弘
前
　

 46
大
乗
院
門
跡
隆
遍（

22）
?～

3.25
〃

代
加
藤
泰
温
　（

27）
伊
予
大
洲
　

 60
寛
保

3（
1743）

2. 3
溝
口
直
温
　（

28）
越
後
新
発
田

50
勅

久
我
通
兄（

35）・
葉
室
頼
胤（

47）
3.朔
～

3.7
賀
歳
首

代
細
川
興
里
　（

22）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

延
享
元（

1744）
2. 8

細
川
興
里
　（

23）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

勅
久
我
通
兄（

36）・
葉
室
頼
胤（

48）
3.15～

3.21
賀
歳
首

代
木
下
俊
能
　（

20）
豊
後
日
出
　

 25
延
享

2（
1745）

正
． 13

松
平
光
雄
　（

30）
信
濃
松
本
　

 60
梶
井
門
跡
叡
仁
入
道
親
王（

16）
2.25～

?
紅
葉
山
法
華
八
講

代
（
不
詳
）

2.12
亀
井
茲
胤
　（

20）
石
見
津
和
野

43
勅

久
我
通
兄（

37）・
葉
室
頼
胤（

49）
4.朔
～

4.7
賀
歳
首

代
（
不
詳
）

家
重

期
延
享

2（
1745）

9.18
中
川
久
貞
　（

22）
豊
後
岡
　
　

 70
勅

久
我
通
兄（

37）・
葉
室
頼
胤（

49）
10.27～

11.9
家
重
将
軍
宣
下

9.25徳
川
吉
宗
隠
居

池
田
政
方
　（

33）
備
中
岡
山
新

25岡
山

准
后

長
谷
範
昌（

51）
〃

〃
脇
坂
安
興
　（

29）②
播
磨
龍
野
　

 51
一
条
道
香（

24）
10.26～

11.15
〃

秋
田
延
季
　（

25）
陸
奥
三
春
　

 50
二
条
宗
基（

19）
10.26～

?
〃

代
（
不
詳
）

延
享

3（
1746）

2. 6
九
鬼
隆
邑
　（

20）
摂
津
三
田
　

 36
勅

久
我
通
兄（

38）・
葉
室
頼
胤（

50）
4.19～

4.27
賀
歳
首

《
2.17馳

走
所
金
屛
風
使
用
制
限
令
》

代
（
不
詳
）

延
享

4（
1747）

7.12
有
馬
孝
純
※（

31）②
越
前
丸
岡
　

 50
勅

久
我
通
兄（

39）・
葉
室
頼
胤（

51）
8.15～

8.24
賀
歳
首
・
桃
園
天
皇
受
禅
　〈
※
忌
に
つ
き

8.3島
津
忠
雅（

46）日
向
佐
土
原

27
毛
利
広
豊
　（

39）②
周
防
徳
山
　

 30萩
院

八
条
隆
英（

46）
〃

〃
 

鹿
児
島
に
交
代
〉

木
下
俊
能
　（

23）
豊
後
日
出
　

 25
大
宮

岩
倉
恒
具（

47）
〃

〃
5.2桜

町
天
皇
譲
位
、
桃
園
天
皇
即
位

代
（
不
詳
）

寛
延
元（

1748）
2. 7

有
馬
孝
純
　（

32）③
越
前
丸
岡
　

 50
勅

久
我
通
兄（

40）・
柳
原
光
綱（

38）
3.19～

3.27
賀
歳
首

森
忠
洪
　
　（

21）
播
磨
赤
穂
　

 20
院

八
条
隆
英（

47）
〃

〃
南
部
信
興
　（

24）
陸
奥
八
戸
　

 20
大
宮

姉
小
路
公
文（

36）
〃

〃
藤
堂
高
雅
　（

28）②
伊
勢
久
居
　

 53津
円
満
院
門
跡
祐
常（

26）
3.7～

3.28
賀
家
重
継
統

鍋
島
直
員
　（

23）
肥
前
小
城
　

 73佐
賀

大
乗
院
門
跡
隆
遍（

28）
3.7～

?
〃

代
島
津
忠
雅
　（

47）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

代
織
田
信
旧
　（

39）
丹
波
柏
原
　

 20
寛
延

2（
1749）

正
． 27

稲
葉
泰
通
　（

20）
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

久
我
通
兄（

41）・
柳
原
光
綱（

39）
3.朔
～

3.9
賀
歳
首

毛
利
高
丘
　（

22）
豊
後
佐
伯
　

 20
院

八
条
隆
英（

48）
〃

〃
間
部
詮
方
　（

41）②
越
前
鯖
江
　

 50
近
衛
内
前（

22）
3.朔
～

3.15
賀
家
重
継
統

代
秋
月
種
美
　（

32）
日
向
高
鍋
　

 27
寛
延

3（
1750）

2.11
堀
直
堯
　
　（

34）
越
後
村
松
　

 30
勅

久
我
通
兄（

42）・
柳
原
光
綱（

40）
3.朔
～

3.8
賀
歳
首

島
津
忠
雅
　（

49）②
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

院
八
条
隆
英（

49）
〃

〃
4.23桜

町
上
皇
没

浅
野
長
喬
　（

19）
安
芸
広
島
新

30広
島

勘
修
寺
門
跡
寛
宝
入
道
親
王（

18）※
2.29～

3.14
賀
家
重
継
統
　〈
※
の
ち
還
俗
し
て
伏
見
宮
邦
頼
親
王
〉

関
政
富
　
　（

28）
備
中
新
見
　

 18
醍
醐
冬
煕（

72）
2.29～

3.9
〃

代
細
川
興
文
　（

28）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

代
木
下
俊
泰
　（

25）
豊
後
日
出
　

 25
宝
暦
元（

1751）
2. 9

亀
井
茲
胤
　（

26）②
石
見
津
和
野

43
勅

柳
原
光
綱（

41）・
広
橋
兼
胤（

37）
3.13～

3.20
賀
歳
首

代
（
不
詳
）

閏
6. 4

加
藤
泰
衑
　（

24）
伊
予
大
洲
　

 60
勅

三
条
実
顕（

44）
閏

6.28～
7 .5

贈
吉
宗
正
一
位
太
政
大
臣

6.20徳
川
吉
宗
没

佐
竹
義
道
　（

51）④
出
羽
秋
田
新

20秋
田

女
院

正
親
町
実
連（

32）
〃

〃
代
（
不
詳
）

宝
暦

2（
1752）

2. 7
伊
東
祐
隆
　（

37）②
日
向
飫
肥
　

 51
勅

柳
原
光
綱（

42）・
広
橋
兼
胤（

38）
3.朔
～

3.9
賀
歳
首
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343

藤
堂
高
雅
　（

32）③
伊
勢
久
居
　

 53津
伏
見
宮
貞
建
親
王（

53）
2.25～

3.16　
天
徳
寺

賀
家
重
継
統

細
川
興
文
　（

30）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

西
園
寺
致
季（

70）
2.27～

3.15
〃

木
下
俊
泰
　（

27）
豊
後
日
出
　

 25
花
山
院
常
雅（

53）
2.28～

3.10
〃

代
（
不
詳
）

宝
暦

3（
1753）

2. 4
田
村
村
顕
　（

47）②
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

勅
柳
原
光
綱（

43）・
広
橋
兼
胤（

39）
3.朔
～

3.9
賀
歳
首

代
（
不
詳
）

宝
暦

4（
1754）

2. 5
津
軽
信
寧
　（

16）
陸
奥
弘
前
　

 46
勅

柳
原
光
綱（

44）・
広
橋
兼
胤（

40）
閏

2.2～
閏

2.9
賀
歳
首

代
（
不
詳
）

宝
暦

5（
1755）

2. 4
黒
田
長
邦
　（

34）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

勅
柳
原
光
綱（

45）・
広
橋
兼
胤（

41）
3.4～

3.15
賀
歳
首

代
（
不
詳
）

宝
暦

6（
1756）

2. 4
九
鬼
隆
邑
　（

30）②
摂
津
三
田
　

 36
勅

柳
原
光
綱（

46）・
広
橋
兼
胤（

42）
3.朔
～

3.10
賀
歳
首

島
津
久
柄
　（

23）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

勅
正
親
町
三
条
公
積（

36）
〃

女
御
入
内

織
田
信
旧
　（

47）
丹
波
柏
原
　

 20
女
御

大
原
栄
敦（

53）
〃

〃
伊
東
祐
隆
　（

41）③
日
向
飫
肥
　

 51
伏
見
宮
邦
忠
親
王（

26）
2.25～

3.16
？

藤
堂
高
雅
　（

36）④
伊
勢
久
居
　

 53津
知
恩
院
門
跡
尊
峯
入
道
親
王（

16）
2.27～

3.21　
天
徳
寺

？
代
脇
坂
安
弘
　（

19）
播
磨
龍
野
　

 51
代
木
下
利
忠
　（

19）
備
中
足
守
　

 25
宝
暦

7（
1757）

2. 3
亀
井
矩
貞
　（

19）
石
見
津
和
野

43
勅

柳
原
光
綱（

47）・
広
橋
兼
胤（

43）
3.朔
～

3.9
賀
歳
首

代
仙
石
政
辰
　（

35）
但
馬
出
石
　

 58
10.20

木
下
利
忠
　（

20）
備
中
足
守
　

 25
聖
護
院
門
跡
増
賞
入
道
親
王（

24）
11.12～

11.22
入
峰
帰

代
池
田
政
方
　（

45）
備
中
岡
山
新

25岡
山

宝
暦

8（
1758）

2.10
加
藤
泰
衑
　（

31）②
伊
予
大
洲
　

 60
勅

柳
原
光
綱（

48）・
広
橋
兼
胤（

44）
3.12～

3.29
賀
歳
首

代
（
不
詳
）

宝
暦

9（
1759）

2. 5
細
川
利
寛
　（

46）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

勅
柳
原
光
綱（

49）・
広
橋
兼
胤（

45）
3.朔
～

3.9
賀
歳
首

代
浅
野
長
喬
　（

28）
安
芸
広
島
新

30広
島

12.12
中
川
久
貞
　（

36）②
豊
後
岡
　
　

 70
勅

柳
原
光
綱（

49）・
広
橋
兼
胤（

45）
翌
．
正
．

25～
2.14

賀
歳
首
、
家
重
転
任
・
家
治
兼
任

伊
達
村
信
　（

40）②
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

女
院

六
条
有
栄（

33）
〃

〃
毛
利
広
寛
　（

25）
周
防
徳
山
　

 30萩
准
后

五
辻
盛
仲（

50）
〃

〃
代
京
極
高
矩
　（

42）
讃
岐
丸
亀
　

 51
代
堀
直
堯
　
　（

43）
越
後
村
松
　

 30

家
治

期
宝
暦

10（
1760）

7.10
田
村
村
隆
　（

24）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

勅
柳
原
光
綱（

50）・
広
橋
兼
胤（

46）
8.29～

9.8
家
治
将
軍
宣
下

5.13徳
川
家
重
隠
居

分
部
光
庸
　（

24）
近
江
大
溝
　

 20
女
院

難
波
宗
城（

37）
〃

〃
池
田
政
員
　（

24）
備
中
岡
山
新

15岡
山

准
后

樋
口
基
康（

55）
〃

〃
仙
石
政
辰
　（

38）②
但
馬
出
石
　

 58
鷹
司
輔
平（

22）
8.28～

9.22　
天
徳
寺

〃
稲
葉
泰
通
　（

31）②
豊
後
臼
杵
　

 50
九
条
道
前（

15）
8.28～

9.19　
青
松
寺

〃
代
浅
野
長
喬
※（

29）
安
芸
広
島
新

30広
島

　
　
　
　〈
※
田
村
・
仙
石
・
稲
葉
の
代
り
〉

代
岩
城
隆
恭
※（

37）
出
羽
亀
田
　

 20
　
　
　
　〈
※
分
部
・
池
田
の
代
り
〉

宝
暦

11（
1761）

2. 6
加
藤
明
煕
※（

41）
近
江
水
口
　

 25
勅

広
橋
兼
胤（

47）・
姉
小
路
公
文（

49）
3.5～

3.14
賀
歳
首
　〈
※

2.20病
に
よ
り
浅
野
長
喬（

30）広
島
新
田

30広
島
に
交
代
〉

佐
竹
義
道
　（

61）⑤
出
羽
秋
田
新

20秋
田

三
条
実
顕（

54）
3.朔
～

3.14
賀
家
治
継
統

代
浅
野
長
喬
　（

30）
安
芸
広
島
新

30広
島

6.晦
津
軽
信
寧
　（

23）②
陸
奥
弘
前
　

 46
勅

醍
醐
兼
潔（

45）
7.24～

7.29
贈
家
重
正
一
位
太
政
大
臣

6.12徳
川
家
重
没

島
津
久
柄
　（

28）②
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

女
院

千
種
有
補（

45）
〃

〃
木
下
俊
泰
　（

36）②
豊
後
日
出
　

 25
親
王

万
里
小
路
政
房（

33）
〃

〃
大
関
増
興
　（

53）
下
野
黒
羽
　

 18
准
后

樋
口
基
康（

56）
〃
　
　
　
　
青
松
寺

〃
代
黒
田
長
邦
　（

40）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

代
九
鬼
隆
邑
　（

35）
摂
津
三
田
　

 36
宝
暦

12（
1762）

2. 4
池
田
政
香
　（

22）
備
中
岡
山
新

25岡
山

勅
広
橋
兼
胤（

48）・
姉
小
路
公
文（

50）
3.朔
～

3.10
賀
歳
首

7.12桃
園
天
皇
没

代
九
鬼
隆
邑
　（

36）
摂
津
三
田
　

 36
7.27後

桜
町
天
皇
即
位

宝
暦

13（
1763）

2. 3
田
村
村
隆
　（

27）②
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

勅
広
橋
兼
胤（

49）・
姉
小
路
公
文（

51）
3.3～

3.11
賀
歳
首
・
若
君
誕
生

亀
井
矩
貞
　（

25）②
石
見
津
和
野

43
知
恩
院
門
跡
尊
峯
入
道
親
王（

23）
2.27～

※
　
天
徳
寺

賀
家
治
継
統
、
※
増
上
寺
入
学（
亀
井
の
馳
走
役
は

3.9ま
で
）

代
藤
堂
高
敦
　（

18）
伊
勢
久
居
　

 53津
明
和
元（

1764）
3.13

伊
達
村
賢
　（

20）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

勅
広
橋
兼
胤（

50）・
姉
小
路
公
文（

52）
4. 18～

4.27
賀
歳
首

10.27伝
奏
屋
敷
出
火

木
下
利
忠
　（

27）②
備
中
足
守
　

 25
女
院

石
井
行
忠（

49）
〃

〃
織
田
信
旧
　（

55）②
丹
波
柏
原
　

 20
准
后

大
原
重
度（

40）
〃

〃
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代
細
川
利
寛
　（

51）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

7.29
島
津
久
柄
　（

31）③
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

鷹
司
輔
平（

26）
翌

4.25～
5.19谷

中
観
音
寺
日
光
東
照
宮
百
五
十
回
忌
帰
府

堀
親
長
　
　（

26）
信
濃
飯
田
　

 20
青
蓮
院
門
跡
尊
真
入
道
親
王（

21）
翌

4.27～
5.16上

野
勧
成
院
〃

佐
竹
義
忠
　（

35）
出
羽
秋
田
新

20秋
田

梶
井
門
跡
常
仁
入
道
親
王（

13）
翌

4.27～
5.18上

野
春
性
院
〃

代
九
鬼
隆
邑
　（

38）
摂
津
三
田
　

 36
代
浅
野
長
喬
　（

33）
安
芸
広
島
新

30広
島

明
和

2（
1765）

2. 4
細
川
利
寛
　（

52）②
肥
後
新
田
　

 35熊
本

勅
広
橋
兼
胤（

51）・
姉
小
路
公
文（

53）
3.25～

4.6※
賀
歳
首
〈
※
京
よ
り
参
向
〉

分
部
光
庸
　（

29）②
近
江
大
溝
　

 20
4.24・

25～
5.6※

日
光
勅
会
帰
府
　〈
※
日
光
よ
り
帰
着
〉

代
田
村
村
隆
　（

29）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

明
和

3（
1766）

3. 6
有
馬
允
純
　（

20）
越
前
丸
岡
　

 50
勅

広
橋
兼
胤（

52）・
姉
小
路
公
文（

54）
4.4～

4.15
賀
歳
首
、
若
君
加
冠

《
3.15延

享
3年
の
金
屛
風
制
限
再
令
》

久
留
島
通
祐（

29）
豊
後
森
　
　

 12
女
院

石
井
行
忠（

51）
〃

〃
上
杉
勝
承
　（

32）
出
羽
米
沢
新

10米
沢

准
后

山
井
氏
栄（

52）
〃

〃
池
田
澄
延
　（

17）
因
幡
東
館
新

30鳥
取

花
山
院
常
雅（

67）
4.3～

4.16　
　
青
松
寺

〃
代
藤
堂
高
敦
　（

21）
伊
勢
久
居
　

 53津
代
伊
達
村
賢
　（

22）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

明
和

4（
1767）

2. 2
細
川
利
寛
　（

54）③
肥
後
新
田
　

 35熊
本

勅
広
橋
兼
胤（

53）・
姉
小
路
公
文（

55）
3.2～

3.10
賀
歳
首

岩
城
隆
恭
　（

44）
出
羽
亀
田
　

 20
円
満
院
門
跡
祐
常（

45）
2.29～

3.16
〃

代
稲
葉
泰
通
　（

38）
豊
後
臼
杵
　

 50
明
和

5（
1768）

3. 4
伊
達
村
賢
　（

24）②
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

勅
広
橋
兼
胤（

54）・
姉
小
路
公
文（

56）
4.朔
～

4.10
賀
歳
首
、
立
坊

森
忠
洪
　
　（

41）②
播
磨
赤
穂
　

 20
東
宮

綾
小
路
有
美（

47）
〃

〃
代
九
鬼
隆
邑
　（

42）
摂
津
三
田
　

 36
明
和

6（
1769）

正
． 13

木
下
俊
胤
　（

23）
豊
後
日
出
　

 25
勅

広
橋
兼
胤（

55）・
姉
小
路
公
文（

57）
2.20～

3.朔
賀
歳
首

代
池
田
政
直
　（

24）
備
中
岡
山
新

25岡
山

明
和

7（
1770）

正
． 13

池
田
延
俊
　（

17）
因
幡
東
館
新

30鳥
取

勅
広
橋
兼
胤（

56）・
姉
小
路
公
文（

58）
2.20～

3.4
賀
歳
首

4.28後
桜
町
譲
位
・
後
桃
園
天
皇
即
位

代
細
川
利
致
　（

21）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

明
和

8（
1771）

7.18
黒
田
長
恵
　（

18）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

勅
広
橋
兼
胤（

57）・
姉
小
路
公
文（

59）
10.13～

10.22
賀
歳
首
・
譲
位
・
即
位

細
川
利
致
　（

22）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

院
平
松
時
行（

58）
〃

〃
伊
達
村
賢
　（

27）③
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

女
院

園
池
房
季（

59）
〃

〃
浅
野
長
員
　（

27）
安
芸
広
島
新

30広
島

新
女
院

梅
園
実
縄（

45）
〃
　
　
　
　
青
松
寺

〃
・
立
后

代
秋
田
倩
季
　（

21）
陸
奥
三
春
　

 50
代
木
下
俊
胤
　（

25）
豊
後
日
出
　

 25
安
永
元（

1772）
2. 2

秋
田
倩
季
　（

22）
陸
奥
三
春
　

 50
勅

広
橋
兼
胤（

58）・
姉
小
路
公
文（

60）
3.3～

3.10　
 　
青
松
寺

賀
歳
首
・
大
嘗
会

2.29江
戸
大
火
・
伝
奏
屋
敷
焼
失

島
津
久
柄
　（

39）④
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

院
難
波
宗
城（

49）
〃
赤
坂
山
王
権
現
祠
官
宅
　
　
　
　
　

〃
代
毛
利
就
馴
　（

23）
周
防
徳
山
　

 30萩
7.13

田
村
村
隆
※（

36）③
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

随
自
意
院
公
遵
入
道
親
王（

51）
8.15～

※
　
　
上
野

輪
王
寺
門
跡
公
啓
入
道
親
王
重
病（

7.16没
）〈
※
公
遵
寛
永
寺
再
入
に
よ
り

9.4馳
走
役
免
〉

代
秋
月
種
茂
　（

30）
日
向
高
鍋
　

 27
安
永

2（
1773）

8. 7
伊
東
祐
福
　（

24）
日
向
飫
肥
　

 51
勅

広
橋
兼
胤（

59）・
姉
小
路
公
文（

61）
9.6～

9.15
賀
歳
首

毛
利
就
馴
　（

24）
周
防
徳
山
　

 30萩
院

平
松
時
行（

60）
〃

〃
津
軽
信
寧
　（

35）③
陸
奥
弘
前
　

 46
勅
／
女
御

油
小
路
隆
前（

44）／
三
室
戸
光
村（

35）
〃
　
　
　
　
　
青
松
寺

女
御
入
内

代
黒
田
長
恵
　（

20）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

安
永

3（
1774）

2. 2
藤
堂
高
朶
　（

29）
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

広
橋
兼
胤（

60）・
姉
小
路
公
文（

62）
3.4～

3.11
賀
歳
首

池
田
政
直
　（

29）
備
中
岡
山
新

25岡
山

院
難
波
宗
城（

51）
〃

〃
鍋
島
直
愈
※（

19）
肥
前
小
城
　

 73佐
賀

有
栖
川
宮
織
仁
親
王（

22）
3.朔
～

3.13　
青
松
寺

賀
家
治
継
統
　〈
※
拝
借
金
願
い
出
に
よ
り
馳
走
後
「
差
控
」〉

代
脇
坂
安
親
　（

37）
播
磨
龍
野
　

 51
安
永

4（
1775）

2. 4
細
川
利
致
　（

26）②
肥
後
新
田
　

 35熊
本

勅
広
橋
兼
胤（

61）・
油
小
路
隆
前（

46）
3.3～

3.10
賀
歳
首

大
村
純
鎮
　（

17）
肥
前
大
村
　

 27
院

四
辻
公
亨（

48）
〃

〃
代
浅
野
長
員
　（

31）
安
芸
広
島
新

30広
島

安
永

5（
1776）

8. 4
稲
葉
弘
通
　（

25）
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

広
橋
兼
胤（

62）・
油
小
路
隆
前（

47）※
9.3～

9.10
賀
歳
首
・
家
治
社
参
〈
※
両
伝
奏
兼
院

使
〉

4.13～
4.21徳

川
家
治
日
光
社
参

毛
利
高
標
※（

22）
豊
後
佐
伯
　

 20
院

（
難
波
宗
城（

53））病
に
よ
り
参
向
せ
ず

〈
※

8.26馳
走
役
免
〉

代
秋
月
種
茂
　（

34）
日
向
高
鍋
　

 27
安
永

6（
1777）

2. 3
毛
利
匡
芳
　（

20）
長
門
長
府
　

 47萩
勅

油
小
路
隆
前（

48）・
久
我
信
通（

34）
3.3～

3.12
賀
歳
首

毛
利
高
標
　（

23）②
豊
後
佐
伯
　

 20
院

四
辻
公
亨（

50）
〃

〃
代
相
良
長
寛
　（

27）
肥
後
人
吉
　

 22
安
永

7（
1778）

2. 3
津
軽
信
寧
　（

40）④
陸
奥
弘
前
　

 46
勅

油
小
路
隆
前（

49）・
久
我
信
通（

35）
3.7～

3.20
賀
歳
首

島
津
久
柄
　（

45）⑤
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

院
難
波
宗
城（

55）
〃

〃
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脇
坂
安
親
　（

41）
播
磨
龍
野
　

 51
二
条
治
孝（

25）
3.2～

3.18　
青
松
寺

賀
家
治
継
統

代
池
田
政
直
　（

33）
備
中
岡
山
新

25岡
山

安
永

8（
1779）

2.13
相
馬
恕
胤
　（

46）
陸
奥
中
村
　

 60
勅

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

参
向
せ
ず

2.24徳
川
家
基（
家
治
世
子
）没

秋
月
種
茂
　（

37）
日
向
高
鍋
　

 27
院

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

〃
代
鍋
島
直
宜
　（

18）
肥
前
鹿
島
　

 20佐
賀

7. 6
加
藤
泰
候
　（

20）
伊
予
大
洲
　

 60
勅

油
小
路
隆
前（

50）・
久
我
信
通（

36）
8.29～

9.7
賀
歳
首

10.29後
桃
園
天
皇
没

池
田
政
直
　（

34）②
備
中
岡
山
新

25岡
山

院
難
波
宗
城（

56）
〃

〃
11.25光

格
天
皇
即
位

代
細
川
立
礼
　（

25）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

安
永

9（
1780）

7.24
秋
月
種
茂
　（

38）②
日
向
高
鍋
　

 27
勅

油
小
路
隆
前（

51）・
久
我
信
通（

37）
8.28～

9.19
賀
歳
首
・
践
祚
、
家
治
転
任

毛
利
匡
芳
　（

23）②
長
門
長
府
　

 47萩
院

四
辻
公
亨（

53）
〃

〃
《

8.13馳
走
経
費
節
減
令
》

浅
野
長
員
　（

36）②
安
芸
広
島
新

30広
島

女
院

高
辻
胤
長（

41）
〃

〃
相
良
長
寛
　（

30）
肥
後
人
吉
　

 22
新
女
院
／
准
后
梅
園
実
縄（

54）／
藤
谷
為
敦（

30）
〃
　
　
　
　
　
青
松
寺

〃
代
仙
石
久
行
　（

28）
但
馬
出
石
　

 58
代
分
部
光
庸
　（

44）
近
江
大
溝
　

 20
天
明
元（

1781）
9. 5

藤
堂
高
衡
※（

18）
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

油
小
路
隆
前（

52）・
久
我
信
通（

38）
10.朔

～
10.10

賀
歳
首
・
即
位
等
　〈
※
任
命
直
後
発
病
、
京
極
高
中（

28）讃
岐
丸
亀

51に
交
代
〉

森
忠
賛
　
　（

22）
播
磨
赤
穂
　

 20
院

難
波
宗
城（

58）
〃

〃
大
関
増
輔
　（

22）
下
野
黒
羽
　

 18
女
院

烏
丸
光
祖（

36）
〃

〃
細
川
立
礼
　（

27）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

新
女
院
／
大
宮
冷
泉
為
泰（

47）／
日
野
資
矩（

26）
〃
　
　
　
　
　
青
松
寺

〃
代
京
極
高
中
　（

28）
讃
岐
丸
亀
　

 51
代
毛
利
就
馴
　（

32）
周
防
徳
山
　

 30萩
天
明

2（
1782）

2.29
戸
沢
正
良
　（

22）
出
羽
新
庄
　

 68
勅

油
小
路
隆
前（

53）・
久
我
信
通（

39）
4.朔
～

4.9
賀
歳
首
、
家
斉
加
冠
叙
任

織
田
信
旧
　（

73）③
丹
波
柏
原
　

 20
院

四
辻
公
亨（

55）
〃

〃
関
長
誠
　
　（

38）
備
中
新
見
　

 18
女
院

庭
田
重
嗣（

26）
〃

〃
諏
訪
忠
粛
　（

15）
信
濃
高
島
　

 30
新
女
院
／
大
宮
持
明
院
宗
時（

51）／
三
室
戸
光
村（

44）
〃
　
　
　
　
　
青
松
寺

〃
代
秋
田
倩
季
　（

32）
陸
奥
三
春
　

 50
代
堀
直
堯
　
　（

66）
越
後
村
松
　

 30
天
明

3（
1783）

正
． 25

鍋
島
直
温
　（

18）
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

勅
油
小
路
隆
前（

54）・
久
我
信
通（

40）
2.25～

3.3
賀
歳
首

市
橋
長
璉
　（

53）
近
江
仁
正
寺

17
院

難
波
宗
城（

60）
〃

〃
代
稲
垣
長
以
　（

32）
志
摩
鳥
羽
　

 30
天
明

4（
1784）

正
． 27

加
藤
泰
候
※（

25）②
伊
予
大
洲
　

 60
勅

油
小
路
隆
前（

55）・
久
我
信
通（

41）
閏
正
．

28～
2.6

賀
歳
首
〈
※
閏
正
． 17服

喪
に
よ
り
浅
野
長
員（

40）安
芸
広
島
新

30広
島
に
交
代
〉

池
田
政
直
　（

39）③
備
中
岡
山
新

25岡
山

院
四
辻
公
亨（

57）
〃

〃
代
浅
野
長
員
　（

40）
安
芸
広
島
新

30広
島

天
明

5（
1785）

正
． 29

亀
井
矩
賢
　（

20）
石
見
津
和
野

43
勅

油
小
路
隆
前（

56）・
久
我
信
通（

42）
3.朔
～

3.7
賀
歳
首

細
川
利
庸
　（

32）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

院
難
波
宗
城（

62）
〃

〃
代
仙
石
久
行
　（

33）
但
馬
出
石
　

 58
天
明

6（
1786）

2.朔
鍋
島
直
愈
　（

31）②
肥
前
小
城
　

 73佐
賀

勅
油
小
路
隆
前（

57）・
久
我
信
通（

43）
2.29～

3.6
賀
歳
首

島
津
忠
持
　（

21）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

院
四
辻
公
亨（

59）
〃

〃
代
木
下
利
彪
　（

21）
備
中
足
守
　

 25

家
斉

期
天
明

6（
1786）

10. 3
稲
葉
弘
通
　（

35）②
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

西
園
寺
賞
季（

44）
10.20～

10.27
贈
家
治
正
一
位
太
政
大
臣

9.8徳
川
家
治
没

毛
利
高
標
　（

32）③
豊
後
佐
伯
　

 20
院

橋
本
実
理（

61）
〃

〃
相
良
長
寛
　（

36）②
肥
後
人
吉
　

 22
大
女
院
／
女
院
庭
田
重
嗣（

30）／
芝
山
持
豊（

45）
〃
　
　
　
　
　
青
松
寺

〃
代
稲
垣
長
以
　（

35）
志
摩
鳥
羽
　

 30
代
秋
月
種
茂
　（

44）
日
向
高
鍋
　

 27
天
明

7（
1787）

2.12
鍋
島
直
温
　（

22）②
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

勅
油
小
路
隆
前（

58）・
久
我
信
通（

44）
4.7～

4.20
賀
歳
首
、
家
斉
将
軍
宣
下

大
村
純
鎮
　（

29）②
肥
前
大
村
　

 27
院

難
波
宗
城（

64）
〃

〃
松
平
直
義
　（

34）
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

大
女
院
／
女
院
千
種
有
政（

45）／
壬
生
基
貫（

63）
〃
　
　
　
　
　
青
松
寺

〃
黒
田
長
舒
　（

23）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

二
条
治
孝（

34）
4.5～

4.21　
天
徳
寺

家
斉
将
軍
宣
下

代
秋
月
種
茂
　（

45）
日
向
高
鍋
　

 27
代
細
川
利
庸
　（

34）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

天
明

8（
1788）

2. 2
毛
利
就
馴
　（

39）②
周
防
徳
山
　

 30萩
勅

正
．晦

京
大
火
、
禁
裏
・
二
条
城
炎
上

木
下
利
彪
　（

23）
備
中
足
守
　

 25
院

京
大
火
に
つ
き
参
向
中
止

代
森
忠
賛
　
　（

29）
播
磨
赤
穂
　

 20
寛
政
元（

1789）
御
馳
走
人
任
命
無
し

寛
政

2（
1790）

正
． 29青

綺
門
院（
大
女
院
）没
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寛
政

3（
1791）

正
． 16

秋
月
種
徳
　（

29）
日
向
高
鍋
　

 27
勅

万
里
小
路
政
房（

63）・
久
我
信
通（

48）※
3.26～

4.4
賀
歳
首
　〈
※
両
伝
奏
兼
院
使
〉

《
正
． 16参

向
公
卿
饗
応
賄
方
改
正
》

池
田
政
恭
　（

20）
備
中
岡
山
新

15岡
山

院
（
正
親
町
公
明（

48）※
）

※
病
気
に
つ
き
不
参
向

代
田
村
村
資
　（

29）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

11.23
木
下
利
彪
　（

26）②
備
中
足
守
　

 25
勅

万
里
小
路
政
房（

63）・
正
親
町
公
明（

48）
翌

2.27～
閏

2.7
賀
歳
首

《
年
頭
使
馳
走
役
任
命
早
ま
る
》

森
忠
賛
　
　（

32）②
播
磨
赤
穂
　

 20
院

梅
小
路
定
福（

49）
〃

〃
代
関
長
誠
　
　（

47）
備
中
新
見
　

 18
寛
政

4（
1792）

11.24
仙
石
久
道
　（

19）
但
馬
出
石
　

 58
勅

翌
春
、
勅
使
・
院
使
参
向
せ
ず（
翌

10月
参
向
）

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

亀
井
矩
賢
　（

27）②
石
見
津
和
野

43
院

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

代
鍋
島
直
宜
　（

31）
肥
前
鹿
島
　

 20佐
賀

寛
政

5（
1793）

8.11
九
鬼
隆
張
　（

47）
摂
津
三
田
　

 36
勅

勧
修
寺
経
逸（

46）・
千
種
有
政（

51）
10.13～

10.22
賀
歳
首

尊
号
一
件
に
よ
り
中
山
愛
親（

52）・
正

親
町
公
明（

49）召
喚

2.10～
3.10在

府
、

3.7以
降
は
青
松
寺
逗
留

小
出
英
筠
　（

20）
丹
波
園
部
　

 26　
院

六
条
有
庸（

42）
〃

〃
代
堀
直
教
　
　（

33）
越
後
村
松
　

 30
寛
政

6（
1794）

8. 3
田
村
村
資
※（

32）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

勅
勧
修
寺
経
逸（

47）・
千
種
有
政（

52）
10.25～

11.3
賀
歳
首
〈
※
病
気
に
つ
き
名
代
上
杉
兵
部
が
勤
め
る
〉  

正
．

10江
戸
大
火

堀
親
民
　
　（

18）
信
濃
飯
田
　

 20
院

梅
小
路
定
福（

52）
〃

〃
細
川
興
徳
　（

36）
常
陸
谷
田
部

16
勅

今
出
川
実
種（

41）
〃

中
宮
入
内

森
快
温
　
　（

26）
播
磨
三
日
月

15
中
宮

日
野
資
矩（

39）
〃

〃
代
溝
口
直
侯
　（

17）
越
後
新
発
田

50
代
六
郷
政
速
　（

31）
出
羽
本
荘
　

 20
12.25

溝
口
直
侯
　（

17）
越
後
新
発
田

50
勅

勧
修
寺
経
逸（

47）・
千
種
有
政（

52）
翌

3.18～
3.28

賀
歳
首

六
郷
政
速
　（

31）
出
羽
本
荘
　

 20
院

堀
河
康
実（

54）
〃

〃
代
仙
石
久
道
　（

21）
但
馬
出
石
　

 58
寛
政

7（
1795）

12.26
堀
直
方
　
　（

29）
越
後
村
松
　

 30
勅

勧
修
寺
経
逸（

48）・
千
種
有
政（

53）
翌

3.朔
～

3.7
賀
歳
首

11.晦
恭
礼
門
院（
女
院
）没

五
島
盛
運
　（

43）
肥
前
福
江
　

 12
院

梅
小
路
定
福（

53）
〃

〃
代
毛
利
就
馴
　（

46）
周
防
徳
山
　

 30萩
寛
政

8（
1796）

12.26
仙
石
久
道
　（

23）②
但
馬
出
石
　

 58
勅

勧
修
寺
経
逸（

49）・
千
種
有
政（

54）
翌

2.27～
3.8

賀
歳
首
・
家
慶
元
服

南
部
信
真
　（

17）
陸
奥
八
戸
　

 20
院

西
洞
院
信
庸（

39）
〃

〃
大
田
原
庸
清（

46）
下
野
大
田
原

11
中
宮

広
橋
胤
定（

27）
〃

〃
鍋
島
直
宜
　（

35）
肥
前
鹿
島
　

 20佐
賀

大
炊
御
門
家
孝（

50）
翌

2.27～
3.10　

青
松
寺

〃
代
山
内
豊
泰
　（

32）
土
佐
新
田
　

 13高
知

代
土
方
義
苗
　（

19）
伊
勢
菰
野
　

 11
寛
政

9（
1797）

12.26
藤
堂
高
兌
　（

17）
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

勧
修
寺
経
逸（

50）・
千
種
有
政（

55）
翌

3.3～
3.13

賀
歳
首

九
鬼
隆
郷
　（

18）
丹
波
綾
部
　

 19
院

梅
小
路
定
福（

55）
〃

〃
中
川
久
持
　（

22）
豊
後
岡
　
　

 70
一
条
忠
良（

24）
翌

3.2～
3.19

賀
継
統

池
田
仲
雅
　（

18）
因
幡
東
館
新

30鳥
取

（
西
園
寺
賞
季（

55））病
に
よ
り
参
向
延
引

─
─
─
─
─

─
─
─
─
─

代
京
極
高
中
　（

44）
讃
岐
丸
亀
　

 51
代
伊
達
村
芳
　（

20）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

寛
政

10（
1798）

12.23
亀
井
矩
賢
　（

33）③
石
見
津
和
野

43
勅

勧
修
寺
経
逸（

51）・
千
種
有
政（

56）
翌

3.2～
3.12

賀
歳
首

山
内
豊
泰
　（

34）
土
佐
新
田
　

 13高
知

院
西
洞
院
信
庸（

41）
〃

〃
間
部
詮
煕
　（

29）
越
前
鯖
江
　

 50
西
園
寺
賞
季（

56）※
病
気
に
よ
り
長
逗
留

翌
3.5～

3.26　
天
徳
寺

賀
継
統

代
松
平
直
義
　（

45）
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

代
池
田
定
常
　（

32）
因
幡
西
館
新

20鳥
取

寛
政

11（
1799）

御
馳
走
人
任
命
無
し

寛
政

12（
1800）

6.28
細
川
立
之
　（

17）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

勅
勧
修
寺
経
逸（

53）・
千
種
有
政（

58）
8.29～

9.10
賀
歳
首

池
田
政
恭
　（

29）②
備
中
岡
山
新

15岡
山

院
梅
小
路
定
福（

58）
〃

〃
代
毛
利
高
標
　（

46）
豊
後
佐
伯
　

 20
享
和
元（

1801）
正
． 24

稲
葉
雍
通
　（

26）
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

勧
修
寺
経
逸（

54）・
千
種
有
政（

59）
3.28～

4.8
賀
歳
首

池
田
政
養
　（

30）
備
中
岡
山
新

25岡
山

院
平
松
時
章（

48）
〃

〃
代
細
川
興
徳
　（

43）
常
陸
谷
田
部

16
12.24

池
田
仲
雅
　（

22）②
因
幡
東
館
新

30鳥
取

勅
勧
修
寺
経
逸（

54）・
千
種
有
政（

59）
翌

3.朔
～

3.7
賀
歳
首

木
下
俊
懋
　（

30）
豊
後
日
出
　

 25
院

梅
小
路
定
福（

59）
〃

〃
代
島
津
忠
持
　（

36）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

享
和

2（
1802）

12.25
毛
利
元
義
　（

18）
長
門
長
府
　

 50萩
勅

（
勧
修
寺
経
逸（

54）※
）・
千
種
有
政（

60）
翌
閏
正
．

27～
2.5

賀
歳
首
〈
※
病
気
に
つ
き
不
参
向
〉

毛
利
高
誠
　（

27）
豊
後
佐
伯
　

 20
院

平
松
時
章（

49）
〃

〃
代
田
村
宗
顕
　（

19）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

享
和

3（
1803）

12.26
伊
達
村
芳
　（

26）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

勅
広
橋
伊
光（

59）・
千
種
有
政（

61）
翌

2.28～
3.7

賀
歳
首

関
長
輝
　
　（

27）
備
中
新
見
　

 18
院

梅
小
路
定
福（

61）
〃

〃
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代
九
鬼
隆
国
　（

23）
摂
津
三
田
　

 36
文
化
元（

1804）
12.24

田
村
宗
顕
　（

21）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

勅
広
橋
伊
光（

60）・
千
種
有
政（

62）
翌

3.11～
3.20

賀
歳
首

森
長
義
　
　（

18）
播
磨
三
日
月

15
院

平
松
時
章（

51）
〃

〃
相
良
頼
徳
　（

31）
肥
後
人
吉
　

 22
妙
法
院
門
跡
真
仁
入
道
親
王（

37）
翌

3.10～
3.28　

天
徳
寺

〃
岩
城
隆
恕
　（

40）
出
羽
亀
田
　

 20
三
宝
院
門
跡
高
演（

40）
翌

3.10～
3.29　

円
福
寺

〃
代
堀
親
寚
　
　（

19）
信
濃
飯
田
　

 20
代
松
平
勝
升
　（

27）
下
総
多
古
　

 12
文
化

2（
1805）

12.24
加
藤
泰
済
　（

21）
伊
予
大
洲
　

 60
勅

広
橋
伊
光（

61）・
千
種
有
政（

63）
翌

2.27～
3.5

賀
歳
首

木
下
利
徳
　（

17）
備
中
足
守
　

 25
院

梅
小
路
定
福（

63）
〃

〃
代
秋
田
孝
季
　（

20）
陸
奥
三
春
　

 50
文
化

3（
1806）

12.25
松
平
直
寛
　（

24）
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

勅
広
橋
伊
光（

62）・
千
種
有
政（

64）
翌

2.?～
3.?（

2.28登
城
）

賀
歳
首

秋
月
種
徳
　（

44）②
日
向
高
鍋
　

 27
院

平
松
時
章（

53）
〃

〃
稲
葉
雍
通
　（

31）②
豊
後
臼
杵
　

 50
聖
護
院
門
跡
盈
仁
入
道
親
王（

43）
翌

2.26～
3.?

〃
代
南
部
信
真
　（

27）
陸
奥
八
戸
　

 20
文
化

4（
1807）

12.23
浅
野
長
容
　（

37）
安
芸
広
島
新

30広
島

勅
広
橋
伊
光（

63）・
千
種
有
政（

65）
翌

3.朔
～

3.7
賀
歳
首

小
出
英
筠
　（

34）②
丹
波
園
部
　

 26
院

梅
小
路
定
福（

65）
〃

〃
代
細
川
立
之
　（

24）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

文
化

5（
1808）

御
馳
走
人
任
命
無
し

文
化

6（
1809）

2.25
鍋
島
直
温
　（

44）③
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

勅
広
橋
伊
光（

65）・
千
種
有
政（

67）
4.28～

5.6
賀
歳
首

山
内
豊
武
　（

24）
土
佐
新
田
　

 13高
知

院
平
松
時
章（

56）
〃

〃
堀
親
寚
　
　（

24）
信
濃
飯
田
　

 20
東
宮

烏
丸
資
董（

38）
〃

恵
仁
親
王（
仁
孝
）立
坊

代
仙
石
久
道
　（

36）
但
馬
出
石
　

 58
12.25

伊
東
祐
民
　（

18）
日
向
飫
肥
　

 51
勅

広
橋
伊
光（

65）・
千
種
有
政（

67）
翌

3.2～
3.10

賀
歳
首

森
忠
敬
　
　（

16）
播
磨
赤
穂
　

 20
院

唐
橋
在
煕（

53）
〃

〃
代
戸
沢
正
胤
　（

18）
出
羽
新
庄
　

 68
文
化

7（
1810）

御
馳
走
人
任
命
無
し

文
化

8（
1811）

6. 9
戸
沢
正
胤
　（

20）
出
羽
新
庄
　

 68
勅

広
橋
伊
光（

67）・
六
条
有
庸（

60）
8.28～

9.7
賀
歳
首

毛
利
広
鎮
　（

35）
周
防
徳
山
　

 30萩
院

平
松
時
章（

58）
〃

〃
代
中
川
久
貴
　（

25）
豊
後
岡
　
　

 70
12.24

細
川
利
愛
　（

24）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

勅
広
橋
伊
光（

67）※
・
六
条
有
庸（

60）
翌

2.28～
3.6

賀
歳
首
　〈
※
兼
院
使
〉

鍋
島
直
彜
※（

19）
肥
前
鹿
島
　

 20佐
賀

院
（
唐
橋
在
煕（

55）※
）

〈
※
唐
橋
参
向
途
中
発
病
帰
洛
、
鍋
島
は

2.29馳
走
役
免
〉

中
川
久
貴
　（

25）
豊
後
岡
　
　

 70
大
乗
院
門
跡
隆
範（

41）
翌

2.27～
3.11

賀
継
統

代
堀
直
庸
　
　（

21）
越
後
村
松
　

 30
文
化

9（
1812）

御
馳
走
人
任
命
無
し

文
化

10（
1813）

正
． 26

黒
田
長
韶
　（

25）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

勅
広
橋
伊
光（

69）・
六
条
有
庸（

62）
4.15～

4.22
賀
歳
首

毛
利
高
翰
　（

19）
豊
後
佐
伯
　

 20
院

平
松
時
章（

60）
〃

〃
代
秋
月
種
任
　（

23）
日
向
高
鍋
　

 27
12.26

九
鬼
隆
国
　（

33）
摂
津
三
田
　

 36
勅

六
条
有
庸（

62）・
山
科
忠
言（

52）
翌

3.13～
3.22

賀
歳
首
・
家
慶
嫡
子
誕
生（
翌
年
没
）

閏
11.2後

桜
町
上
皇
没

堀
直
庸
　
　（

23）
越
後
村
松
　

 30
蓮
華
光
院
門
跡
尊
深（

30）
翌

3.12～
3.27

賀
継
統

代
島
津
忠
持
　（

48）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

文
化

11（
1814）

10. 2
亀
井
矩
賢
　（

49）④
石
見
津
和
野

43
近
衛
基
前（

32）
翌

4.24～
5.20

日
光
東
照
宮
二
百
回
忌
帰
府

木
下
俊
良
　（

20）
豊
後
日
出
　

 25
青
蓮
院
門
跡
尊
真
入
道
親
王（

71）
翌

4.27～
5.16

〃
秋
月
種
任
　（

24）
日
向
高
鍋
　

 27
梶
井
門
跡
承
真
法
親
王（

29）
翌

4.27～
5.22

〃
代
小
出
英
筠
　（

41）
丹
波
園
部
　

 26
代
池
田
政
養
　（

43）
備
中
岡
山
新

25岡
山

12.25
溝
口
直
諒
　（

16）
越
後
新
発
田

50
勅

六
条
有
庸（

63）・
山
科
忠
言（

53）
翌

3.28～
4.6日

光
へ
※

賀
歳
首
、
東
照
宮
二
百
回
忌
〈
※
日
光
帰
り
在
府

4.28～
5.6〉

代
仙
石
政
美
　（

18）
但
馬
出
石
　

 58
文
化

12（
1815）

12.24
細
川
利
愛
　（

28）②
肥
後
新
田
　

 35熊
本

勅
六
条
有
庸（

64）・
山
科
忠
言（

54）
翌

3.29～
4.9

賀
歳
首
、
家
斉
任
右
大
臣
・
家
慶
任
右
大
将

相
良
頼
徳
　（

42）②
肥
後
人
吉
　

 22
中
宮

冷
泉
為
訓（

52）
〃

〃
森
忠
敬
　
　（

22）②
播
磨
赤
穂
　

 20
東
宮

庭
田
重
能（

34）
〃

〃
代
佐
竹
義
知
　（

29）
出
羽
秋
田
新

20秋
田

文
化

13（
1816）

御
馳
走
人
任
命
無
し

文
化

14（
1817）

2. 7
松
平
直
寛
　（

35）②
出
雲
広
瀬
　

30松
江

勅
六
条
有
庸（

66）・
山
科
忠
言（

56）
4.29～

5.7
賀
歳
首
・
譲
位
受
禅

佐
竹
義
知
　（

31）
出
羽
秋
田
新

20秋
田

院
平
松
時
章（

64）
〃

〃
代
鍋
島
直
与
　（

20）
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

12.18
松
浦
煕
　
　（

27）
肥
前
平
戸
　

 61
勅

山
科
忠
言（

56）・
広
橋
胤
定（

48）
翌

2.晦
～

3.8
賀
歳
首
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岩
城
隆
喜
　（

27）
出
羽
亀
田
　

 20
院

日
野
資
愛（

38）
〃

〃
山
内
豊
武
　（

32）②
土
佐
新
田
　

 13高
知

中
宮

池
尻
暉
房（

56）
翌

2.晦
～

3.9
即
位

9.21仁
孝
天
皇
即
位

毛
利
広
鎮
　（

41）②
周
防
徳
山
　

 30萩
勅

甘
露
寺
国
長（

47）
〃
　
　
　
　
　
　
青
松
寺

女
御
入
内

久
留
島
通
嘉（

31）
豊
後
森
　
　

 12
女
御

堤
広
長（

45）
〃
　
　
　
　
　
　
〃

〃
代
伊
達
宗
翰
　（

22）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

文
政
元（

1818）
12.29

間
部
詮
勝
　（

15）
越
前
鯖
江
　

 50
勅

（
山
科
忠
言（

57）・
広
橋
胤
定（

49））
仁
孝
天
皇
疱
瘡
に
よ
り
翌
春
参
向
予
定
を
延
期

大
村
純
昌
　（

33）
肥
前
大
村
　

 27
院

（
平
松
時
章（

65）？
）

　
〃

鍋
島
直
与
　（

21）
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

（
知
恩
院
門
跡
尊
超
入
道
親
王（

17））
　
〃

代
溝
口
直
諒
　（

20）
越
後
新
発
田

50
文
政

2（
1819）

6. 9
間
部
詮
勝
　（

16）②
越
前
鯖
江
　

 50
勅

山
科
忠
言（

58）・
広
橋
胤
定（

50）
8.25～

9.3
賀
歳
首
・
大
嘗
会
・
仁
孝
酒
湯

伊
達
宗
翰
　（

24）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

院
平
松
時
章（

66）
〃

〃
戸
沢
正
胤
　（

28）②
出
羽
新
庄
　

 68
知
恩
院
門
跡
尊
超
入
道
親
王（

18）
8.23～

10.朔
？

代
九
鬼
隆
国
　（

39）
摂
津
三
田
　

 36
12.27

藤
堂
高
秭
　（

29）
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

山
科
忠
言（

58）・
広
橋
胤
定（

50）
翌

2.27～
3.4

賀
歳
首
・
家
慶
子
名
弘
め

関
成
煥
　
　（

22）
備
中
新
見
　

 18
院

日
野
資
愛（

40）
〃

〃
代
浅
野
長
容
　（

49）
安
芸
広
島
新

30広
島

文
政

3（
1820）

12.20
浅
野
長
容
　（

50）②
安
芸
広
島
新

30広
島

勅
山
科
忠
言（

59）・
広
橋
胤
定（

51）
翌

3.16～
3.25

賀
歳
首
・
仁
孝
第
一
皇
子
誕
生

六
郷
政
純
　（

20）
出
羽
本
荘
　

 20
院

冷
泉
為
訓（

57）
〃

〃
鍋
島
直
与
　（

23）②
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

鷹
司
政
煕（

60）
翌

3.15～
4.5　

天
徳
寺

隠
居
・
家
督
譲
り
御
礼

代
仙
石
政
美
　（

24）
但
馬
出
石
　

 58
文
政

4（
1821）

12.26
京
極
高
朗
　（

24）
讃
岐
丸
亀
　

 51
勅

山
科
忠
言（

60）・
広
橋
胤
定（

52）
翌

2.27～
3.7

賀
歳
首
、
家
斉
任
左
大
臣
・
家
慶
任
内
大
臣

九
鬼
隆
国
　（

41）②
摂
津
三
田
　

 36
院

日
野
資
愛（

42）
〃

〃
堀
直
央
　
　（

25）
越
後
村
松
　

 30
大
宮

坊
城
俊
明（

40）
〃

〃
木
下
俊
敦
　（

20）
豊
後
日
出
　

 25
准
后

勘
解
由
小
路
資
善（

44）
〃

〃
代
細
川
利
愛
　（

34）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

代
佐
竹
義
純
　（

20）
出
羽
秋
田
新

20秋
田

文
政

5（
1822）

12.25
亀
井
茲
尚
　（

37）
石
見
津
和
野

43
勅

広
橋
胤
定（

53）・
甘
露
寺
国
長（

52）
翌

2.27～
3.8

賀
歳
首
・
仁
孝
酒
湯

池
田
政
範
　（

27）
備
中
岡
山
新

15岡
山

院
冷
泉
為
訓（

59）
〃

〃
代
田
村
宗
顕
　（

39）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

文
政

6（
1823）

12.22
鍋
島
直
堯
　（

24）
肥
前
小
城
　

 73佐
賀

勅
広
橋
胤
定（

54）・
甘
露
寺
国
長（

53）
翌

2.28～
3.7

賀
歳
首

島
津
忠
徹
　（

27）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

院
日
野
資
愛（

44）
〃

〃
代
松
浦
煕
　
　（

33）
肥
前
平
戸
　

 61
文
政

7（
1824）

12.20
池
田
仲
律
　（

20）
因
幡
東
館
新

30鳥
取

勅
広
橋
胤
定（

55）・
甘
露
寺
国
長（

54）
翌

3.2～
3.10

賀
歳
首

佐
竹
義
純
　（

23）
出
羽
秋
田
新

20秋
田

院
冷
泉
為
訓（

61）
〃

〃
代
小
出
英
発
　（

15）
丹
波
園
部
　

 26
文
政

8（
1825）

12.24
藤
堂
高
秭
　（

35）②
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

広
橋
胤
定（

56）・
甘
露
寺
国
長（

55）
翌

2.28～
3.7

賀
歳
首

小
出
英
発
　（

16）
丹
波
園
部
　

 26
院

日
野
資
愛（

46）
〃

〃
細
川
立
政
※（

22）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

勅
徳
大
寺
実
堅（

36）
〃

女
御
入
内
〈
※
本
家
相
続
に
つ
き
翌

2.13松
平
直
寛（

43）に
交
代
〉

山
内
豊
賢
　（

19）
土
佐
新
田
　

 13高
知

女
御

冷
泉
為
全（

24）
〃

〃
代
松
平
直
寛
　（

43）
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

文
政

9（
1826）

12.26
溝
口
直
諒
　（

28）②
越
後
新
発
田

50
勅

広
橋
胤
定（

57）・
甘
露
寺
国
長（

56）
翌

3.14～
3.25

賀
歳
首
、
家
斉
任
太
政
大
臣
・
家
慶
叙
従
一
位

秋
月
種
任
　（

36）②
日
向
高
鍋
　

 27
院

冷
泉
為
則（

50）
〃

〃
森
長
国
　
　（

17）
播
磨
三
日
月

15
大
宮

高
倉
永
雅（

43）
〃

〃
池
田
定
保
　（

22）
因
幡
西
館
新

20鳥
取

女
御

藤
谷
為
脩（

43）
〃

〃
黒
田
長
韶
　（

38）②
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

鷹
司
輔
熙（

20）
翌

3.朔
～

4.2　
天
徳
寺

〃
代
鍋
島
直
与
　（

29）
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

代
岩
城
隆
喜
　（

36）
出
羽
亀
田
　

 20
文
政

10（
1827）

御
馳
走
人
任
命
無
し

文
政

11（
1828）

正
． 23

松
浦
煕
　
　（

38）②
肥
前
平
戸
　

 61
勅

広
橋
胤
定（

59）・
甘
露
寺
国
長（

58）
4.朔
～

4.13
賀
歳
首
、
家
定
元
服
・
叙
任
正
二
位
大
納
言

池
田
政
善
　（

18）
備
中
岡
山
新

25岡
山

院
日
野
資
愛（

49）
〃

〃
九
鬼
隆
都
　（

28）
丹
波
綾
部
　

 19
大
宮

今
出
川
公
久（

23）
〃

〃
南
部
信
誉
　（

24）
陸
奥
盛
岡
新

11盛
岡

女
御

持
明
院
基
延（

37）
〃

〃
代
伊
東
祐
相
　（

17）
日
向
飫
肥
　

 51
代
久
留
島
通
嘉（

42）
豊
後
森
　
　

 12
12.25

田
村
邦
顕
　（

13）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

勅
広
橋
胤
定（

59）・
甘
露
寺
国
長（

58）
翌

2.29～
3 .8

賀
歳
首

六
郷
政
恒
　（

18）
出
羽
本
荘
　

 20
院

高
倉
永
雅（

45）
〃

〃
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代
市
橋
長
富
　（

24）
近
江
仁
正
寺

17
文
政

12（
1829）

12.25
中
川
久
教
　（

30）
豊
後
岡
　
　

 70
勅

広
橋
胤
定（

60）・
甘
露
寺
国
長（

59）
翌

2.27～
3.7

賀
歳
首

細
川
行
芬
　（

20）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

院
日
野
資
愛（

50）
〃

〃
代
堀
直
央
　
　（

33）
越
後
村
松
　

 30
天
保
元（

1830）
12.25

稲
葉
幾
通
　（

16）
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

甘
露
寺
国
長（

60）・
徳
大
寺
実
堅（

41）
翌

2.28～
3.8

賀
歳
首

鍋
島
直
永
　（

18）
肥
前
鹿
島
　

 20佐
賀

院
高
倉
永
雅（

47）
〃

〃
代
毛
利
元
義
　（

46）
長
門
長
府
　

 50萩
天
保

2（
1831）

12.23
鍋
島
直
堯
　（

32）②
肥
前
小
城
　

 73佐
賀

勅
甘
露
寺
国
長（

61）・
徳
大
寺
実
堅（

42）
翌

2.28～
3.7

賀
歳
首

関
成
煥
　
　（

34）②
備
中
新
見
　

 18
院

日
野
資
愛（

52）
〃

〃
代
池
田
仲
律
　（

27）
因
幡
東
館
新

30鳥
取

天
保

3（
1832）

12.21
鍋
島
直
与
　（

35）③
肥
前
蓮
池
　

 52佐
賀

勅
甘
露
寺
国
長（

62）・
徳
大
寺
実
堅（

43）
翌

2.晦
～

3.7
賀
歳
首

毛
利
高
泰
　（

18）
豊
後
佐
伯
　

 20
院

藤
谷
為
脩（

49）
〃

〃
代
黒
田
長
元
　（

21）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

天
保

4（
1833）

12.24
藤
堂
高
聴
　（

24）
伊
勢
久
居
　

 53津
勅

甘
露
寺
国
長（

63）・
徳
大
寺
実
堅（

44）
翌

3.朔
～

3.8
賀
歳
首

久
留
島
通
嘉（

47）②
豊
後
森
　
　

 12
院

藤
谷
為
脩（

50）
〃

〃
代
浅
野
長
訓
　（

22）
安
芸
広
島
新

30広
島

天
保

5（
1834）

12.26
黒
田
長
元
　（

23）
筑
前
秋
月
　

 50福
岡

勅
甘
露
寺
国
長（

64）・
徳
大
寺
実
堅（

45）
翌

2.27～
3.5

賀
歳
首

山
内
豊
賢
　（

28）②
 
土
佐
新
田
　

 13高
知

院
藤
谷
為
脩（

51）
〃

〃
天
保

6（
1835）

？
加
藤
泰
幹
　（

23）
伊
予
大
洲
　

 60
勅

甘
露
寺
国
長（

65）・
徳
大
寺
実
堅（

46）
翌

2.25～
3.3

賀
歳
首

木
下
利
愛
　（

32）
備
中
足
守
　

 25
院

日
野
資
愛（

56）
〃

〃
天
保

7（
1836）

12.16
京
極
高
朗
　（

39）②
讃
岐
丸
亀
　

 51
勅

徳
大
寺
実
堅（

47）・
日
野
資
愛（

57）
翌

2.25～
3.3

賀
歳
首

土
方
雄
興
　（

38）
伊
勢
菰
野
　

 11
院

藤
谷
為
脩（

53）
〃

〃

家
慶

期
天
保

8（
1837）

6.18
細
川
利
用
　（

30）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

勅
徳
大
寺
実
堅（

48）・
日
野
資
愛（

58）
8.28～

9 .9
家
慶
将
軍
宣
下
・
左
大
臣
、
家
定
任
右
大
将

 
4.2徳

川
家
斉
隠
居

堀
直
央
　
　（

41）②
越
後
村
松
　

 30
院

橋
本
実
久（

48）
〃

〃
池
田
政
善
　（

27）②
備
中
岡
山
新

25岡
山

大
宮

姉
小
路
公
遂（

44）
〃

〃
森
忠
徳
　
　（

20）
播
磨
赤
穂
　

 20
准
后

石
井
行
弘（

53）
〃

〃
松
浦
煕
　
　（

47）③
肥
前
平
戸
　

 61
二
条
斉
信（

50）
8.27～

9.18　
天
徳
寺

〃
伊
東
祐
相
　（

26）
日
向
飫
肥
　

 51
近
衛
忠
煕（

30）
8.27～

9.27　
東
本
願
寺

〃
代
小
出
英
発
　（

28）
丹
波
園
部
　

 26
代
南
部
信
誉
　（

33）
陸
奥
盛
岡
新

11盛
岡

12.26
鍋
島
直
堯
　（

38）③
肥
前
小
城
　

 73佐
賀

勅
徳
大
寺
実
堅（

48）・
日
野
資
愛（

58）
翌

2.26～
3.3

賀
歳
首

京
極
高
行
　（

44）
但
馬
豊
岡
　

 15
院

藤
谷
為
脩（

54）
〃

〃
小
出
英
発
　（

28）②
丹
波
園
部
　

 26
知
恩
院
門
跡
尊
超
入
道
親
王（

36）
翌

2.?～
?

賀
継
統

代
九
鬼
隆
都
　（

37）
丹
波
綾
部
　

 19
天
保

9（
1838）

12.25
溝
口
直
溥
　（

20）
越
後
新
発
田

50
勅

徳
大
寺
実
堅（

49）・
日
野
資
愛（

59）
翌

2.25～
3.3

賀
歳
首

分
部
光
貞
　（

23）
近
江
大
溝
　

 20
院

橋
本
実
久（

49）
〃

〃
天
保

10（
1839）

御
馳
走
人
任
命
無
し

天
保

11（
1840）

3. 7
松
平
忠
栄
　（

37）
摂
津
尼
崎
　

 45
勅

徳
大
寺
実
堅（

51）・
日
野
資
愛（

61）
9.朔
～

9.11
賀
歳
首

4.16統
仁
親
王（
孝
明
）立
坊

相
良
長
福
　（

17）
肥
後
人
吉
　

 22
院

藤
谷
為
脩（

57）
〃

〃
木
下
俊
敦
※（

39）②
豊
後
日
出
　

 25
東
宮

葉
室
顕
孝（

45）
〃

〃
　
　〈
※

7.10市
橋
長
富（

36）近
江
仁
正
寺

17に
交
代
〉

代
中
川
久
教
※（

41）
豊
後
岡
　
　

 70
　
　
　〈
※
戸
沢
正
胤（

49）出
羽
新
庄

68に
交
代
〉

12.29
亀
井
茲
監
　（

16）
石
見
津
和
野

43
勅

（
徳
大
寺
実
堅（

51）・
日
野
資
愛（

61））
11.18光

格
上
皇
没

加
藤
明
邦
　（

33）
近
江
水
口
　

 25
（
聖
護
院
門
跡
雄
仁
入
道
親
王（

20））
代
岩
城
隆
喜
　（

50）
出
羽
亀
田
　

 20
天
保

12（
1841）

2.22
亀
井
茲
監
　（

17）②
石
見
津
和
野

43
勅

花
山
院
家
厚（

53）
3.10～

3.16
家
斉
法
会

閏
正
．
晦
徳
川
家
斉（
大
御
所
）没

池
田
政
和
　（

21）
備
中
岡
山
新

15岡
山

女
院

万
里
小
路
正
房（

40）
〃

〃
佐
竹
義
純
　（

40）②
出
羽
秋
田
新

20秋
田

東
宮
／
准
后

柳
原
隆
光（

49）／
東
坊
城
聡
長（

43）
〃

〃
代
加
藤
明
邦
　（

34）
近
江
水
口
　

 25
代
岩
城
隆
喜
　（

51）
出
羽
亀
田
　

 20
7. 4

池
田
仲
律
※（

37）②
因
幡
東
館
新

30鳥
取

勅
（
徳
大
寺
実
堅（

52）※
）・
日
野
資
愛（

62）
8.28～

9.9
賀
歳
首
〈
※

7.19脇
坂
安
宅（

33）播
磨
龍
野

51に
交
代
※
徳
大
寺
参
向
道
中
発

中
川
久
昭
　（

22）
豊
後
岡
　
　

 70
聖
護
院
門
跡
雄
仁
入
道
親
王（

21）
8.29～

9.13
賀
継
統
、
謝
入
峯

病
帰
洛
〉

代
久
留
島
通
嘉（

55）
豊
後
森
　
　

 12
12. 3

加
藤
泰
幹
　（

29）②
伊
予
大
洲
　

 60
知
恩
院
門
跡
尊
超
入
道
親
王（

40）
翌
正
．

22～（
2.17増

上
寺
入
）
家
斉
一
周
忌

代
毛
利
元
蕃
　（

26）
周
防
徳
山
　

 40萩
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12.28
池
田
仲
律
　（

37）③
因
幡
東
館
新

30鳥
取

勅
徳
大
寺
実
堅（

52）・
日
野
資
愛（

62）
翌

2.23～
3.2

賀
歳
首

代
藤
堂
高
聴
　（

32）
伊
勢
久
居
　

 53津
天
保

13（
1842）

御
馳
走
人
任
命
無
し

天
保

14（
1843）

6.15
諏
訪
忠
誠
　（

23）
信
濃
高
島
　

 30
勅

徳
大
寺
実
堅（

54）・
日
野
資
愛（

64）
8.21～

9.3
賀
歳
首

4.13～
4.21家

慶
日
光
社
参

代
木
下
俊
敦
　（

42）
豊
後
日
出
　

 25
弘
化
元（

1844）
御
馳
走
人
任
命
無
し

5.10江
戸
城
本
丸
焼
失

弘
化

2（
1845）

8. 3
九
鬼
隆
徳
　（

46）
摂
津
三
田
　

 36
勅

徳
大
寺
実
堅（

56）・（
日
野
資
愛（

66）※
）

9.25～
10.3

賀
歳
首
　〈
※
日
野
病
気
に
よ
り
不
参
向
〉

毛
利
元
蕃
　（

30）
周
防
徳
山
　

 40萩
仁
和
寺
門
跡
済
仁
入
道
親
王（

49）
9.24～

10.17
賀
継
統

代
堀
直
央
　
　（

49）
越
後
村
松
　

 30
12.27

小
出
英
教
　（

17）
丹
波
園
部
　

 26
勅

（
徳
大
寺
実
堅（

56）・
坊
城
俊
明（

64））
〈
翌
春
仁
孝
天
皇
没
に
よ
り
参
向
延
期
〉

伊
達
宗
孝
　（

25）
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

（
大
乗
院
門
跡
隆
温（

35））
代
細
川
利
用
　（

38）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

弘
化

3（
1846）

7. 2
秋
月
種
殷
　（

30）
日
向
高
鍋
　

 27
勅

徳
大
寺
実
堅（

57）・
坊
城
俊
明（

65）
10.26～

11.5
賀
歳
首

1.26仁
孝
天
皇
没

毛
利
元
運
　（

30）
長
門
長
府
　

 50萩
大
乗
院
門
跡
隆
温（

36）
10.25～

11.11
賀
継
統

2.13孝
明
天
皇
践
祚

代
亀
井
茲
監
　（

22）
石
見
津
和
野

43
11.18

溝
口
直
溥
　（

28）②
越
後
新
発
田

50
知
恩
院
門
跡
尊
超
入
道
親
王（

45）
翌
正
．

23～
2.16

家
斉
七
回
忌

6.20新
清
和
院（
光
格
中
宮
）没

代
松
浦
曜
　
　（

35）
肥
前
平
戸
　

 61
弘
化

4（
1847）

御
馳
走
人
任
命
無
し

10.13新
朔
平
門
院（
仁
孝
女
御
）没

嘉
永
元（

1848）
正
． 16

堀
直
央
　
　（

52）③
越
後
村
松
　

 30
勅

三
条
実
万（

47）・
坊
城
俊
明（

67）
3.21～

4.朔
賀
歳
首

代
細
川
利
用
　（

41）
肥
後
新
田
　

 35熊
本

12.24
田
村
邦
行
　（

29）
陸
奥
一
関
　

 30仙
台

勅
三
条
実
万（

47）・
坊
城
俊
明（

67）
翌

2.28～
3.7

賀
歳
首

南
部
信
順
　（

35）
陸
奥
八
戸
　

 20
勅

広
橋
光
成（

52）
〃

女
御
入
内

池
田
清
直
　（

37）
因
幡
西
館
新

20鳥
取

女
御

堀
河
康
親（

52）
〃

〃
代
溝
口
直
溥
　（

30）
越
後
新
発
田

50
嘉
永

2（
1849）

12.27
池
田
政
詮
　（

14）
備
中
岡
山
新

25岡
山

勅
三
条
実
万（

48）・
坊
城
俊
明（

68）
翌

2.26～
3.5

賀
歳
首

代
木
下
利
恭
　（

18）
備
中
足
守
　

 25
嘉
永

3（
1850）

12.29
松
平
直
諒
　（

34）
出
雲
広
瀬
　

 30松
江

勅
三
条
実
万（

49）・
坊
城
俊
明（

69）
翌

2.25～
3.4

賀
歳
首

代
溝
口
直
溥
　（

32）
越
後
新
発
田

50
嘉
永

4（
1851）

12.26
戸
沢
正
実
　（

20）
出
羽
新
庄
　

 68
勅

三
条
実
万（

50）・
坊
城
俊
明（

70）
翌

2.29～
閏

2.7
賀
歳
首

代
浅
野
長
訓
　（

40）
安
芸
広
島
新

30広
島

嘉
永

5（
1852）

12.26
毛
利
元
周
　（

26）
長
門
長
府
　

 50萩
勅

三
条
実
万（

51）・
坊
城
俊
明（

71）
翌

2.26～
3.5

賀
歳
首

家
定

期
嘉
永

6（
1853）

8. 7
浅
野
長
訓
　（

42）
安
芸
広
島
新

30広
島

勅
徳
大
寺
実
堅（

64）
8.18～

8.25
贈
家
慶
正
一
位
太
政
大
臣
・
諡
号

6.22徳
川
家
慶
没

伊
達
宗
孝
　（

33）②
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

准
后

綾
小
路
俊
賢（

30）
〃

〃
代
木
下
利
恭
　（

22）
備
中
足
守
　

 25
10. 9

島
津
忠
寛
　（

26）
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

勅
三
条
実
万（

52）・
坊
城
俊
明（

72）
11.21～

12.2
家
定
将
軍
宣
下

山
内
豊
賢
　（

47）③
土
佐
新
田
　

 13高
知

准
后

飛
鳥
井
雅
典（

29）
〃

〃
藤
堂
高
聴
　（

44）②
伊
勢
久
居
　

 53津
九
条
尚
忠（

56）
11.19～

12.5
〃

堀
直
央
　
　（

57）④
越
後
村
松
　

 30
一
条
忠
香（

42）
11.19～

12.12
〃

代
細
川
立
則
　（

22）
肥
後
宇
土
　

 30熊
本

代
小
出
英
教
　（

25）
丹
波
園
部
　

 26
安
政
元（

1854）
御
馳
走
人
任
命
無
し

秋
に
年
頭
勅
使
参
向
予
定
す
る
も
禁
裏
火
災
の
た
め
参
向
せ
ず

4.6禁
裏
火
災

安
政

2（
1855）

御
馳
走
人
任
命
無
し

前
年
の
禁
裏
火
災
の
た
め
参
向
せ
ず

安
政

3（
1856）

7.11
稲
葉
観
通
　（

18）
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

（
三
条
実
万（

55）・
東
坊
城
聡
長（

58））当
秋
に
賀
歳
首
予
定
す
る
も
大
風
雨
江
戸
城
損
壊
の
た
め
参
向
延
期

7.6新
待
賢
門
院（
孝
明
母
・
准
后
）没

代
大
田
原
富
清（

21）
下
野
大
田
原

11
12.24

稲
葉
観
通
　（

18）②
豊
後
臼
杵
　

 50
勅

三
条
実
万（

55）・
東
坊
城
聡
長（

58）
翌

2.27～
3.5

賀
歳
首

8.25江
戸
城
損
壊

代
大
田
原
富
清（

21）
下
野
大
田
原

11
安
政

4（
1857）

御
馳
走
人
任
命
無
し

家
茂

期
安
政

5（
1858）

8.23
伊
達
宗
孝
　（

38）③
伊
予
吉
田
　

 30宇
和
島

勅
広
幡
忠
礼（

35）
9.6～

9.13
贈
家
定
正
一
位
太
政
大
臣
・
諡
号

7.6徳
川
家
定
没

佐
竹
義
諶
　（

22）
出
羽
秋
田
新

20秋
田

准
后

久
世
通
煕（

41）
〃

〃
代
細
川
興
貫
　（

27）
常
陸
谷
田
部

16
10.29

秋
月
種
殷
　（

42）②
日
向
高
鍋
　

 27
勅

広
橋
光
成（

62）・
万
里
小
路
正
房（

57）
11.28～

12.7
家
茂
将
軍
宣
下

六
郷
政
殷
　（

31）
出
羽
本
荘
　

 20
准
后

堀
河
親
賀（

37）
〃

〃
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335

溝
口
直
溥
　（

40）③
越
後
新
発
田

50
近
衛
忠
房（

21）
11.27～

12.11　
善
福
寺

〃
亀
井
茲
監
　（

34）③
石
見
津
和
野

43
二
条
斉
敬（

43）
11.28～

12.16　
天
徳
寺

〃
代
毛
利
高
泰
　（

44）
豊
後
佐
伯
　

 20
代
市
橋
長
和
　（

38）
近
江
仁
正
寺

17
安
政

6（
1859）

2. 8
浅
野
長
興
　（

17）
安
芸
広
島
新

30広
島

勅
広
橋
光
成（

63）・
坊
城
俊
克（

58）
3.19～

3.27
賀
歳
首

代
相
良
頼
基
　（

19）
肥
後
人
吉
　

 22
万
延
元（

1860）
御
馳
走
人
任
命
無
し

文
久
元（

1861）
8.17

加
藤
泰
祉
　（

18）
伊
予
大
洲
　

 60
勅

広
橋
光
成（

65）・
坊
城
俊
克（

60）
11.16～

?
賀
歳
首
・
祐
宮
親
王
宣
下

溝
口
直
溥
　（

43）④
越
後
新
発
田

100
中
山
忠
能（

53）
〃

和
宮
入
輿

池
田
仲
建
　（

21）
因
幡
東
館
新

30鳥
取

橋
本
実
麗（

53）
〃

〃
島
津
忠
寛
　（

34）②
日
向
佐
土
原

27鹿
児
島

岩
倉
具
視（

37）
〃

〃
代
堀
直
賀
　
　（

19）
越
後
村
松
　

 30
文
久

2（
1862）

5.19
分
部
光
貞
　（

47）②
近
江
大
溝
　

 20
勅

大
原
重
徳（

62）
6.7～

?
慶
喜
・
慶
永
登
用
の
勅
諚

2.11家
茂
・
和
宮
婚
礼

代
仙
石
久
利
　（

43）
但
馬
出
石
　

 30
8.28

浅
野
長
興
　（

21）②
安
芸
広
島
新

30広
島

勅
（
広
橋
光
成（

66）・
坊
城
俊
克（

61））
佐
竹
義
諶
　（

26）②
出
羽
秋
田
新

20秋
田

親
王

（
柳
原
光
愛（

45））
〈
参
向
延
期
、

10.13馳
走
役
再
任
命
〉

秋
月
種
殷
　（

46）③
日
向
高
鍋
　

 27
准
后

（
唐
橋
在
光（

36））
代
仙
石
久
利
　（

43）
但
馬
出
石
　

 30
10.13

秋
月
種
殷
※（

46）④
日
向
高
鍋
　

 27
勅

三
条
実
美（

26）
10.28～

12.7
攘
夷
の
勅
諚
　〈
※

11.21池
田
政
礼（

14）備
中
岡
山
新

15岡
山
に
交
代
〉

佐
竹
義
諶
※（

26）③
出
羽
秋
田
新

20秋
田

副
姉
小
路
公
知（

24）
〃

〃
　
　
　
　
　〈
※

11.21山
内
豊
福（

27）土
佐
新
田

13高
知
に
交
代
〉

代
松
平
長
興
　（

21）
安
芸
広
島
新

30広
島

文
久

3（
1863）

2.13～
6.16家

茂
上
洛

元
治
元（

1864）
御
馳
走
人
任
命
無
し

正
．

15～
5.7家

茂
上
洛

慶
応
元（

1865）
閏

5.22～
　
家
茂
上
洛

慶
喜

期
慶
応

2（
1866）

御
馳
走
人
任
命
無
し

7.20家
茂
没（
於
大
坂
）

12.5慶
喜
将
軍
宣
下（
於
京
都
）

慶
応

3（
1867）

10.14大
政
奉
還
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